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満天の星を見上げて




「ようこそおいでくださいました。こちらへどうぞ」

　私、岸きし本もと一いち華かは、本日初めてのお客さまを玄関でお出迎えして、フロントへと促した。

　私が現在働いているのは、箱はこ根ねの芦あしノの湖こを見下ろす高台にある、オーベルジュ『アルコバレーノ』だ。アルコバレーノはイタリア語で〝虹〟を意味するらしく、フランス語で同じく虹を意味するホテル『アルカンシエル』が経営している。

　アルカンシエルは、日本を訪れた要人の宿泊施設として指名されるような名だたるホテルなのだが、アルコバレーノの歴史はまだ浅い。抜群の景色と、フランスの三ツ星レストランで修業してきたシェフの作る料理を武器に、三年前にオープンしたばかりだ。

　オーベルジュとは、〝宿泊施設のあるレストラン〟とでも言うのか、とにかく料理を楽しんでもらう場所だ。

　客室は六室のみで、お客さまとの距離がホテルよりずっと近い。シェフも気さくに顔を出し、お客さまとの会話を楽しむ。もちろん、深入りすることなくほどよい距離感を保つのは鉄則で、アットホームだけれど、プライバシーはきちんと守られるように心がけている。

　私はもともと東とう京きょうのアルカンシエルのフロントで働いていたのだけれど、二年前の二十六歳のときにここに異動となり、それからはお客さまの要望に応えるコンシェルジュとして働いている。

　その異動にはひと悶もん着ちゃくあったのだが、空気がきれいでのんびりとした時間が流れているここは、疲れた心を癒いやすのに最適だった。

　四十代前半の恰かっ幅ぷくのいいシェフ、中なか根ねさんが作ってくれるまかないが最高においしいのもある。彼はチーフシェフであるとともに、アルコバレーノの最高責任者でもあり、とても頼れる上司だ。

　制服は、白いシャツに黒いジャケット。下は同じく黒のスラックス、またはスカートと、とてもシンプルだけれどなかなか気に入っている。

　といっても、人手が足りないときはなんでもこなすので、ときにはジャケットを脱ぎダークブラウンのエプロンをつけてレストランサービスにいそしむこともある。

　アルカンシエルとは違いこぢんまりとしているため、自分で仕事を見つけてどんどんこなしていくスタイルだ。

　五十代の夫婦をフロントに案内したあと、すぐに次のお客さまが訪れたので対応を始めた。

　濃紺のスリーピースを纏まとったその男性は、百五十八センチの私より頭ひとつ分は背が高く、スポーツでもしていたのか胸板が厚くてスタイル抜群だ。柔らかそうな髪は前髪長め。動きのあるヘアスタイルが、小顔の彼によく似合っていた。

　スーツ姿にピンときた私はすぐさま歩み寄り、両手をお腹の前で合わせて腰を折る。

「神かみ木きさまですね。ようこそお越しくださいました」

「お世話になります」

　切れ長の目を細めてさわやかな笑みを浮かべた彼は、軽く会釈してくれた。

「八や坂さかより承っております。コンシェルジュの岸本と申します。なにかございましたら、なんなりとお申し付けください。こちらへどうぞ」

　八坂とは、アルカンシエルの社長の名だ。

　神木さまは八坂社長の高校の同級生で、現在三十二歳だそう。かなり仲がよかったようで、その縁でアルコバレーノを訪れてくれたのだ。

　外交官をしているという彼はとんでもなく優秀な人らしく、桜の花が咲く頃に帰国したばかりなのだとか。

　私はすぐさまジュラルミンのスーツケースを預かり、フロントに促そうとした。すると彼はなぜか私のほうに手を伸ばしてきて、胸のあたりまである緩いパーマのかかった髪にそっと触れる。

　突然の行為に驚き目を見開いて固まっていると、彼は優しく微ほほ笑えんだ。

「ああ、失礼。花が……」

「も、申し訳ありません。先ほど花瓶の花を入れ替えておりまして、きっとそのときに。大変失礼いたしました」

　きちんとした身だしなみは基本中の基本なのに、かすみ草がひとつ髪に絡まっていたようだ。昼食後にハーフアップにしてある髪を結び直して整えたが、その後は鏡を覗いていなかった。

「謝ることではありませんよ。ひとつじゃ寂しいな。もっとたくさんちりばめたら、あなたのきれいなお顔が引き立つのに」

　神木さまの発言に、息が止まりそうになる。

　海外生活が長くて表現がストレートなのだろうか。

　もちろん私の粗相をフォローしてくれただけだとわかっていても、こうしたやり取りに慣れない私の心臓は、ドクドクと大きな音を立てている。

「あっ……ありがとうござ……。いえ、とんでもないことでございます」

　頭が真っ白になり、思わずお礼を言いそうになって我に返った。お礼を言うということは、〝きれいな顔〟を認めるようなものだ。

「あはは。ありがとうございますが正解ですよ。謙遜は日本人の美徳ではありますけど、きれいなものはきれいなんです」

「すみません。ありがとうございます」

　一応、コンシェルジュに抜ばっ擢てきされたのは、どんなことにも動じずお客さまの対応ができるという評価があったから。こんなふうに取り乱したのは記憶になく、無理難題を押しつけられたときより動揺している。

　内心おろおろしながら、フロントに向かった。

「神木さまです」

　フロント担当の男性に伝えると、すぐさまチェックインの手続きが始まる。鍵を受け取り、私が部屋まで案内することになった。

　アルカンシエルでは役割分担がはっきりと分かれており、ドアアテンダントが玄関でお出迎えをし、ベルアテンダントが荷物を運んで客室まで案内するが、ここは小規模であるがゆえ、スタッフも最小限。コンシェルジュという立場であっても、客室案内もあたり前にこなす。

「ご案内します」

　神木さまの宿泊する部屋は、スイートルーム。大きなホテルほど部屋は広くはないけれど、芦ノ湖が見下ろせる最高のロケーションと、専用の露天風呂がついているのが売りだ。もちろん温泉で、これまた最高の景色を堪たん能のうできる。

　新緑の季節である今は、樹齢三百年とも四百年ともいわれるブナの原生林が圧巻だ。都会では味わえない景色に癒やされると、気に入ってくれるお客さまも多い。

「こちらでございます」

　部屋のドアを開けると、神木さまが足を踏み入れる。

　リビングルームには四人掛けのソファとテーブル。その奥に進むと、ダブルサイズのベッドがふたつ並ぶベッドルーム。広いオープンテラスからは芦ノ湖が一望できて、その横には源泉かけ流し温泉を楽しめる露天風呂がある。

　落ち着いたダークブラウンの家具で統一された部屋は、私もお気に入りだ。

　彼は早速テラスへと向かい、景色を堪能している。

「これは素晴らしい。八坂が絶対に気に入ると話していたけど、その通りでした」

「ありがとうございます。自然豊かな地域ですので、季節ごとに楽しめる風景も変わります。紅葉の季節も、ずっと見ていられるほど美しいですよ」

　東京にいた頃は、景色を楽しむ余裕がなかった。仕事が忙しかったのもあるけれど、人間関係や都会独特の喧けん騒そうに疲れてしまい、空を見上げる機会もなかった。

　ところが、ここに来てから瞬く星の美しさを知り、気がつくと空を眺めているし、周囲の木々や花々が教えてくれる季節の移ろいに顔をほころばせている。

　一方で、都会が恋しくなることもある。生活は間違いなく便利だし、刺激的だ。ここの仕事はやりがいもあるし気に入ってもいるけれど、アルカンシエルで忙しく働いていたときのきびきびとした自分も嫌いではないのだ。

「ありきたりだけど、空気がうまい」

　どうやら神木さまのお気に召したようでホッとした。

「お荷物はこちらに。テラスの隣が露天風呂となっております。二十四時間いつでもお入りいただけますので、タオル等足りなくなりましたらフロントまでご連絡ください。夕食は一階のレストランフロアでお願いいたします。ピアノの生演奏がございますので、シェフの料理と一緒にお楽しみください」

　ひと通り、いつもの説明をする。うんうんとうなずきながら聞いてくれた神木さまは、ネクタイの結び目に指を入れてそれをほどいた。

　スーツ姿でここを訪れる人は珍しい。途中で仕事をこなしてきたのだろうか。

「実はここに来たのは、下見なんです」

　テラスから室内に戻った神木さまが口を開いた。

「下見、ですか……」

「私の仕事はお聞きになりましたか？」

「はい、外交官でいらっしゃると」

　東京のアルカンシエルは各国の要人が宿泊することもよくあり、外交官ももちろんいた。日本に滞在するそれぞれの国の外交官が通訳をしている姿はよく見かけたし、ひとつも不備がないように気を張り詰めている様子がよく伝わってきた。彼もそうした政府要人のアテンドをこなしてきたのだろう。

「実は私、エルサルバドルから帰国したのですが……」

「エル、エル……」

「エルサルバドルです。中央アメリカにある小さな国で、面積が四国より少し大きい程度で」

　四国くらいの大きさで一国をなしているとは、びっくりだ。でもバチカン市し国こくの面積が東京ディズニーランドよりも狭いと聞いた覚えがあるので、それよりはずっと大きい。

「不勉強で申し訳ありません」

　八坂社長に聞いて学んでおくべきだったと反省した。

「それは岸本さんの仕事ではないですから」

　ネームプレートをつけているとはいえ、一度自己紹介しただけで名前を覚えてくれているのはさすがだった。

　ここでは私がおもてなしをする立場だけれど、逆であれば名前を呼ばれると気持ちがいいものだ。私も常連さんの顔と名前は覚えていて、チェックイン前から名前で呼ぶようにしている。

「その、エルサルバドルでお仕事をされていたんですか？」

　外交官はどの国に配属になるかわからないとも聞いた。とても大変な仕事だろう。

「イギリスのロンドンにある大使館で二年ほど働いていたのですが、エルサルバドルの外交官が病気で急きゅう遽きょ帰国することになり、人員が足りなくなったんです。スペイン語ができるということで、後任が決まるまで四カ月ほど赴任していました」

「中央アメリカなのに、スペイン語なんですね」

「スペインの植民地だった時代があるので」

「なるほど」

　歴史は奥深い。日本にいては知ることのない世界を、彼はあたり前のように見ているのだろう。

「それにしても、スペイン語までお話しになられるんですね。すごいです」

　ホテルのフロント業務に携わっていると、英語ができたほうが助かるため、私も必死に学んだ。パイロットをしている三歳上の兄に発音のチェックをしてもらい少しは話せるようになったけれど、まだ早口の会話にはついていけない。

「ありがとうございます。あとはフランス語を少し」

「え！」

　想像以上に優秀な人のようだ。

「日常会話ができるくらいですよ。通訳はまだ難しい」

「十分ですよ」

　そう言ったものの、彼ら外交官は同時通訳までできてあたり前なのだろう。

「えっと……なんの話でしたっけ？」

　賢そうな彼が、そんなふうに言うのが少しおかしい。私にとっては雲の上の人なのに、横柄な態度も一切なく、つい話が弾む。

「下見のお話かと」

「そうだった。そのエルサルバドルでは、現地のインフラ整備に携わっていたんですけど、日本の文化も伝えていたんです。そうしたら、とある政府の要人がプライベートで奥さまと一緒に日本に観光に行きたいと。温泉に興味津々で、八坂に相談したらここを紹介されたんです」

「そうでしたか。もちろんお越しいただければ、全力でサポートさせていただきます。ですが、スペイン語ができる者がおりませんで……」

　英語ならまだしも、スペイン語はハードルが高すぎる。

「そのときは私も同行する予定ですからご心配なく。それで、このあたりで温泉のほかに楽しめる場所を、岸本さんに選定していただきたいんです。八坂が、岸本さんに相談すれば間違いないと」

　八坂社長の評価がありがたいとともに、気が引き締まる。

「かしこまりました。プランを練ってみます」

「お願いします。今回の滞在で、私もそこに行ってみたいのですが……ご同行は無理でしょうか。もちろん、料金は別にお支払いします」

　同行してほしいと言われたのは初めてで驚いたものの、コンシェルジュはお客さまの願いにできるだけ寄り添うのが仕事だ。

「……私、明日はお休みでして」

「そうでしたか。それでは難しいですね」

　彼が本当に残念そうな顔をしてくれるのが、なんだかうれしい。

「いえ、そうではなくて。お休みですので、個人的にご案内することはできます。上の者に許可を取らなければなりませんが」

「それは助かります。でも、お休みを奪っては申し訳ない」

「いえ。ここに住んでいるといつでも行けると思って、意外と観光していないんですよ。私も楽しませていただきます」

　これは本音だ。お客さまにあちこちの観光スポットを紹介するものの、自分はすべて足を運べたわけではない。忙しいのもあるが、毎日のように最高の景色を楽しめるので満足しているところもあるのだ。

「ありがたい。でも、本当に無理のない範囲でお願いします」

　念押しをする彼は優しい。

　本来、こうした個人的な対応はしないのだけれど、八坂社長の友人なので信頼できるし、問題ないだろう。

「まずは許可を得てまいります。プランは明日の朝でもよろしいですか？」

「もちろんです。私も今日はのんびり温泉を堪能させていただくつもりで、近くを散策するくらいにとどめようと思っております」

　神木さまは柔らかな表情で微笑んだ。




　翌朝は雲ひとつない空が広がる、いい天気となった。しかし林の間を通ってくる風が心地よく、暑くて不快ということもない。まさに観光日和だ。

　中根さんから許可をもらい、神木さまの案内をすることになった私は、白いシャツとジーンズというラフな服装で、お客さまが朝食を楽しんでいるレストランに向かった。

　神木さまは食後のコーヒーを口に運んでいるところだった。昨日とは違い、淡いイエローのシャツに紺のチノパン姿で、リラックスしている様子が見て取れる。

「おはようございます。昨晩はよくお眠りになりましたか？」

　声をかけると、彼は笑顔でうなずく。

「はい。温泉に浸かったら、全身の凝りもほぐれてぐっすりでした。日本のよさを味わえた気分です」

　彼が直前に赴任していたというエルサルバドルについて調べたら、決して裕福な国ではなく、ＪＩＣＡジャイカ（独立行政法人国際協力機構）の協力を得て日本政府が国の発展の手助けをしているのだと知った。彼はその一端を担っていたのだろう。

　水道の設備がない地域もあるらしく、生活は不便を極めたに違いない。まずはゆっくり体を休めてほしいところだけれど、彼にとってはこれも仕事だ。

「うれしいお言葉です」

「座りませんか？」

「それでは失礼します」

　対面の席を勧められて、腰かける。

「コーヒー、紅茶……あとはなにがありましたっけ」

　どうやら私の飲み物を気にしてくれているようだ。

「私はお気遣いなく」

「ダメですよ。お休みなんですから、ちゃんと休まないと。って、振り回す私が言っても説得力はありませんが」

　苦笑する彼の表情が昨日より柔らかいのは、箱根の大自然に触れたからだろうか。

「それでは、自分で持ってまいります。こちら、お薦めの観光スポットです。気になるところがあれば教えてください」

　資料を手渡した私は、一旦席を離れた。

「岸本、誰あのイケメン」

　厨房で紅茶を淹いれていると、三十代前半の男性シェフ、横よこ尾おさんに声をかけられる。

「八坂社長のご友人です。外交官をされていて、海外からお客さまを招待するので下見にいらしているんです」

「外交官ね……」

　うなずく彼は、なぜか私の耳に手をかざす。

「未婚なら捕まえとけよ」

「は？」

「東京と違って、ここじゃあなかなか出会いがないんだから」

　私に彼氏がいないことを知っていて、けしかけているのだ。そういう彼は、傷心旅行に来ていた女性をちゃっかり奥さまにしたつわものだ。

「そんなつもりはありませんよ」

「中根さんも心配してたよ。いろいろあったのはわかってるけど、仕事一筋すぎて、自分の幸せを見失ってるんじゃないかって」

　中根さんまで？

「あ……。ご心配をおかけします」

「そうだぞ。だから安心させてくれ」

　とはいっても、昨日会ったばかりのお客さまといきなり恋愛をしろだなんて、めちゃくちゃだ。

「ほれ、これサービス」

「やった。ありがとうございます」

　タルト生地にカスタードクリームを入れて焼いたフランパティシエをふたつ出してくれた彼にお礼を言って、神木さまのところに戻った。

「お待たせしました。シェフから差し入れをもらいまして、甘い物がお嫌いでなければどうぞ」

「それはうれしい。いただきます」

　顔をほころばせる神木さまは、タルトを受け取りフォークを入れる。

「フランパティシエ、でしたっけ？」

「よくご存じで」

「フランスによく行ってたんです。それで何度もいただきました」

　フランパティシエはフランスで有名なお菓子なのだ。

「本場の味を知っていらっしゃるとは」

「これ、フランスで食べた味そのものです。ここは、料理やデザートの質が高い」

　どうやら昨日の夕食も、今朝の朝食も気に入ってもらえたようだ。

「シェフが喜びます。ありがとうございます」

「ですが、これも気になります。お願いしようと思っていたんですよ。さすがです」

　神木さまが指さしたのは、天ぷらやお寿司が楽しめる店の一覧だ。温泉だけでなく、和食も楽しんでもらえたらと思って書き出しておいたのだ。

「よろしければ、昼食にいかがですか？　お薦めはこの天ぷら屋さんです。大きなかき揚げがサクサクで箸が進むんですよ。でも、高級店というわけではないので……」

　東京であれば、それなりのお店をチョイスできるが、この周辺で政府の要人をもてなすような格式の店を探すのは難しい。

「かしこまったレストランではなく、普段の生活を見たいと話していましたので、ここで大丈夫です。天ぷらか……私も久しぶりだ」

　彼が弾んだ声で話すので、私までワクワクしてきた。

　彼とこれから行く場所を絞り込み、早速繰り出すことにした。

　まず向かったのは、大おお涌わく谷だに。定番ではあるけれど、外せないスポットだ。

「いゃあ、すごいな。地球が生きてるって感じがする」

　ロープウェイに乗ると、噴煙の立ち込めた景色に神木さまが興奮気味だ。

「神木さまは、初めてですか？」

　何気なく尋ねると、彼は私をじっと見つめる。

「あの、なにか？」

「今日は仕事はお休みなんだよね。神木さまって、ちょっと窮屈だな」

「すみません。そうですよね。神木さん、でよろしいですか？」

　たしかに、仕事感が出てしまい、リラックスした気分からは遠のきそうだ。

「うん、ありがとう。俺も仕事半分、遊び半分だから、岸本さんも楽しんで」

「はい、そうします」

　今『俺』と言ったような。昨日到着してからずっと『私』だったので驚いたけれど、日常生活で『私』という一人称を使う男性は少ないかもしれない。仕事の堅苦しさを忘れたいのだろう。

　大涌谷駅に着いたあとは周辺を散策して、黒たまごに挑戦する。

「本当に真っ黒だ」

　神木さんは驚きつつも、皮をむいて口に運んだ。

「ほんのり硫い黄おうの香りがする。でもうまいな」

「うちの両親、私が心配なのかよく宿泊に来てくれるんですけど、これを一番楽しみにしてるんです」

「ご両親、そんなに好きなんだ」

　彼は感心しているが、両親が黒たまごを来るたびに食べるのは、味が好きだからだけではない。

「実は、寿命が七年延びると言われているんですよ」

「なるほど。不老不死を狙ってるのか」

「不老の効果があるかどうか……」

　私の返事を無邪気に笑う彼が意外だ。けれど、心から楽しんでくれているようでうれしかった。

　その後は芦ノ湖の湖畔にある〝平和の鳥居〟を持つ箱根神社を訪れた。

　平和の鳥居は観光客でいっぱいで神木さんは苦笑していたけれど、杉の木の林では、空を見上げてしばらく物思いにふけっていた。神さまと交信しているかのように感じる彼の真剣な表情が美しくて、思わず見み惚とれてしまったほどだ。

「箱根に来てよかった」

「えっ？」

「仕事に追われていると、目の前のことしか見えなくなる。それでなにか少し成功すると、天下を取ったような気持ちになってしまうんだ。でも、こういう地球の大きさを感じるところに来ると、自分の存在の小ささに気づかされる。俺はまだまだだなと、思い知らされるというか……」

　彼はとても真面目な人なのだろう。

　八坂社長曰いわく、すこぶる優秀な人で将来を期待されているそうだ。そもそも、英語圏の国に派遣される外交官はエリートなのだとか。イギリスの大使館勤めだった彼も、そうなのだろう。

「そんなふうに言える神木さんは素敵です。私はここに来ても、目の前のことでいっぱいで。余裕がないんだろうな」

　毎日、仕事に追われてそれで終わってしまう。

「余裕をあえて作らないようにしているだけでは？」

　意味ありげな言葉をつぶやいた彼は、私ににっこり微笑む。私はとっさに返事ができなかった。

「さあ、本殿に行きましょう。あの階段、なかなか手ごわそうだ」

　なにを言いたいのかよく理解できなかったけれど、彼が歩き始めたので私もついていくことにした。

　しかし……。

「体力ありすぎ」

　私は思わず漏らした。

　百段ほど続く急な階段を、神木さんは軽快に上がっていく。一方私は三分の二くらい上がったところでついていけなくなり、立ち止まって呼吸を整えた。

「ああ、ごめん。もう少しゆっくりにしよう」

　私が取り残されていることに気づいた彼は、いちいち戻ってきてくれる。そしてなぜか手を差し出した。

「あの……」

「エルサルバドルの生活が結構大変だったんだよね。それで、体力だけは自信がある。俺が引っ張るから、もう少し頑張って」

「体力だけって……」

　そんなわけがない。

「行こう」

「はい」

　不意に手をつかまれてドキッとする。しかし、白い歯を見せる彼は、まったく気にもしていない様子だ。そもそも海外ではこれくらいのことはなんでもないのかもしれない。

　けれど私は、息が苦しい。それは階段がつらいからなのか、神木さんに手を引かれているのが緊張するからなのかわからなかった。

　箱根神社を出たあとは、大きなかき揚げを頬張ったり、温泉まんじゅうを食べたりと、これが仕事の一環だということも忘れて楽しんだ。

　神木さんも終始笑顔で、満足してもらえている様子だ。

　恩おん賜し箱根公園に足を延ばすと、展望台からのあまりに美しい眺めに、息を呑のんだ。

　手前に広がるのは鮮やかなピンクのつつじ。その向こうは山の木々の深い緑を映した芦ノ湖。そしてなんといっても、まだ雪をかぶった富ふ士じ山さんが君臨していて、絶景という言葉がぴったりだ。

「これはすごい」

「お天気がよくてラッキーでした。お客さまにお薦めしても、雲で富士山が見えなかったと言われることもあって……」

「日頃の行いがいいのかな」

「そうですよ、きっと」

　私が答えると、彼はうれしそうに微笑んだ。

「富士山を見ると、日本に帰ってきたという気がするね」

「象徴的な山ですからね。またすぐに、イギリスにお戻りになるのですか？」

　景色を堪能している彼に尋ねると、首を横に振っている。

「外交官は、海外と国内の勤務を交代でするんだ。しばらくは外務省勤務になる」

「そうなんですね、外交官はずっと海外なのかと思っていました」

　知らないことだらけで、勉強になる。

「こんなに日本に帰ってきてホッとするとは思わなかったな」

「仕事が大変なんですよね」

「一応国の代表になるから、失敗は許されない。もちろん、ひとりの判断で動くわけじゃないけど、責任は重いよね。それは外務省勤務でも同じだけど、やっぱりアウェイ感がなくなるのは大きい」

　常に緊張しているような状態なのかもしれない。

「でも、やりがいはある。外交官として働けるのは楽しいんだ」

　なんと頼もしい言葉なのだろう。彼らに守られているから、私たちは安心して生活できるに違いない。

　神木さんはうーんと伸びをして深呼吸をしている。

「空気がうまい」

「やっぱりそう思います？　私も東京からここに来て、最初にそう感じました」

　出会ったばかりなのに、話が弾む。

「岸本さんは、東京に戻る気はないの？」

「あ……」

　彼は何気なく聞いただけだろうけれど、私には鋭い質問で視線が泳ぐ。

「ごめん。余計なことだったね。岸本さんの一番のお気に入りの場所はどこ？」

　気まずい様子に勘づいた彼は、話をそらしてくれた。

「お気に入りは……なんでもない場所すぎて、この資料にはないんですけど……」

　朝、彼に渡した観光スポットを書き出した書類には、海外の方に喜ばれそうな場所をチョイスしておいた。ただ、私の一番のお気に入りは別にある。

「興味あるな」

「本当になにもないので、海外のお客さまのおもてなしには向いていないかと」

「俺が個人的に興味があるんだ。もしよかったら、連れていってもらえない？」

　これまでの様子から、彼なら気に入ってくれるような気もする。

「できれば夜がいいんですけど、夕食のあとでもよろしいですか？」

「夜？　もちろん」

　彼は不思議そうな顔をしながらも、うなずいた。




　アルコバレーノの前で一旦神木さんと別れた私は、家に帰った。

　私が住むアパートは十分ほど歩けば着くので、通勤には便利だ。東京にいた頃は、毎日満員電車に揺られていたため、その点ではとても楽になった。しかし、途中で寄り道をするところすらなく、生活は仕事一色になっている。

「仕事一筋、か」

　夕食に作ったラザニアを口にしながら、横尾さんに言われたことを思い出す。

　まさにその通りかもしれない。

　好きな仕事に携われているのは救いだけれど、生活に潤いがあるかと聞かれたらおそらくＮＯだ。仕事しかしていないから。

　とはいえ、みずからそういう状態に追い込んでいるようなところはある。今日、神木さんに『余裕をあえて作らないようにしているだけでは？』と問われたとき、私の過去について知っているのではないかと、ドキッとした。

　ただ、今日はとても楽しかった。

　神木さんを案内するという役割を忘れて、思いきり楽しんでしまった。彼も満足してくれたようなのでよかったのだけれど。

　今頃彼は、中根シェフたちが作った料理を堪能しているだろう。かき揚げを大きな口で頬張った姿が強く印象に残っているけれど、外交官なのだからテーブルマナーも完璧なはずだ。

　私はふと、彼に握られた右手を見つめる。

　大きな手だったな……。いやいや、なに考えてるの？

「横尾さんのせいよ」

　ひとりでぶつくさつぶやく。

　彼が『未婚なら捕まえとけよ』なんて余計なことを言うから、変に意識してしまったじゃない。

「まずい」

　そろそろ用意をして、神木さんを迎えに行かないと。

　私は慌てて準備を始めた。

　メイク直しをして向かうと、神木さんがすでにアルコバレーノの玄関の前で待っていた。

「お待たせしてすみません」

「まだ約束の時間前だよ。それに、俺が迎えに行くべきだった。女性をこんな暗がりの中、歩かせるなんて……」

　すぐ近所に住んでいると話したので玄関で待ち合わせになったのだけれど、都会とは違い街灯が少ないここの暗さに驚いたのかもしれない。

　それにしても、そんな言葉がすっと出てくるのは紳士だ。

「とんでもない。東京とは違って、暗いですよね」

「たしかに。でも、エルサルバドルはもっと暗かったな」

　彼はクスッと笑う。

「大変だったんですね」

「ロンドンでの生活は不自由しなかったから、少し。でも、いい経験だった」

　彼と話していると、海外に興味が湧いてくる。

「少し歩きますが……」

　私がそう伝えると、彼は箱根神社でのように手を差し出した。

「えっと……」

「暗いから転ぶよ。エルサルバドルは大変だったけど、おかげで体力がついたと話したよね」

「あ、そうでした」

「だからエスコートさせて。昼間に階段をかなり上ったから、疲れたんじゃない？」

　たしかに、箱根神社でも恩賜箱根公園でもたくさん歩いた。素晴らしい景色というものは、高台に行かなければ拝おがめないものだ。

「どうしておわかりに？　正直……足がガクガクです」

　毎日アルコバレーノの中を走り回っているものの大した距離ではないし、運動不足だったようだ。

「それではどうぞ」

　もう一度差し出された手を、少し緊張しながら握った。すると彼は、しっかり握り直してくれる。

　照れくさいけれど、海外では女性をエスコートするなんて日常茶飯事なのだろう。

「こちらです」

　私は懐中電灯を片手にアルコバレーノの裏手の林の中を進んだ。ここは遊歩道になっていて昼間は観光客が森林浴をしていたりもするが、さすがに夜は人影もない。

　神木さんと手をつないでおいてよかった。いきなり木の根につまずいて転びそうになったのだ。

「おっと」

「す、すみません」

　抱きつくような姿勢になってしまい、即座に離れる。

「大丈夫？」

「はい。想像以上に足にきているみたいです」

　情けないけれど、緩やかな坂道を上がっていくだけなのに足が上がらない。

「背負おうか？」

「いえっ、そこまでは……」

　まさかの提案に、目を白黒させる。

「ギブアップというときは、遠慮なくお任せを」

「あはっ、そうします」

　彼との会話がとても楽しい。優秀なだけあって、頭の回転が速いのだろう。私を楽しませるような発言の数々に、リラックスできる。

「ところで、この先になにがあるの？」

　彼が不思議がるのも無理はない。ただの山道なのだから。

「なにもないんです」

「ん？」

「だからこそ見える最高の景色を楽しんでいただきたいなって」

　ここは私が偶然見つけた秘密の場所だ。昼間に訪れて、きっと夜来たら素晴らしいはずだと足を運んだら、その通りだったのだ。

「岸本さんがそう言うなら、期待大だ。行こう」

　転びそうになったからか、彼は先ほどよりしっかりと私の手を握り、先を急いだ。

「あっ……」

　三分ほど歩いたところで突然視界が開けると、神木さんが小さな声を漏らす。

「ここが私のお気に入りの場所です」

　私は懐中電灯のスイッチを切った。

「日本でこんな空が見えるなんて思わなかった」

　彼は空を見上げて感嘆のため息を漏らしている。

　木々が突然途絶えたその場所からは、広い空が一望できるのだ。しかも、街灯がないせいで、星が無数にきらめいている。

　東京にいた頃は、こんなにたくさんの星が見えるなんて知らなかった。

「駒こまヶが岳たけにロープウェイで上がっても夜景が楽しめるんですけど、ここだとひとり占めできるんです」

　アルコバレーノのスタッフは皆いい人で、楽しく働けている。けれど、とある事件のせいで人間不信になった私は、なかなか胸の内を洗いざらい打ち明けるというところまでは達していない。

　愚痴や弱音を吐く場所がないと、それらが蓄積して心が疲弊してくる。それをリセットできるのがここなのだ。

　私はいつも腰かける大きな岩に彼を案内した。

「この景色は贅ぜい沢たくだ」

　思いきって案内してよかった。

「はい。ちょっと疲れたときはここに来て、なにも考えずに空を見上げるんです。そうするとパワーが復活してきて、また頑張れるというか……」

「心を空からにするのは大切だよね。俺も、あれもこれもしないとと焦ったときは、あえて白紙に戻すんだ。そうすると、おのずと今やるべきことが見えてくる。焦りが消えると仕事もうまくいく。結果、無理だと思っていたことが全部こなせたりして」

「それ、わかります。うろたえているときは、手をつけるべき順序に気づけないんですよね。それで、遠回りしたりして。落ち着くと、なんだそれだけのことだったんだと思えたり」

　国を代表している彼とは悩みの大きさが違うのはわかっているけれど、同じようなことを考えているのがうれしい。

「ゲーム」

　彼が唐突に言うので首を傾かしげる。

「ゲーム？」

「そう。タイムリミットまであと数秒というところで、音楽が変わったり警告音が流れたりして焦らせるでしょ？　それにつられると、なにもできなくなる。仕事もそう。期限が迫ると頭の中で警告音が鳴りだすんだ。でも、無視したもの勝ち」

「そのたとえ、わかりやすいです」

　心にゆとりを持てないと、失敗してしまうものだ。

　でも……あの事件は、私にはどうすることもできなかった――。

「どうかした？」

「いえ、なんでもないです」

　昔のことを思い出してしんみりしてしまったが、神木さんには関係ない。今この瞬間を楽しんでもらいたいと笑顔を作る。

「岸本さんの噂うわさは、八坂から聞いてるよ」

「えっ！　なにを、でしょうか」

　八坂社長と仲がいいという彼は、やはり私が異動してきた経緯を聞いているのではないかと顔が引きつる。

「岸本さんのことは、八坂も一目置いていたようだね。とにかく有能だから、東京に戻したいと話してたけど……」

「恐縮です」

　たしかに、八坂社長から電話で直接、東京への異動を打診された。けれど、アルカンシエルでいろいろあった私は、勇気が出なくて返事を保留にしてあるのだ。

「さっき、中根シェフと話をして」

　夕食のときに、中根さんがお客さまのテーブルを回ったのかもしれない。

「今日、岸本さんを借りたお礼を言ったら、努力家で本当にいいスタッフだから、東京に連れ帰ってほしいと頼まれたんだ。東京のアルカンシエルで十分に活躍できる力を秘めているからと」

「中根さんが？」

　神木さんはうなずいてから続ける。

「田舎でのんびりも悪くないけど、岸本さんはここで埋もれていていい人じゃないと。でも、いなくなるのも困ると頭を抱えてたけど」

「あはは」

　まさか中根さんがそんなふうに思っているとは知らなかった。

　今の仲間は、私の過去について触れないけれど、おそらくなにがあったのかは知っている。

　以前、アルカンシエルのフロントクラークをしていた私は、お客さまから預かったとある高級ブランドのコートを切り裂いた犯人にされてしまったのだ。それをやったのが誰なのか目星はついてはいるけれど証拠がなく、私が批判の矢面に立つことになった。

　上司や八坂社長は私を信じてくれたものの、フロントで罵ば声せいを浴び、ホテルに苦情の電話が殺到するようになった。

　業務に支障が出てしまったうえ、まったく関係のないフロントクラークにまで疑惑の目が向けられたため、退職届を出したのだ。

　ところが八坂社長が受理してくれず、アルコバレーノでの仕事をしてみないか？と提案してくれた。

　八坂社長から根回しがあったのかもしれないけれど、そんないわくつきの私を快く受け入れてくれたアルコバレーノの仲間には感謝しかない。

　だから、中根さんの言葉が胸に響いて、笑いながらも視界がにじむ。

「俺はまだ出会ったばかりだけど、岸本さんのきめ細かい配慮には脱帽したし、外交官にも必要なんだけど……察して先回りする能力も持ち合わせているように思う。って、上からだね。失礼」

「とんでもないです」

　地獄を味わって、一時は記憶がないほど気持ちが落ちてしまった。

　自分のミスであれば、反省して心を立て直せたかもしれない。でも、完全にはめられた形だったため、努力しても無駄なのだと思っていた時期もあった。

　逃げるように箱根に来て、目の前のことを必死にひとつずつこなしているうちに、少しずつ落ち着いてきて今がある。

　とはいえ、失敗するのが怖くてたまらず、息が止まるまで走り続けてしまうようなところがあると、自分でも感じている。

　そうであったとしても、誰かに認めてもらえるのはうれしい。

「あの……。八坂社長から、なにがあったかお聞きになっていますか？」

　おそるおそる尋ねると、彼は優しい表情で話し始めた。

「うーん。冤えん罪ざい事件があったとは聞いたけど、八坂も岸本さんを信じているみたいだし、それならやっぱり冤罪なんだと思って、くわしくは聞いてない。あいつは人を見る目はあるからなぁ。八坂に紹介されて、不快に感じた人はひとりもいない。岸本さんだって」

「私ですか？」

「初めて会った人と、いきなり丸一日一緒に過ごして、こんなに楽しかったのは初めてだった。何度も見ているだろうに、どこに行っても目を輝かせて。すごく心の清らかな人なんだろうなと思ったら、一緒に見る景色も輝いて見えた」

　いつもの景色がよりいっそう美しく感じたのは、私もかもしれない。

　たしかに今日訪れた場所は、何度か足を運んだことがあるところばかりだった。けれど、以前とは違う気持ちで胸を弾ませていたようにも思う。それは、神木さんが心から楽しんでいるのが伝わってきたからだ。

「腹黒かもしれないですよ？」

「本当の腹黒は、そんなことは言わないんだよ。それに、こんなとっておきの場所を教えてくれたりもしない」

　彼はクスクス笑う。

　その笑顔がリラックスしているように見えて、ここに招待してよかったと改めて思った。

「海外での生活は、大変でしたか？」

　ふと興味が湧いてきて尋ねる。

「イギリスのロンドンは、街のいたるところに歴史を感じる建物があって、ワクワクした。バッキンガム宮殿、大英博物館、ウェストミンスター宮殿……。行ったことある？」

「いえ。写真で見たことはありますが」

「そっか、一緒に行く？　案内するよ」

　社交辞令だとわかっていても、誘われるなんてくすぐったい。

「いつか」

「うん。だけど、そういう建築物を見ているとプレッシャーも感じた。長い歴史を経て築いたイギリスと日本の良好な関係を、もし自分の失敗で壊したらって……」

　まさか、そんな悩みがあったとは。

「よく考えたら、大使館のトップに立つ特命全権大使ならまだしも、しがない外交官のちょっとしたミスで国の関係が揺らぐわけがないんだよ。自意識過剰すぎるよね」

「それだけ使命に燃えていたのでは？　真剣にお仕事に向き合われていたからだと思います」

　これはお世辞でもなんでもない。話を聞いていると、彼の誠実さが伝わってくるのだ。

「ありがとう。そういう前向きな言葉をかけてもらえるとうれしい。……でも、岸本さんもだよ」

「えっ？」

「アルカンシエルで力を尽くして働いていたから、冤罪のせいでぽっきり折れてしまったんじゃないかな」

　そんなふうに考えたことがなく、目から鱗うろこが落ちた。

　でもたしかにあの頃の私は、自主的に英会話を学んだり、海外のお客さまに伝えるために、日本の〝わびさび〟を知っておきたいと、茶道教室に通ったりしていた。

　まさに全力だったからこそ、陥れられたときのダメージが大きくて立ち上がれなかったような気もする。

「そうですね。でも私が弱かったんです」

「岸本さんは悪くないし、弱くもない。ちょっと、まっすぐすぎるだけだ。しかもそのまっすぐさは、弱点じゃなくて武器になるはず」

　彼の言葉が、すーっと胸に入ってくる。

　冤罪事件があってから、自分の悪いところばかりに目が行っていたけれど、また闘える気がしてきた。

「……ありがとうございます。武器か……そうだといいな」

「うん。それで、エルサルバドルの話も聞く？」

「はい、ぜひ」

「赴任した初日から、蛇口をひねっても水が出なくて。『水道管破裂したよ』ってあたり前の顔で言われたときは、日本に帰りたいと思ったよね」

　それから彼は、数々の苦労話を面おも白しろおかしく教えてくれた。

　帰りもしっかり手をつないでもらっていたのに、またつまずいて笑われてしまった。

　アルコバレーノの前で別れようとしたら「こんなに遅くにひとりで帰せない」と拒否されて、アパートまで送り届けてもらうことになった。

　話が盛り上がりすぎて、もうすぐ二十時半になろうとしているのだ。

「岸本さんって、すごくしっかりしてるようで、意外にドジなところもあるよね」

　何度もつまずく私を笑っているらしい。

「すみません……」

「そのほうが人間らしくて、好感が持てるよ」

「でも、神木さんは完璧では？」

　外交官という仕事柄か人当たりはいいし、なんでもそつなくこなす印象だ。

「俺？　八坂に聞いたらよくない話がいろいろ出てくるよ。だけど、卒倒すると思うから、聞かないでおいてくれるとありがたい」

　それはますます気になる。でもきっと、大した失敗なんてないのだろうな。

「そのアパートです。わざわざ送っていただいて、すみませんでした」

「岸本さんとたくさん話せたから、むしろ送ってこられてよかった。お休みをつぶさせて本当にごめん。なにか埋め合わせができればいいんだけど……」

　私が言いだしたことだし、これが仕事だということを忘れるほど心が弾み、息抜きになったくらいだ。

「埋め合わせなんてとんでもない。神木さんとお話しできてよかったです。ちょっと自信が戻ってきました」

「そっか。よかった。明日は出勤だよね？」

「朝からのシフトです」

「チェックアウトの前にまた顔を見られたらいいな」

「はい、必ず」

　私ももう一度話したい。あまりに楽しい時間だったので、彼が帰京してしまうのが寂しいのだ。人間不信だったのに、こんな気持ちになれたのは久しぶりだった。

「それじゃあ、ゆっくり休んで。ああ、足はマッサージしたほうがいい」

「そうします。おやすみなさい」

　頭を下げると、彼は軽く手を上げて戻っていった。




　翌朝はうきうきした気持ちで仕事に向かった。

　お客さまの荷物を宅配で送ったり、連泊中の方に観光地を紹介したりと忙しく働いていると、神木さんがチェックアウトのためにフロントにやってきた。

「このたびは、ご利用ありがとうございました。タクシーを手配済みでございます」

　声をかけると、優しく微笑んでくれる。

「助かるよ、ありがとう。次はお客さまを連れてくるからよろしく」

「かしこまりました。お店の手配などは私が責任をもっていたしますので、事前にご連絡いただけましたら」

「そうさせてもらうよ」

　彼の荷物を玄関まで運ぼうとしたのに、遮られてしまった。

「筋肉痛の人にはさせられない」

「あ……。申し訳ありません」

　今朝起きたらばっちり筋肉痛になっていて、運動不足を呪った。クスッと笑われて恥ずかしい。

　玄関先までお見送りに出ると、彼がジャケットのポケットからなにかを取り出して、私に差し出した。

「これは？」

「お礼がしたかったんだけど、なにもなくて。これ、イギリスを発つときに一緒に仕事をしていた現地の人がくれたんだ。幸福を招くラッキーチャーム。よかったら、もらってくれないかな」

　王冠の形をしたシルバーのチャームは、細かい部分までしっかり作られている。

「そんな大切なものをいただくわけにはまいりません」

「大切だから、岸本さんにもらってほしい。岸本さんに幸福が舞い込みますように」

　彼はそう言いながら、少し強引に私に握らせた。

「ありがとうございます。それでは遠慮なく」

「うん。楽しかったよ。それじゃあ」

　彼はさわやかな笑みを残して、タクシーに乗り込み去っていった。










気になる彼女　Ｓｉｄｅ神木




　箱根から戻った俺は、八坂と久しぶりに食事をすることにした。

　アルカンシエルのレストランでと思っていたのだが、八坂が羽目を外せないというので、『旬しゅん菜さい和わ膳ぜん』という日本料理の店の個室で会うことになった。

「帰国早々、お疲れだったな」

「いいところだったよ。八坂もお疲れ」

　日本酒で乾杯したあと、早速料理に舌した鼓つづみを打つ。

「和食の店、久しぶり？」

「箱根でかき揚げを食べた」

「かき揚げ？」

　アルコバレーノはフレンチだからか、八坂は首を傾げている。

「岸本さんに観光スポットを案内してもらったんだ。海外からの客であれば、てんぷらや寿司が食べたいだろうからって、教えてくれた」

「ああ、岸本さんか。さすがの気遣いだな」

　彼は目を細める。

「休みだったのに、アテンドしてもらったんだよね。給料盛っておいて」

「休日出勤させたのか。悪い男だ」

　日本酒を口に運ぶ八坂は、笑っている。

「給料を盛るのは難しいな。神木が個人的にお礼をすればいいだろ」

「もちろん、そのつもりだけど」

　菜の花のからし和えに箸を伸ばしながら言うと、八坂は噴き出す。

「気に入ったんだ」

「気に入らないやつはおかしいだろ」

　正直に伝えると、彼はニタニタと口元を緩めた。

「まあね。彼女は自分を高めるのに余念がないし、いつも笑顔を絶やさない。人の心を読むのに長たけているというか、かゆいところに手が届く接客ができる」

　俺は彼女に『察して先回りする能力も持ち合わせている』と話したが、八坂もそう感じているようだ。

「岸本さんのこと、よく知ってるんだな」

　従業員とはいえ、アルカンシエルは正社員だけでも軽く千人は超えているはず。彼女についてくわしいのは、冤罪事件があったからだろうか。

「そりゃあ、有名だからね。彼女の心遣いに対するお礼の手紙や電話がしょっちゅうきてたんだ。以前、ポーランドからのお客さまが英語もよくわからず困っていたら、彼女が翻訳機を使って観光パンフレットを一晩で訳して渡したそうで」

「それはすごい。業務外だろ？」

「そう。あとで聞いて、残業代を払うように指示しておいた」

　さすがは八坂だ。

「ポーランド語か。俺もわからないな」

「彼女のすごいところは、翌日にポーランド語で挨拶したことだな。そのお客さまは心遣いに感激して、必ずまた来ると約束してくださったとか」

　たしかに、彼女にはもう一度会いたくなる。

　一緒に彼女のとっておきの場所で星空を見上げたことを思い出した。

「お前、そんな顔するやつだったか？」

「は？」

　どんな顔をしているというのだろう。

「イギリスに発つ前は、クールでいけすかないって感じだったけど」

「いけすかないってなんだよ」

　八坂も随分やさぐれていたと思うけど、最愛の人に出会って変わった。今では有名な愛妻家だ。

「他を寄せつけないオーラを出してたじゃないか」

　それは否定しない。

　隙を見せると、貿易を有利に進めようなど、なんとか取り入ろうとする輩やからが現れる。実際、イギリスの要人とのコネクションが欲しくて接触してくる者もいた。

　俺たち外交官は、貿易を円滑に進めるために動くことはあっても、いち個人の利益追求のためにいるわけでは決してない。

　だから、話しかけづらい雰囲気をわざと作っていたところはある。

「お前は寄ってきたじゃないか」

「学生時代はまた別だろ。それに、俺は自分でのし上がる」

　八坂は腕をトントンと叩たたいて言う。

　たしかに優秀な男だから、余計な手助けはいらない。各国にすでにコネクションを持ち、アルカンシエルは世界にはばたきつつある。

「で、そんな男の頬を緩めたのは、誰だろうね」

　岸本さんだと言いたいのだろう。

　周囲の目を気にする必要も、常に神経を張り巡めぐらせて対応する必要もなく、大自然を満喫できたのは大きい。久しぶりにうまい料理をゆっくりと食べ、温泉に浸かって体も心も凝りがほぐれた。

　ただ、箱根で一番心躍ったのは、岸本さんとの時間だったのは否めない。

「エルサルバドルのトニーじゃ？」

「誰だよ、トニーって」

　八坂が笑い転げている。

　トニーは現地でできた友人だ。

「八坂が東京に戻したいと話してると、岸本さんに突っついておいたぞ」

　実は箱根に赴くと決まって、彼から頼まれていたのだ。

「脈あり？」

「うーん。なんとも言えないな。シェフの中根さんにも連れ帰ってくれと言われて、それも話したんだけど……」

　手た綱づな寿司を口に放り込んだ八坂は、うなずいている。

「あちらも急に戦力がなくなっては困ると思って、中根さんとも電話で話したんだ。そうしたら、異動はすごく困るけど彼女にはもっと輝ける場所があると承諾してくれた。あとは岸本さんの気持ちひとつなんだよ」

「踏み込んでいいか？」

　俺が尋ねると、八坂の眉が上がる。

「冤罪事件のことか？」

「そう。なにがあった」

　それほど仕事に一直線だった彼女が、退職を言いだすほどのなにがあったのかずっと気になっている。

　顎に手をやる八坂は、しばしの沈黙のあと語り始めた。

「うちをよく利用していたとある青年実業家が、宴会場で誕生日パーティを開いたんだ。顔が広くて、招待客には政治家や芸能人もいた。その実業家は手癖が悪くて、宴会場担当の女性スタッフを無理やり部屋に連れこもうとして、トラブルになった。たまたまそれを見かけた岸本さんが、そのスタッフを助けて強く抗議した」

　毅然とした態度をとる岸本さんの姿が、目に浮かぶ。

　仕事に誇りを持っている彼女は、仲間がそんなふうに軽んじられたことが許せなかったのではないだろうか。

「パーティまで半日しかなく、すでに招待客がホテルに向かっていると考えた責任者が、そのままパーティを請け負うと決めた。その代わり、責任者が常に目を光らせ、実業家の周りは男性スタッフで固めた。なにも起こらず無事にパーティが終わったと思ったら、今度はフロントで事件が起こった」

「それに岸本さんが？」

　おそらく逆恨みされたのだろう。

「そうだ。その日は来客が多くて、クロークが手いっぱいだった。それで、岸本さんもクローク業務を手伝っていたんだ。彼女は、ＳＮＳで人気を誇るインフルエンサーのコートを預かったんだが、帰りに渡そうとしたら破れていた」

　アルカンシエルほどの一流ホテルであれば、クローク業務も完璧なはず。破れるなんていうことがあり得るだろうか。

「通常、お預かりしたときに傷や汚れがないかを必ず確認する。岸本さんももちろんその通りにしたが、そのときは問題なかったそうだ。とはいえ破れていたのは事実で、弁償することになった。でも、その方の怒りが収まらなくて、ＳＮＳに破れたコートの写真を載せて、ホテルを名指しで非難したから、かなりの大おお事ごとになってしまった」

「岸本さんが破ったと？」

　万が一傷つけてしまっても、彼女ならきちんと申告するだろう。

「俺もコートを確認したんだが……不注意で破ったのではなく、刃物で切り裂いたという感じだった。彼女にそんなことをする理由がない」

　八坂が、全面的に岸本さんを信じているのに安心した。

「切り裂いたって……明らかに故意じゃないか。それなのに岸本さんは、責任を感じてしまったのか……」

「ＳＮＳを見た不特定多数の人間が、苦情の電話をかけてきた。誰が破ったのか特定しようとする者まで現れて、別のフロントクラークの名前が挙がってしまい、岸本さんがみずから名乗り出た」

　進んで矢面に立つとは、本当にまっすぐな人だ。

「最悪だな」

「ああ。あの実業家が裏で手を回して、岸本さんに罪を着せたのは間違いない。事件の直後にベルボーイがひとり退職しているんだが、彼は今、その実業家の会社で働いている」

「買収されたのか……」

　岸本さんは正しい行いをしただけなのに、なぜ苦しまなくてはならないのだろう。

「でも、証拠がないんだ」

　八坂は悔しそうに吐き出した。

「そうだったのか。彼女、傷ついただろうな」

「彼女はなにひとつ間違えていない。それなのに、これまでの努力を台無しにされたんだ。なんとかしたかったんだが……」

　彼は無念の表情で語る。

　預かったコートが破れていたのであれば、ホテルの対応としては、謝罪するしかないだろう。けれど、岸本さんを守りたかったに違いない。

「それで、退職を申し出た彼女を引きとめて箱根に逃がしたのか」

「逃がしたというよりは、逃げられたくなかった。彼女はホテルマンとしてかなり優秀だ。あんな素晴らしい人材を手放せるか。だけど、ＳＮＳに名前も顔も出てしまったから、東京にはいづらいだろうと箱根を提案した。ほとぼりが冷めたら呼び戻すつもりだったんだ。ただ、彼女の気持ちは無視できない」

　たくさんの罵声を浴びた場所に戻るのは、当時の光景がフラッシュバックしてもおかしくない。おそらく世間はその事件のことなど忘れているだろうけれど、当事者である岸本さんには一生忘れられない傷になっているはずだ。

「そうだな。またフロントに？」

「さすがにそれは酷だと思って。最近オープンした会員制オーベルジュのコンシェルジュにどうかと」

「彼女はコンシェルジュに向いてると思う。いつも客のことを考えてるからな」

　何気なく言うと、八坂はふっと笑う。

「なんだよ」

「二泊三日で、随分仲良くなったんだな」

「どういう意味だ」

　引っかかる言い方をされて、問い返す。

「まっすぐで正義感が強くて、なんでも一生懸命。生き方が少し不器用だから、つい助けてやりたくなる。タイプだろ、彼女」

　ずばり切り込まれて、目が泳ぐ。

　付き合いが長いからか、この指摘は大正解だ。箱根から戻ってきてからも、ずっと岸本さんのことが気になっているのだ。

「かわいいしな。……って、俺が言うとセクハラだな」

　八坂は苦笑している。

　たしかに彼女は、言動は知的でしっかりしているけれど、愛らしいという言葉がぴったりのかわいらしい顔立ちをしている。二重のぱっちりした目が印象的で、どちらかというと童顔だ。どこかあどけなさを感じさせる彼女がきびきびと動くから、ギャップに驚いたくらいだ。

「ここだけの話、フロントクラーク時代、海外からの客によくアプローチされてたらしいよ。でも、英語がわからない振りをして切り抜けてたって。彼女、そこそこ英会話できるし、さすがに『I love you』はわかるよな」

　再び箸を動かし始めた八坂は、楽しそうに語る。

「中根さんの話だと、今はフリーみたいだぞ。でも、早くしないとかっさらわれるかもな。……というか、彼女に助けてもらえば？」

「それはさすがに……。お前、面白がってるだろ」

　俺がにらむと、八坂は意味ありげな笑みを浮かべる。

「俺は親友に幸せになってほしいだけだ。優秀な部下にもね。これでも、神木のことを認めているからこその発言だからな。岸本さんにはつらい思いをさせた。彼女を幸せにできるやつにしか、薦めたくない」

「お父さん気取りか？」

「お兄さんくらいにしてくれ」

　八坂がそう言うので、噴き出しそうになる。

　ただ、彼が岸本さんを大切に思っていることがひしひしと伝わってきて、いい社長になったなと感じた。

　八坂と別れたあと、何気なく空を見上げた。天気がいいはずなのに、箱根の夜空とはまるで違い、星の数が少ない。

　岸本さんもこの夜空を見上げているのではないかと思ったら、妙にうれしかった。

「あいつ、鋭いな」

　八坂の発言にはひやひやする。心を丸裸にされているみたいだ。

　岸本さんのことが気になっているのは、否定できない。こんな気持ちになったのは久しぶりだ。

　次に箱根に赴くのは、約一カ月後。それまでに彼女と打ち合わせをしなければ。

　仕事にかこつけてはあるけれど、電話で話せるのが楽しみで仕方がなかった。










新たな挑戦への一歩




　神木さんが去ってから一カ月と少し。

　明日はいよいよ、エルサルバドルからのお客さまを連れてくる。

　前回、彼と過ごした一日があまりに楽しくて、あれから何度も一緒に訪れた場所に赴いては、彼からもらった幸福を招くというチャームを握りしめて思い出に浸っている。特に、アルコバレーノの裏手にある秘密の場所は、週に二、三度は訪れているのではないだろうか。

　神木さんから、暗い時間にひとりで出かけるのは危ないと叱られてしまったけれど、あそこほど心が解放される場所はないからだ。

　その代わり防犯ブザーを常に身につけることを、彼と約束した。

　神木さんと知り合ってから、ずっと彼について考えている自分が不思議だ。他人と深くかかわりあうのが怖かったのに、もっと彼を知りたいという欲求が湧いてくる。

　明日のために、何度も電話で打ち合わせをした。観光タクシーやあのかき揚げの店の予約を頼まれたり、天候によってどうプランを変更するかまで念入りに話したりした。

　世間の目から逃げるようにアルコバレーノに来たけれど、いい経験が積めていると思う。少しは成長したのではないかと、自分に期待している。

　幸いエルサルバドルからのお客さまが滞在する間は、晴れの予報だ。

　エルサルバドルも夜空は素晴らしいようなので、夜景の提案はせず、ゆっくり温泉を楽しんでもらうことにしている。

「神木さんのお仕事がうまくいきますように」

　アルコバレーノでの仕事を終えて星に願った私は、帰宅の途に就いた。




　翌日は、気持ちのいい青空が広がった。神木さんの大切なお客さまのことを考えて顔がこわばる私を、朝食の準備が終わったシェフの横尾さんが笑っている。

「岸本も緊張するんだな」

「いつもしてますよ」

「そう？　岸本って、今日みたいにアテンドする仕事に向いてるよね。お客さまを楽しませるために、ゼロからプランを作って手配までするのが楽しそうだ」

　たしかに、神木さんから相談を持ちかけられてから、ずっとワクワクしている。

　決まったことを完璧にこなすのも重要な仕事だが、白紙に好きなように絵を描くような仕事は、やりがいがあってずっと携わっていたい。

「はい、楽しいです」

「ここだとあんまり経験できないぞ。戻っても八坂さんが守ってくれる」

　横尾さんも、東京に戻れと私の背中を押してくれているようだ。

「ありがとうございます」

　八坂社長から東京への異動を打診されているけれど、どの職でという指定はない。希望を伝えたら配慮してくれるような気もするが、アルカンシエルのフロントへの復帰を望まれたら……と考えると、踏ん切りがつかない。毎日のように浴びた罵声を思い出してしまうのだ。

「とりあえずこれ食って頑張れ」

　彼は私の大好物の焼き立てクロワッサンをくれた。

「やった」

　バターの香りが漂うそれはまだ温かく、口の中に幸せが広がる。

「よし」

　気を引き締めた私は、すぐに業務を開始した。

　今日は、神木さんとエルサルバドルからのご夫婦のほかに、カナダからの男性のお客さまも宿泊予定だ。

　彼は英語が通じるらしくてホッとした。温泉を楽しみたいという外国人観光客は時折いるが、一人旅をしている人は珍しい。

　チェックイン前から、フロントは忙しくなった。

「それではお荷物はお預かりします。どうぞごゆっくり観光をお楽しみください」

　十四時のチェックインの前にここに寄り、荷物を預けて観光に出かけるお客さまもいる。

　私は荷物の数や、バッグの傷の有無などをしっかりチェックして預かった。

　十四時少し過ぎに、カナダからのお客さまを部屋に案内してフロントに戻ると、神木さんの姿が見えた。もてなす側ということもあり、今日もスーツ姿だ。

「いらっしゃいませ」

「またお世話になります」

　玄関に横づけされたタクシーに駆け寄り腰を折って出迎えると、神木さんが微笑んでくれる。

　彼は初老のご夫婦――恰幅のいい男性と、小柄な女性がタクシーから降りるのを手伝った。

　エルサルバドルの治安はよくなく、ギャングもたくさんいると聞いていたのでおどおどしていたけれど、優しそうな人たちで安心した。

「Buenas tardes. Bienvenido a Japón」

　覚えたてのスペイン語で〝こんにちは。ようこそ日本へ〟と挨拶をすると、旦那さまの表情がぱぁっと明るくなり、手を差し出されたので握る。

「こんにちは」

　旦那さまも日本語での挨拶を覚えてきてくれたようで、ほっこりした。

　奥さまとも握手を交わすと、神木さんが流ちょうなスペイン語で話しかけている。

「旅の手配をしてくれた方だと紹介したら、会えてうれしいとおっしゃっています」

「そう言っていただけて、光栄です。さあ、どうぞこちらに」

　箱根には二泊三日の滞在予定で、今日は強ごう羅らの工房での陶芸体験を予約してある。それ以外の観光は明日に回して、温泉で疲れを癒やしてもらうつもりだ。

　神木さんがチェックインの手続きをしている間に、陶芸についての説明をスペイン語に訳した書類をご夫婦に手渡すと、とても喜んでもらえてうれしい。

「彼女はスペイン語ができるんだねとおっしゃってるよ」

「いえ、すみません。わかりません」

　神木さんが笑いながら通訳すると、奥さまが目を丸くして驚いていた。

「あっ、神木さんにチェックしてもらえばよかったですね」

　よく考えたら、事前に彼に渡して修正してもらうべきだった。

「この心遣いがうれしいんだよ。大丈夫。もし違ってたら口頭で修正しておく」

「お願いします」

　部屋への案内もして、温泉の効能についても神木さんに通訳してもらった。

　さすがは外交官だ。まったく会話に淀よどみがなく、余裕を感じる。しかもイギリスに赴任していたのだから、スペイン語を集中的に学んだわけではなさそうなのに。

　部屋についてひと通り説明すると、旦那さまが神木さんになにか訴えている。

　私のほうに手を向けて話しているのに神木さんは苦笑するだけで、なぜか通訳してくれない。

　粗相でもあったのかと、緊張が走った。

「お気に召さないことがあったのであれば、なんなりと」

　神木さんが切り出しにくいのではないかと思いそう伝えると、彼はばつの悪そうな顔で首を横に振る。

「なにもないよ。部屋もすごく気に入ってくださったし、温泉も楽しみだと。ただ……」

「ただ？」

　神木さんは意を決したように私を見つめてから話しだす。

「実はエルサルバドルにいた頃から、ご夫妻が俺のことをあれこれ気にかけてくれて……その……」

　話しにくそうな彼は、言葉を濁した。彼とは対照的に、ご夫妻はにこにこと笑みを絶やさない。

「俺の結婚を心配してくれてるんだ。岸本さんはどうかと言われたから、素敵な女性ですねとお答えしたら……」

　私？

　話が意外なほうに転がり、目をぱちくりさせる。

「彼女にも気持ちを聞いてみたらどう？と」

　通訳できない訳を聞き、息が止まりそうになる。

「え……あのっ……」

「ごめん。まともに取り合わなくていいから」

「は、はい」

　そんなことを話されていたと思うと照れくさすぎて、目を伏せる。すると奥さまと神木さんが再び話しだした。

　しかしスペイン語なので、さっぱり聞き取れない。

「岸本さん、ありがとう。あとは俺が。俺の荷物、部屋に運んでおいてもらえるとうれしい」

「かしこまりました」

　神木さんが逃がしてくれたのだと感じた私は、一礼して部屋をあとにした。

　結婚って……神木さんと私が？

　ただのジョークだろう。真に受けるのはおかしい。

　私はそう自分を戒いましめたあと、間違いなく赤く染まっている頬を手で覆いながら、神木さんの荷物を彼の部屋へと運び始めた。




　神木さんたちを陶芸体験にお見送りしたあと、休憩に入った。

　厨房でコーヒーを淹れていると、チーフシェフの中根さんがやってくる。

「神木さんは紳士だね。それに比べてカナダからのお客さまは……」

「なにかありました？」

　実は部屋に案内したとき、『君はいくらで買える？』とすこぶる下品なことを言われたのだ。英語だったのでわからない振りをして部屋の設備の説明をする間、スラックスのポケットに入れてあった防犯ブザーを取り出して握っていた。

　何事もなく部屋を出られたのだが気分が悪くなる経験で、彼の部屋から呼び出しがあったら、必ず男性スタッフが向かうようにと申し入れしてある。

「アフタヌーンティーでお出ししたケーキの説明が欲しいというから横尾が出ていったんだけど、ほとんど食べておいて、口に合わないから別のを出せと文句ばかり。そのうえ、横尾の英語が下手でわからないと言いだして」

「ひどい」

　横尾さんもフランスで修業を積んでいたので、フランス語と英語は話せる。ネイティブ並みの発音とまではいかないかもしれないが、会話するのには困らない。難癖をつけたかっただけだろう。

「それで僕が出ていって、最高の出来のお菓子しか出していないと拒否した。そうしたらたまたま神木さんが通りかかって、『私は本場の三ツ星レストランでよく食事をしていましたが、ここの料理はまったく負けていない。大満足です』と口添えしてくださったんだよ。もちろん完璧な英語で」

「神木さんが、そんなふうに……」

　中根さんとお客さまが揉もめているのを見て、とっさに機転を利かせたのだろう。お客さまを非難することなく、アルコバレーノの立場も守り、うまく場を収めてくれたのだ。

「いい人だね」

「そうですね」

「一緒に東京に帰るか？」

「また言ってる」

　中根さんが本気で私の今後を心配してくれているのはわかっている。けれど、まだ迷いがある。

「八坂さん、岸本に新しくできた会員制オーベルジュのコンシェルジュのポストを用意してるみたいだぞ。聞いた？」

「いえ。コンシェルジュ？」

「そう。不特定多数のお客さまを相手にするアルカンシエルより、会員制の施設のほうがいいだろうし、フロントクラークよりコンシェルジュ向きだと話してた。それは僕も同意」

　八坂社長が、いち社員のためにそこまで考えてくれているとは思わなかった。

「まあ、焦ることはないけど、岸本の味方はたくさんいるからな」

「ありがとうございます」

　ここにいると、力が湧いてくる。努力はきちんと認めてくれるし、たとえ失敗しても責めるのではなく『どんまい』と励ましてくれる人たちばかりだ。

　だからこそ心地いいのだけれど、空になっていた力が満たされた今、次のステージに行くべきかもしれないと、最近考え始めている。

「そろそろ仕事しないと」

　コーヒーを飲み終えた私は、再び業務に戻った。




　その日は十八時で仕事は終わり。

　先ほど神木さんたちが戻ってきて、陶芸体験をすこぶる気に入ったらしい奥さまから「素敵な時間だったわ。紹介してくれてありがとう」と感謝されてうれしかった。

　帰宅しようとすると、あのカナダからのお客さまが一階に下りてきて、レストランのほうに歩いていくのが見えた。

　文句を言ったのにまた食べに行ける度胸がすごいと、妙な感心をしてしまう。

「それでは、お先に失礼します」

　夜勤の人たちに挨拶をして、裏口から出る。天気がいいおかげで、今日も満天の星が広がっていた。

　仕事を褒められたからか、少しうきうきした気持ちで歩き始めると、突然背後から腕をつかまれて息を呑む。振り返ると、カナダ人のお客さまだった。

「なにかございましたでしょうか？」

「You still haven't answered my question」

　返事がまだだって……まさか、『君はいくらで買える？』という質問のこと？

　どこまで失礼な人なのだろう。

　怒りが込み上げてくるけれど、それより今は身の安全を図らなければ。この時間になると、アルコバレーノの周辺はほとんど人影もないのだ。

「I don't understand English」

　私はわざとたどたどしい発音で、英語は理解できないと嘘うそを伝えた。

「Okay」

　なにがＯＫなのだろうか。ニタニタと笑う彼から危険な香りしかしない。

　彼は私の腕を強く引き、アルコバレーノから遠ざかろうとする。

「な、なんですか？　放して！」

　振りほどこうとしても、男の手がますます食い込んできて、焦りに焦る。

「嫌。誰か！」

　助けを呼ぼうと叫んだ瞬間、口を手でふさがれてしまった。

　なんとかしなければ……。

　必死に冷静になろうとするも、恐怖で体が震える。

　ふと防犯ブザーの存在を思い出した私は、ポケットに手を突っ込んで鳴らした。すると、周囲に甲かん高だかい音がけたたましく鳴り響く。

　それに驚いた男に隙ができた瞬間、アルコバレーノに向かって走りだすもあっけなく捕まってしまい、必死に抵抗する。

　しかし次の瞬間、手の力が緩んで離れていった。

「Don't touch her」

　怒りを纏った声を張り上げたのは神木さんだ。彼はカナダ人客の腕をひねり上げ、道路に押し倒す。

「She's mine. Don't touch」

　神木さんは、もう一度私に触れるなと警告している。でも、『She's mine』って……俺の女だと言ったの？

　鳴りっぱなしのブザー音に気づいて、スタッフも出てきてくれた。

「彼女を中へ。それと警察を呼んでください」

　神木さんがてきぱきと指示を出す。

　ハッと我に返り、再び恐怖が込み上げてきた私は、泣きそうになるのを必死にこらえてアルコバレーノに戻った。

　スタッフの計らいで空いていた部屋に入れてもらい、警察の事情聴取を受けた。

　その間、あの客を捕まえたのは自分だからと神木さんがついていてくれて、どれだけ心強かったか。

　しかも警察官立会いの下、パスポートをチェックしてカナダ大使館にも連絡を入れてくれる。取り調べの通訳や弁護士の手配を大使館がするようだ。

　今後は、強制退去となる可能性が高いという話だった。

　落ち着いた頃には、時計の針が二十三時を指していた。

「本当に、ありがとうございました」

　神木さんに深々と頭を下げる。彼が来てくれなかったら、今頃どうなっていたか。

　シェフの中根さんも、隣で腰を折ってくれる。

「お客さまにご迷惑をおかけして申し訳ございません。岸本を助けていただき、なんとお礼を言ったらいいのか……」

「頭を上げてください。岸本さんは、私との約束を守ってくれたんです。だから助けるのは当然です」

　約束って？　防犯ブザーを持ち歩くということ？

　安心して気が緩んだせいか、涙がこぼれてしまった。

「もうなにも心配いらないよ」

　神木さんは、私を励ますように肩をポンポンと叩く。

「岸本、今日はここに泊まりなさい。ひとりにならないほうがいい」

「はい」

「警察と話をしてきます。図々しいですが、少し岸本をお願いしてもよろしいですか？　まだひとりにしたくないんです」

　中根さんは神木さんに尋ねている。

「もちろんです」

「それでは」

　中根さんが部屋を出ていくと、ますます涙があふれてきて止まらない。

「ごめん。嫌だったら言って」

　そんな前置きをした神木さんが、抱きしめてくれた。

「大丈夫。もうなにも起こらない。あの男、昼間に見かけたときも嫌なやつだと思ったけど……つまみ出してやればよかった」

「神木さんにはご迷惑をおかけしてばかりで……」

　彼はお客さまなのだ。私を守る義務はない。

「迷惑なんてひとつもかかってないよ。俺たち外交官は、こういう犯罪絡みの事案も時々経験するんだ。対応については心得ている。だから、もう任せて」

「はい」

　私はそれからしばらく涙を流し続けた。

　彼のシャツを濡らしてしまったのに気づき、我に返って離れる。

「濡れてしまいました。すみません」

「こんなことくらいなんでもない」

「あっ……エルサルバドルのご夫婦は？」

　私の世話なんてしている場合ではないと、今さらながらに慌てる。

「問題ないよ。岸本さんの緊急事態だと話したら、すぐに行ってあげなさいと。それに、オーベルジュ内で困ることはない」

「はい」

　頼って申し訳ないという気持ちと、そばにいてほしいという思いが交錯する。

「今日はもう休んだらどうかな。怖ければ、俺がついている」

「そんなご迷惑を――」

　彼は話し始めた私の唇を指で押さえた。

「だから、迷惑じゃないと言っただろ。俺も心配で眠れそうにないから、ここにいていい？　もちろん迷惑なら出ていくけど」

「迷惑なんかじゃありません」

　それこそ、彼の行動に迷惑なことなどひとつもない。

「そっか。それじゃあベッドに横になって。あっ、着替える？　パジャマあったよね」

　たしかにパジャマもバスローブも備え付けてある。しかし彼がいるのに着替えるのは、はばかられた。

「いえ、このままで」

「そう」

　うなずいた神木さんがベッドの布団をめくってくれるので、お言葉に甘えて横になった。すると、彼は椅子を持ってきてベッドの横に置き、腰かける。

「ここにいるから」

　彼はそう言いながら私の手を握った。少し恥ずかしいけれど、こうして触れていてもらえると安心する。

「神木さんが眠れませんから、やっぱりお部屋に戻ってください」

「岸本さんが眠ったらね」

　そう言われたものの、脳が興奮していて少しも眠くないので困った。

「無理に寝なくていいよ。俺もアドレナリンが出てるから無理そう」

　冷静そうに見えるのに。

「なにか話をしようか」

　そう提案してくれた彼にうなずいた。

「あの……さっき『She's mine』とおっしゃいませんでしたか？」

　パニックに陥っていたから、聞き間違えたのだろうか。

「ああ、ごめん。岸本さんが襲われているのを見たら頭に血が上って。俺の大切な人だと強調しようと思ったら、あんな言葉が出た」

　そうだったのか。でも、出会って間もないのに〝大切な人〟と言ってもらえるのはとてもうれしい。

「冷静さを欠いたと反省してる。びっくりさせてごめん」

「そんな、謝らないでください。神木さんが怒ってくださってうれしいです」

　彼を含めて周囲の人たちが、激しく憤ってくれてありがたい。私には味方がたくさんいるのだと感じられて、安心できる。

「当然だよ。……この仕事、嫌いになった？」

「えっ？」

「実は八坂から、以前なにがあったのか全部聞いた。岸本さんの心の傷を思うと、なんと言ったらいいのか……」

　そうか。彼は全部知ったんだ。

　特に隠しておきたいと思っていたわけではないし、八坂社長も彼を信頼しているから話したのだろう。

「もう随分癒えましたから」

「うん。だけど今日のことで、また嫌になったんじゃないかと心配で」

　そこまで考えてくれているとは。

「八坂が岸本さんは手放したくない優秀な人材だと話してたけど、短期間しかかかわっていない俺にも岸本さんの能力の高さはわかる。あんなやつのために、有能な人材が離れてしまうのはもったいない」

　彼は私のために悔しそうな顔をする。

「……神木さんがいなければ、嫌いになっていたかもしれません。ですが、もったいないと言ってもらえるのは光栄で……辞めたいとは思っていません」

　二度も嫌な目に遭ったのだから、退職を考えてもおかしくはない。

　でも、不思議とそう思わないのは、神木さんや八坂社長が私を認めてくれているとわかったからだ。

「それに……濡れ衣を着せられてマスコミに追いかけ回されたとき、実家の両親や兄が必死に私を守ってくれました。父は週刊誌の記者に『娘は絶対にそんなことはしていない』と言いきってくれたんです」

　あの頃……実家にまで記者たちが押しかけて、私を批判の矢面に立たせようとした。

　しかし、八坂社長の計らいで、アルカンシエルの系列のホテルにかくまってもらっていたため実家には帰っておらず、電話でもくわしい説明すらできていなかったのに、両親は無条件で私を信じてくれた。

「心配ばかりかけて心苦しいんですけど、家族がいたから箱根での一歩を踏み出せました。周りの人たちのおかげで、私は好きな仕事を手放さずに済んだんです。だからこれからも頑張りたい」

「そうか。そうだね。今回のプランを持ちかけてからの岸本さん、本当に生き生きしていて天職なんだろうなと思ってたからちょっと心配したけど、俺も応援してる」

「応援、うれしいです。おっしゃる通り、多分天職なんだと思います」

　最低な人たちに、私の人生を邪魔されたくない。私は私がしたいことをして、生きていきたい。

　そう答えると、彼はうれしそうに微笑んだ。

　それから彼は、イギリス時代の話をしてくれた。

「とにかく紅茶好きで、一日に何度もティータイムがあるんだよ。いろんな種類の紅茶を飲ませてもらったけど、正直たまにはコーヒーが飲みたいと思ってた」

「ふふっ。たしかに、コーヒーも恋しくなりますね」

「でも日本人にはなじみやすい国だと思うよ。謙虚さを持ち合わせている人が多いし、日本人と通じるところがあるんだ」

　それは知らなかった。

　彼に話を聞いていると興味が湧く。

「行ってみたいな」

　何気なく漏らすと、彼は口角を上げる。

「一緒に行く？」

「えっ？」

　以前にも誘われたが再び誘われて、胸がドクッと音を立てる。社交辞令なのに、図々しくも行けたらいいなと思ってしまったのだ。

「箱根を案内してもらったお礼に、どこでも連れていくよ」

「ありがとうございます」

　彼が語ると、本当に叶かないそうな錯覚をしてしまう。

「そろそろ目を閉じてごらん」

「……はい」

　ずっと話していたいくらいだけれど、神木さんにも休んでもらわなくては。

　言われるままにまぶたを下ろすと、彼は握った手に力を込める。

「ここにいる。安心して眠って」

　耳に届く優しい調べが心地よく、先ほどまで荒ぶっていた心が静まっていく。

「おやすみ」

　それからほどなくして、私の意識は途絶えた。




　翌朝目覚めると、神木さんの姿はなかった。

　しかし、テーブルに【いつでも叩き起こして】という言葉と携帯電話の番号が記されたメモが残されていて、笑みがこぼれる。

　時計を見ると、まだ六時前だ。せっかくだからとお風呂に入ることにした。

　冷え性や美肌にも効果があるこのお湯は、女性に人気が高い。湯船に体を沈めて深呼吸すると、完全に気持ちが整った。

　今日は九時からシフトが入っている。おそらく休めと言われるが、いつも通り元気に働こう。

　昨日、神木さんに『この仕事、嫌いになった？』と問われて、あんなことがあっても好きな気持ちは変わっていないと改めて思い知らされたからだ。

　ここには私を守ってくれる仲間がいる。それに、神木さんのように、私を信頼して様々なことを任せてくれるお客さまもいる。それが成功したときの喜びは、なににも代えがたい。

　けがの功名とでもいうのか、今回の件で迷子になっていた自分の心がはっきりした。私はこれからも自分の信じた道を、前に向かって進む。

　お風呂を出たあと、女性スタッフに頼んで、ロッカーから制服を持ってきてもらった。汚したときのために、ひと組置いてあるのだ。

　一階に下りていくと、仲間たちに温かく迎えられて顔がほころぶ。

「まったく、休めって言っただろ」

　横尾さんまでフロントに顔を出してくれる。

「働いてないと、うずうずするんです」

「このワーカホリックが。奥で焼き立てパン食べてこい。かぼちゃのココットもあるぞ」

「やった」

　生ハムがたっぷり入ったかぼちゃのココットは、朝食の人気メニューだ。

　厨房でパンをかじっていると、レストランに神木さんとご夫婦がやってきた。

　迷惑をかけたお詫わびをしなくてはと、パンを盛ってあるカゴを持ち、テーブルに向かう。

「Buenos días」

　スペイン語で朝の挨拶をすると、奥さまが立ち上がって私を抱きしめ、なにかを話しだした。

「『無事でよかった。こんなに素敵なお嬢さんが傷つくなんて許せない』とおっしゃっています」

　即座に神木さんが訳してくれる。

　通訳を奪ってしまったのに、なんて優しいご夫婦なのだろう。

「部屋に電話をしたら出ないから心配しました。フロントに聞いたら、もう働いてると言うので、岸本さんらしくてちょっと笑ってしまいました」

　これは通訳ではなく、神木さんの言葉だ。

「昨晩はお騒がせしました。ご心配をおかけして申し訳ありません。私はこの通り元気です。どうぞ今日も箱根をたっぷりお楽しみください」

　笑顔で伝えると、通訳を聞いた奥さまは笑顔でうなずいてくれた。




　その日も忙しく働き、私はひとつの決意をした。

　そして、ディナーの提供が終わって帰り支度をしている中根さんに、話を聞いてもらうことになった。東京に戻ると決めたのだ。

「そうか。よく決意した。でも、手放したくないんだよな。お父さん、複雑だ」

　彼が自分を『お父さん』と言うので、笑みがこぼれる。しかし、家族のように思ってもらえているのだと、うれしかった。

「中根さんたちのおかげで、干からびていた心が潤ってきました。私を信じて受け入れてくださった皆さんには、感謝しか……」

　胸に込み上げてくるものがあり、言葉が続かない。

　不安いっぱいでここに初めて来たとき、『よく来たなぁ』と満面の笑みで彼が迎えてくれたのを覚えている。

「感謝なんていらないよ。僕たちも、岸本にはいろいろ教えられた。心を込めたおもてなしというものがどんなものか、見せてもらったよ。自己満足の料理を提供しているだけでは成長できない。どうしたらもっとお客さまを笑顔にできるのかと、毎日勉強だ。フランスの修業時代よりきつい」

「そんな……」

　中根さんの作る料理は見た目が洗練されているうえ、繊細な味付けで思わず頬が緩むようなおいしさ。気に入らないと言ったのは、あのカナダ人の男性だけだ。

「でも、それが燃えるんだよな。明日はもっとうまいひと皿を作るって。それも、岸本が毎日コツコツ努力しているのを知ったからだ。そうでなければ、うちの料理は進化しなかったかもしれない」

「私も、少しは役に立ちました？」

　こうやってうぬぼれさせてくれるのも、中根さんの素敵なところだ。きっと冤罪事件で地にまで落ちていた私の自信を、引き上げようとしてくれたのだと思う。

「そりゃあ、もう。だから、東京でも必ずやれる。いや、岸本はまだまだ進化する」

　そう言われて笑顔になる。私が東京行きを決めたのは、まさにその進化を目指したいからだ。

「はい。頑張ります」

　決意表明をすると、彼は目を細めてうなずいてくれた。




　翌日。私は午後からのシフトだったのだが、どうしても神木さんたち一行のお見送りをしたくて、十時には出勤した。

　フロントで待っていると、三人がエレベーターから降りてくる。

　私を見つけた旦那さまが、握手を求めてくるので両手でしっかりと握った。

「帰りたくないとおっしゃっています。岸本さんのおかげでとても充実していたと」

　神木さんが通訳してくれた。

「お楽しみいただけてよかったです」

　次は奥さまとも握手を交わす。

「かき揚げがとても気に入ったそうですよ。陶芸も楽しかったと」

「うれしいです。ぜひまたお越しください」

　神木さんたち外交官にはとても敵わないけれど、日本の文化を伝えられたのだとしたら、少し誇らしい気持ちになる。

　チェックアウトの手続きが終わったあと、玄関に横づけされたタクシーのところまでお見送りに出た。

　ご夫婦を後部座席に案内した神木さんは、私に笑顔を向けてくれる。

「次は東京でお会いましょう。首を長くして待っています」

「はい。帰京したらご連絡します」

「今回は、いろいろありがとう。俺にとっても楽しい旅になったよ。それでは」

　神木さんは優しい笑顔を残して、タクシーに乗り込んだ。

　彼が私の東京行きを知っているのは、昨晩帰宅してから電話を入れ、東京に戻って新たな挑戦をしたいと打ち明けたからだ。自分の本当の気持ちに気づけたのは、彼のおかげだから。そうしたら声を弾ませて、『応援してる』と力強いエールをくれたのだった。

　どうしても助けてもらったお礼がしたいと話したら、『それじゃあ、お願いをひとつ聞いてほしい』と言われたのだが、肝心のその内容は教えてくれなかった。

　私が東京に戻ったら教えてくれるらしいけれど……私にもできることだろうか。

「無茶言う人じゃないか」

　もしかしたらお願いなんてなく、私を気遣ってそう言っただけかもしれない。

　小さくなっていくタクシーを見つめながら、そんなことを考えていた。










いつわりの妻




　私が東京に戻ったのは、八坂社長に異動の承諾の返事をしてから約一カ月後。

　そもそも異動は社命なので強制できたはずなのに、私が決断するまで待ってもらえたのはとても助かった。

　アルコバレーノの仲間から『いつでも待ってるから、また来いよ！』と温かい言葉をかけられたときはさすがに涙がこぼれたが、私の新しい挑戦を皆が見守ってくれてありがたいのひと言だ。

　東京で暮らす家は、会社が探してくれた。私がこれから働く、会員制オーベルジュ『桜さくら月つき夜よ』からほど近い場所にある。

　桜月夜の近くには、春になると満開の桜が咲き誇ることで有名な櫻さくら坂ざかがあり、坂の上は古くからある高級住宅街だ。雅みやびな情調がにじみ出ている趣おもむき深い地域でもある。

　一方で海沿いは開発が進み、おしゃれなスポットとして最近注目されている。商業施設も多くとても便利で、箱根での生活が一変した。

　まだ新しい１ＤＫのマンションで引っ越しの荷物を片づけたあと、私の帰京を喜んで駆けつけてくれた両親と、近くのレストランで親子水入らずの時間を過ごした。

「本当に大丈夫なの？」

　あの事件以来白髪が増えてしまった母が、顔をゆがめる。

「心配かけてごめんね。社長が理解してくれてるし、今度働くオーベルジュは会員制なの。年会費も安くはないから客層もいいし、スタッフも優しい人ばかりなんだって。もうあんなことは絶対にないから」

　両親にまで苦労をかけたのは申し訳ない。でも、次の一歩を踏み出すことに、もう迷いはなかった。

「一華は大丈夫さ。表情が明るいじゃないか」

　母をそう諭す父は、私を見つめて続ける。

「だけど一華。頑張りすぎるんじゃないぞ。疲れたら、いつでも家に帰っておいで」

「お父さん、ありがとう」

　私には帰る場所がある。そう思うだけで、強くなれそうな気がした。




　両親と過ごして力をもらった翌日。私は以前勤めていたアルカンシエルに向かった。八坂社長に呼ばれているのだ。

　久々に足を踏み入れたアルカンシエルは、その規模の大きさに今さらながらに圧倒される。ここを訪れると嫌な気持ちがぶり返すのではないかと恐れていたものの、心配なさそうだ。

　従業員通用口から入り、社長室に向かう。秘書に案内してもらい部屋に足を踏み入れると、書類を手にしていた八坂社長が立ち上がって迎えてくれた。

「よく来たね」

　歩み寄ってきた彼に手を差し出されて握る。

「お久しぶりです。いろいろご配慮いただきありがとうございました」

「有能な人材が残ってくれるんだ。配慮は当然だ」

　有能な人材とはっきり言われて、頬が緩む。

　ソファに促されて、話を始めた。

「この紅茶、神木の土産」

　八坂社長は、秘書が出してくれた紅茶のカップを軽く持ち上げて微笑む。

「イギリスはティータイムだらけで、たまにはコーヒーが飲みたかったとおっしゃっていました」

「そうだったのか」

　彼はおかしそうに笑っている。私たち、いち従業員にも優しく接してくれる素敵な社長だ。

「この紅茶、おいしい」

「よかったら、持ってく？　大量にくれたんだ」

「いえ」

「本人からもらえばいいか」

　本人から？

　帰京したら連絡すると伝えてあるのを知っているのだろうか。

「桜月夜はまだスタッフが不慣れで、岸本さんに期待してる」

「とんでもないです」

　オーベルジュ桜月夜は、アルコバレーノとは違い和食の料理人が腕を振るう。

　近くに大使館がいくつもあることもあり、会員にはその関係者も多いようだ。人数の制限はあるものの会員が招待するお客さまも宿泊できるため、海外から訪れる要人の宿泊先に選ばれることもあるそう。

　ベッドルームは洋室なのだが、畳敷きの部屋も併設されていて人気があるのだとか。このアルカンシエルにも和洋折衷の部屋がたくさんあるけれど、それを受け継いでいる。

「お茶も点たてられると聞いたけど……」

「よくご存じで」

　たしかに、東京にいる頃は茶道教室に通っていた。

「そういうサービスもいいね。岸本さんが思いついたことは、どんどん企画を上げて。基本的に賛成だから」

「賛成って……」

　まだ企画を上げたわけでもないのに。しかし、私を信頼してくれているのが伝わってきて、気が引き締まる。

「俺は、アルカンシエルやオーベルジュをよくしていくためなら、なんでもやるつもりだ。古い慣習が邪魔なら取っ払うし、新しい風は大歓迎だよ。桜月夜に関しては、その役割を岸本さんに託したい」

「恐れ多いのですが……私にできることは、頑張らせていただきます」

「岸本さんに関してはなにも心配してない。むしろ、のんびりやってみて。神木に叱られたからなぁ」

　唐突に神木さんの話が出て、首を傾げる。

「神木さんがなにか？」

「岸本さんは誰かがストップをかけないと走り続けるタイプだから、そのうち倒れるんじゃないかとひやひやする。お前がちゃんと止めろって」

　神木さんがそんなことを……。

「たしかに、君について誰に聞いても、同じような言葉が返ってくる。中根さんからも、働かせすぎたらすぐに箱根に戻してもらいますと脅迫されてるし」

「脅迫？」

　目を丸くしたものの、中根さんが私のことを本気で心配してくれているのが伝わってくる。

「逃したくない社員だから、大切にするよ。でもその前に、神木に大切にしてもらったら？」

　先ほどから神木さんの名前が連発して、いちいち目が泳ぐ。カナダ人客に襲われそうになったあの日、『She's mine』と言われたことが頭をよぎるのだ。

　それにしても、大切にしてもらうとは？

「それはどういう意味で……」

「そのままだよ。あいつ、こっちに戻ってきてからずっとそわそわしてる。岸本さんのことが心配でたまらないみたいだ。だから、とりあえず元気な顔を見せてやって」

　やはり、連絡を取り合っていることは知っているらしい。

「はい、そうします。例の件では助けていただいて……」

「俺からもお礼は言っておいた。高い飯をおごらされたけど、岸本さんが無事だったからよかったよ」

　八坂社長までフォローしてくれているとは知らなかった。

「すみません。私がお支払いします」

「あはは。そんな気遣いはいらない。ああ、その代わり、あいつにおごってもらうといい。俺が払った分、回収しておいて」

　八坂社長はそんな冗談を言いながら、笑っていた。




　神木さんと会ったのは、その翌日の土曜日。

　私は月曜が桜月夜への初出社になるため、その前に引っ越し祝いということで、マンション近くのレストランのディナーを予約してくれたのだ。

　午前中は、海が望めるショッピングモールに買い物に出かけた。箱根のアパート近くにはこうしたショッピングモールがなく、かなり久しぶりの買い物だ。

　都会の楽しさを思い出しながら、少し奮発して数着の洋服と靴を購入した。

「今日、着ちゃおうかな」

　家に戻って鏡の前で早速試着してみる。

　ひと目で気に入ったネイビーのサテンジョーゼットのワンピースは、合わせるものによってフォーマルにもカジュアルにも着回しできそうな逸品だ。

　待ち合わせのレストランが格式の高いところのようなので、このくらいのワンピースがよいのではないかと思ったのだ。

　神木さんに会えると思ったら、心が弾んでいる。私は約束の十八時半よりずっと早く、準備を始めた。

　化粧を済ませて、髪をハーフアップに整えた頃、スマホにメッセージが届いた。神木さんからだ。

【散歩をしています。もし時間があれば】

　そんな言葉とともに添えられていたのは、このマンションの東側にある広い公園の写真だった。都会の真ん中にあるとは思えないほど緑豊かで、なおかつ眼前に海が広がっている。この地域の人たちの憩いの場らしく、私もお気に入りのスポットだ。

「もう来てるの？」

　まだ十七時過ぎなのに……と思ったけれど、ほとんど支度ができている私も他人のことは言えない。

【すぐに行きます】

　張りきってそう返事をすると、またメッセージが届いた。

【急がせてるわけじゃないから、ゆっくり来て。噴水のところにいる】

　まさか準備ができているとは予想外だろうなと思うと、笑みがこぼれる。彼と知り合ってから、こうして笑っている時間が増えた。

　ワンピースにショールを羽織り、五センチヒールのパンプスを履く。仕事では動きやすさ重視で、三センチのものばかり履いていたので、たった二センチの違いでもおしゃれをした気分になる。白いバッグには、あのチャームを忍ばせて。神木さんにもらってから、常に持ち歩くようにしているのだ。

　マンションから公園までは徒歩三分。アルカンシエルの人事部が探してくれた物件は、最高のロケーションだ。

「神木さん」

　早足で噴水まで行くと、白いシャツにネイビーのジャケット姿の神木さんが見えて声をかけた。スマホを触っていた彼は、私を見て驚いている。

「ごめん。やっぱり急がせたよね」

「実は早く準備しすぎて、時間を持て余していたんです」

　正直に伝えると、彼はクスッと笑う。

「俺と一緒だ。楽しみすぎて」

　彼の口からさらりと『楽しみすぎて』という言葉が飛び出し、心が弾む。私はこの日を待ちわびていたけれど、彼もそうだったなんてうれしかった。

「いつもと雰囲気が違うね。すごくきれいだ」

「あ、ありがとうございます」

　きれいだなんて言われたら、たとえ社交辞令でも舞い上がってしまうのに。

　箱根ではほとんどパンツスタイルだったので、スカート姿が意外なのかもしれない。

「しかも、ペアルックみたいだし」

「本当ですね。すみません」

　ネイビーで合わせたみたいで、少し照れくさい。

「どうして謝るの？　俺はうれしいけど」

　うれしいの？

「わ、私もうれしいです」

　焦りすぎてつい本音を口にしてしまった。

　すると彼は一瞬目を見開き驚いた表情を見せたが、すぐに笑顔になる。

「それは光栄だ。せっかくいい天気だし、少し散歩しない？」

「ぜひ」

　私が答えると、彼がなぜか手を差し出してくる。

「あの……」

「転ぶといけないから」

「転びませんよ」

　箱根で秘密の場所に案内したとき、何度もつまずいたことを言っているのだ。

「信用できないな。ほら」

「そ、それでは……」

　私はそっと手を重ねた。すると、以前のようにしっかりと握られて面おも映はゆい。

　この大きな手に包まれていると安心する。照れくさいけれど、ずっとこうしていたいと思ってしまう。

　私……彼のことが好きなんだ。

　薄々気づいてはいたけれど、もう認めざるを得ない。だって、こんなに胸が高鳴っているのだから。

　私の手を握った彼は、ゆっくり歩き始めた。

「箱根の山もよかったけど、海もいいよね」

「毎日湖は見ていましたけど、海はまた少し趣が違います」

　どこまでも果てしなく続く海の水面は、風に揺られてまるでダイヤモンドをちりばめたかのようにキラキラと幻想的な雰囲気を醸し出している。

「芦ノ湖もよかったけどね。神秘的で」

　たしかに、神話に出てきそうな場所だ。

「神社もありますし、神々しい空気が漂っているというか……。ただ、筋肉痛になりますけど」

「そうだった」

　クスクス笑う彼の表情が柔らかくて、私も心が解放されていく。

　もう夏がすぐそこに迫ったこの時季は、日の入りも十九時を過ぎるため、この時間でも青空が広がっている。

　海沿いに到着すると、彼は足を止め、私の手を放してからベンチを勧めてくれる。彼の温もりの残る手が少し寂しい。

「箱根の夜空は最高だった」

　私の隣に座った彼は、空を見上げながら言った。

「はい」

　秘密の場所を気に入ってもらえてよかった。

「隣に岸本さんがいたからかもしれないけどね」

　それは、どういう意味？

　たちまち鼓動が速まり始め、呼吸を繰り返しても酸素が肺に入ってこないような錯覚に襲われる。

　まさか、彼も私のことを？

「隣に素敵な女性がいると、なんでも輝いて見える」

　彼は遠くを見つめて、どこか切なげにつぶやいた。まるでその女性が視線の先にいるようで、心臓をわしづかみされたような痛みが走る。

「あっ、えっと……」

「ごめん。そういうこともあるよねっていう話」

　彼は私に笑ってみせた。

　まるで〝君ではないよ〟とくぎを刺されたようで、視線を地面に落とす。

　とんだ勘違いをしそうになったけれど、きっと彼には想い人がいるのだ。先ほどの言葉はリップサービスだったのだろう。

　身のほどをわきまえなければ。彼は何カ国語も操り、国と国の架け橋になるエリートなのだ。私では釣り合わない。

「ここ、もう少ししたら花火が上がるって知ってる？」

「そうなんですか？　おくわしいんですね」

　せっかく神木さんに会えたのに、沈んでいるのはもったいない。私は気持ちを切り替えて笑顔を作る。

「うん。外交官になるとまず日本で研修があるんだけど、先輩がすぐそこの大使館で行われたパーティに連れてきてくれたんだ。どういう世界か知っておけと」

「パーティ……」

　きっときらびやかな世界なのだろう。

「普段、大使館には気軽に入れないんだけど、チケット制でパーティをしているところもあるよ」

「一般の人も入れるんですか？」

「そう」

　それは初耳だった。そもそも大使館なんて、よほどのことがない限り自分には関係ない場所だと思っていたし。

「イギリスにいた頃も、日本とビジネスでつながりのある人たちを集めたパーティもしてたな。そういうのも、外交の一部なんだよね。日本から職人さんを呼んで寿司パーティをしたこともあったけど、すごく喜んでもらえたし、俺も寿司が食べられて最高だった」

「その寿司が食べられて、というところが重要ですね」

「わかる？」

　彼はお茶目に笑う。

　やっぱり彼は話しやすくて、自然と心が弾む。

「イギリスで暮らしてた頃は、食事を含めて日本が恋しくて。でも帰ってきたら、イギリスの生活も楽しかったなと思う。勝手だよね」

「そういうものですよね、きっと。私も箱根では都会の生活が恋しかったですけど、東京に戻ったらもうあの星空が懐かしいです」

「また一緒に行こうか」

　これは社交辞令なのに、屈託のない笑顔で言われると心臓が跳ねる。

「あれっ、嫌だった？」

「いえ。楽しみです」

　ダメだ。彼のことを好きだと自覚してから、小さな言動に振り回されてしまう。

「よかった。花火も来ようよ」

「はい」

　もしかしたら好きな人がイギリスにいて、遠距離になってしまったのだろうか。だから代わりに私をこうして誘うのかもしれない。

　そう考えると複雑で胸がチクチクと痛むけれど、それでも彼と一緒にいられるこの時間は幸せだった。

　それからしばらく、ふたりで広大な海と空を眺めていた。

　なにも言葉はいらなかった。隣の彼と同じ景色を見て、同じようにそれを楽しむ。ほころんだ彼の横顔を見ているだけで、私も自然と笑顔になれた。

　やがて海から吹いていた風が次第に弱まり、ぴたりと止まる。夕凪の時間だ。

「そろそろ、レストランに行こうか」

　彼があたり前のように手を差し出すので、今度は自然と握れた。

　ゆっくり歩いて十五分。午前中に訪れたショッピングモールを越え、ビジネスエリアに入る。ここにはこの地域のシンボル的存在であるツインタワーがあり、その高層フロアにレストラン街があるのだ。

　初めて足を踏み入れたツインタワーは、土曜のため低層階のオフィスは休業が多いはずなのに、人であふれていた。

　私たちと同じようにレストランを利用する人や、最上階にある展望台を目指す人たちだ。ここから見える東京の夜景は、うっとりするほど美しいという。

「わっ……」

「大丈夫？」

　神木さんが、展望台に直行するエレベーターを目指す人の波に呑み込まれそうになった私の肩を抱いて助けてくれた。

「すみません。すごい人……」

「今注目のスポットだからね。って、想像以上だったけど」

　彼も苦笑している。

「あとで展望台もと思ってたけど、無理そうだ」

　そんな計画までしてくれていたとは。

「こんなに人が多くて、夜景見えるのかな……」

「この調子だと、人の頭しか見えそうにないね」

　神木さんのように背が高ければ見える可能性もあるが、私は埋もれて無理そうだ。

「でも、レストランは窓際の席をお願いしておいたから、そこで楽しめるかも」

「うれしいです。ありがとうございます」

　さすがは外交官。準備に抜かりがない。

　無事にエレベーターに乗り込んだ私たちは、レストランへと向かった。

　神木さんが話していた通り、窓際の一等席からは、沈みゆく太陽で赤く染まった空を堪能できる。

「中根さんたちのおいしい料理を食べ慣れてるだろうから、なににしようか迷ったんだけど……」

　そう話す彼がチョイスしてくれたのは、スペイン料理だった。

　世界三大ハムのひとつと言われるハモンセラーノが濃厚でとてもおいしく、大満足。オマール海老のグリルは、海老のうまみが凝縮したソースが最高だったし、マッシュルームとムール貝のアヒージョも味付けが絶妙で、口に入れた瞬間笑顔になれる逸品だった。

　デザートはバスクチーズケーキ。バスクチーズケーキは大好きだけれど、スペイン料理だとは知らなかった。スペインのバスク地方発祥のチーズケーキだから、その名がつけられているのだという。

「知らないうちに、いろんな国の食に触れているんですね」

　彼に会うまでは、口にした料理の発祥地についてなんて考えたこともなかった。おいしいと思って食べた料理やデザートがどこで誕生したものなのかを知るだけでも、ほんの少し世界とつながれた気がする。

「そうなんだよ。大きな外交だけじゃない。ちょっとした食文化の交流も楽しい。文化も宗教も違うけど、おいしいものを共有して笑顔になれるって素敵なことだよね」

　優しい表情の彼は言う。

「大使館パーティに興味が湧きます」

　チケット制で行けるというパーティでは、どんな料理が出るのだろう。

「実は、英国大使館から三週間後に催されるパーティの招待状をもらったんだけど」

「えっ、すごい」

　招待状が来るとは、やはり外交官は顔が広い。

「岸本さん、行かない？」

「私？　行ってもいいんですか？」

　思いがけない提案につい目が輝いてしまった。

「もちろん。……ただ、もしお願いを聞いてもらえるなら……」

　いつもは歯切れがいいのになぜか言葉を濁すのが気になるものの、うなずいた。

「もちろんです。なんでもおっしゃってください」

「うん。……俺の妻になってくれないだろうか」

「えっ？」

　今、妻と言った？　交際もしていないのに、私……プロポーズされたの？　好きな人がいるんじゃないの？

　神木さんの言葉に耳を疑い、目を瞠みはる。

「いきなりごめん。実は……イギリスにいたときに、とある政治家のお嬢さんに気に入られてしまって。彼女がそのパーティのために来日するようで」

　彼は珍しく苦々しい顔で続ける。

「交際を何度お断りしてもなかなか引いてくれないんだ。それで、結婚したと伝えたらさすがにあきらめてくれると思って」

　その妻の役割を私にしろと？

　箱根で言っていたお願いとはこれだったのか。彼の望みならなんであれふたつ返事で引き受けるつもりだったものの、さすがに想定外で言葉が出てこない。

　プロポーズされたと勘違いした私は、少し落胆もした。

「ごめん。俺の妻役なんて嫌だよね」

「そうじゃないんです。ただ、驚いてしまって」

　黙っていたからか、彼は申し訳なさそうにしている。

　彼の妻役なんて光栄だ。いや、〝役〟がなければ最高だった。

「その彼女、父親がイギリス人で母親が日本人のハーフなんだ。それで、しばらく母方の祖母の家に滞在するようで、滞在の間も俺と過ごしたいと話しているらしい。彼女の父親には世話になったし、外交官としては接待しなければならない相手だ。だからといって娘と付き合えと言われても……」

　たしかにそれは困る。私が常連客に息子と付き合えと強要されるようなものだ。

　神木さんの場合は、それが国対国の規模になってしまうため、冷酷に振るのではなく、できるだけ穏便に断りたいのだろう。

　彼が私に妻役を依頼した背景はわかったけれど、彼への恋心を自覚した私にとっては、うれしいような切ないような複雑な心境だった。

「だからできれば、しばらく妻でいてくれないか？　もちろん、とんでもないお願いなのはわかってるから、断ってくれても――」

「わかりました」

　私は彼の言葉を遮り、承諾の返事をした。

　私の心の中が複雑だろうとも、神木さんが困っているのだ。あんな危機を救ってもらって、断るという選択肢はないに等しい。

「本当に？」

　自分で依頼しておいて、驚いている神木さんが意外だった。

「はい。でも、私では神木さんに釣り合わないような気も……」

　大使館のパーティなどとは縁遠く、立ち居振る舞いすら理解していない。英会話も完璧とはとても言えず、彼の理想の妻とはかけ離れた存在ではないだろうか。

「いや、最高だよ」

　彼は白い歯を見せるが、本当に好きな女性を紹介すればいいのでは？　想いを寄せているだけで、彼女ではないのだろうか。

「心に想う女性がいらっしゃるのでは？」

　どうしても気になり、思いきって尋ねた。

　どんな答えが返ってくるのかと、手に汗握りながら目を伏せて待つ。

「うん、いる」

　覚悟していたものの、あっさり返ってきたそのひと言が胸に鋭く突き刺さり、痛さのあまり悲鳴をあげそうになった。

　しかしもちろん、なんでもない顔をして口角を上げる。

「それでしたら、その方にお願いできないのですか？」

　彼への恋心を悟られぬよう、平然と尋ねなければならないのがつらすぎる。

「俺の勝手な気持ちで想いを伝えてもいいのかと思うところがあって、まだ告白してないんだ。彼女の人生を台無しにするんじゃないかと」

　彼は眉をひそめて話す。

　他人にあれこれ詮索されたくないこともあるだろうに、深入りしすぎたかもしれない。

「すみません。余計なことを聞きました」

「大丈夫。彼女のことを好きな気持ちは、堂々と宣言できるほど大きいから」

「素敵ですね」

　必死に作った笑顔は引きつっていなかっただろうか。それほど深く愛する人がいると宣言されては、失恋確定だ。

「……私でよければお引き受けしますが、パーティのマナーとかドレスコードとかさっぱりわからなくて……」

　今さらあとに引けなくなり、妻役は引き受けることにした。ここで断っては、彼が好きなことがばれてしまいそうだったからだ。

「立食パーティだし、それほど堅苦しいものではないから大丈夫。ただ洋服は……今日のワンピースよりもう少しフォーマルな感じがいいかもしれない。俺がプレゼントするから、一緒に買いに行こう」

「そんな、結構です」

「でも、俺が無理を言ってるんだ。それに、岸本さんのドレス姿、楽しみだったり……」

　本当に好きな人がいるのにもかかわらず、にこやかに微笑む彼は、外交官だけあってコミュニケーション能力に長けているのだろう。

　箱根での数々の優しい言葉は、特に深い意味などなかったのだと、今さらながらに気づいて胸が痛い。

　しかし、だまされたわけではないのだ。勝手に私が勘違いしただけ。

『She's mine』なんて言われて、舞い上がってしまったのが恥ずかしい。神木さんはただ、彼の仕事のために力を尽くした私を、仲間のように大切だと思ってくれただけなのに。

「それはプレッシャーです。海外の方のようにスタイルもよくないし……」

　大体、ドレスなんて着た経験もないのだから。

「そんなことないさ。岸本さんは魅力的な女性だよ」

　見目麗しい彼に言われても、説得力がない。私だけ見劣りすること間違いなしだ。

「ちょっと不安になってきました」

「大丈夫だって。それに、日本でのパーティなんだから、招待客は日本人も多いよ」

「そっか」

　イギリスからその女性が駆けつけると聞いたので、てっきりイギリス人ばかりだと心配していたが、違ったようだ。

「どんな方が招待されているんですか？」

「今回は、経済界の重鎮ご夫婦とか、伝統芸能の継承者とか……」

「え……」

　日本人がいるのなら大丈夫かもしれないと思ったけれど、私のような庶民ではないようだ。

　パーティに興味は持ったものの、経験するならチケット制のパーティのほうでよかった。

「あとは俺みたいに、過去にイギリスの日本大使館で働いていた外交官も招待されてるから、奥さんを同伴して出席するはずだ」

　その奥さまだって、イギリスでの生活を経験しているのだろうし、外交官の妻としての役割を心得ているに違いない。やはり私は、場違いではないだろうか。

「無理言ってるよね。嫌なら――」

「大丈夫です」

　ああ、不安なときほど強がる悪い癖が出てしまった。

「ほんとに？　俺はありがたいけど……」

「最低限のマナーを教えてください。頑張って覚えますから」

　なんて言いながら、一方でこれは大変なことになったという焦りもある。

「岸本さんの丁寧な接客ぶりに感心してたんだけど、あれで十分だよ。万が一英語が聞き取れなくても通訳するし、そもそも話せない人もいる。あとは、俺の隣で笑っていてもらえたら。岸本さんにも楽しんでほしいんだ」

　楽しむ……か。せっかくだから、イギリスのことをもっと知れたらとは思うも、それより緊張が上回りそうだ。

「あと……妻だと紹介するから、〝神木さん〟はちょっと……」

「え？」

「俺は、一華と呼んでいいかな」

　唐突に下の名を呼び捨てされて、鼓動がうるさくなる。

「あっ、はい」

「俺、雅也というんだけど、呼んでみて？」

　アルコバレーノの予約時に名前を聞いているので、もちろん知っている。でも、名前で呼ぶのはかなりハードルが高い。

「えーっと……」

　照れくさすぎてなかなか口に出せない。すると彼に笑われてしまった。

「出し惜しみしなくても。呼び捨てでいいから」

「呼び捨て？　とんでもないです！」

　そんなにハードルを上げないでほしい。

「ま……ま……」

　なかなか言えない私を見て、彼は笑いを噛かみ殺している。

　ここまでためらうと余計に恥ずかしいと思った私は、思いきった。

「雅也さん」

　色気の欠片かけらもない強い口調に、とうとう彼が噴き出している。

「ごめん。だけど、いちいちそんなにお腹に力を入れていたら疲れるよ。もっとサラッと流してくれれば。でも……名前で呼んでもらえて、うれしい」

　本当に？　私が一華と呼ばれてうれしかったように、彼も？

　彼に恋をしている私は、ほんのわずかでも自分に気持ちが向いてくれないだろうかと、期待ばかりしてしまう。

「それじゃあ、いつドレスを買いに行こうか。一華も桜月夜で仕事を始めたばかりじゃ、疲れるよね」

　彼はスマホのスケジュール帳を眺めながら言う。

　あまりに自然に一華と呼ばれて少し驚いたのと同時に、胸に小さな幸せが広がった。一瞬、本当に彼の奥さんになれたような錯覚を感じたのだ。

　イギリスからわざわざやってくるという女性から離れることに成功すれば、私はお役ご免だとわかっているのに、どうしても夢見てしまう。

　妻役なんて引き受けるべきではなかったかもしれないと、今さらながらに後悔する。しばらくは彼の隣にいられて幸せだろうけれど、別れがさらにつらくなること間違いなしだから。

「お休みを確認してご連絡します。神木さんは土日がお休みですよね？」

　何気なく尋ねると、彼が首を横に振っている。

「俺のこと、なんて呼ぶんだっけ？」

「あ……雅也さん、でした」

　パーティの日までに慣れなければ。偽装結婚だとばれてしまう。

「うん。それじゃあ連絡待ってる」

「はい」

　うなずくと、彼は優しい笑みを見せた。




　食事を楽しんだあと、雅也さんはマンションまで送ってくれた。

「いいところに住んでるんだね」

「会社が探してくれて」

「あー、八坂か」

　八坂社長がどうかしたのだろうか。

「箱根の件もあるから、一華にはセキュリティがしっかりしていて治安のいい場所に住んでもらおうって話してたから」

「そうだったんですね。八坂社長には面倒をかけっぱなしで……」

　社長はアルカンシエルの冤罪の件で私に申し訳なく思っているのだろう。けれど、一介の従業員にそこまで気を使ってもらって申し訳ない。

「そんなことは気にしなくていいよ。あいつ、ああ見えてドライなところもあるから、これだけ一華に目をかけるってことは、よそに行ってもらっては困る従業員だと信頼している証あかしだよ。一華の真面目な働きが認められているんだ」

「もっと頑張らなくちゃ。……雅也さんはどちらにお住まいですか？」

　ようやく自然に雅也と呼べた。すると彼はうれしそうに頬を緩める。

「実は、櫻坂を上がった高台の――」

「えっ、あの高級住宅街？」

　桜月夜の近くにある桜の名所、櫻坂の先は、由緒正しき家柄の方や資産家が住んでいる高級住宅街だ。家政婦がいそうな大きな家ばかりで圧倒されるけれど、まさかその地域に住んでいるとは。

「そう。実は知り合いの別邸があって、マンション一室分の家賃で貸してくれたんだ。広くてひとりでは持て余してるんだけど、一緒に住む？」

「はいっ？」

　先ほどから驚くようなことばかりで、心がついていかない。瞬きを繰り返していると、彼は口に手をやり笑っている。

「そういう反応になるよね。ただ、夫婦なんだから、一緒のほうがいいかなと。例の彼女、なかなか執念深い人だから別居してるなんて知ったら、付け込まれそうで」

　たしかに一理ある。互いの勤務地が遠いなどの理由があるならまだしも、私の職場となる桜月夜も、徒歩圏内のはず。それなのに、別居は不自然かもしれない。

「でも……」

「小耳に挟んだところだと、彼女、三カ月くらいは日本に滞在するみたいなんだ。その間だけでもどうかな。部屋は余ってるし、合宿みたいな感じで気軽に……」

「合宿って」

　彼の言い方がおかしくて、一瞬で緊張がほどけた。

「俺に信用がないか」

「そんなことは決して」

　八坂社長もよく知った仲なのだし、なにより私をピンチから救ってくれた人なのだ。そんな心配はしていないけれど……。

「……雅也さんが想っていらっしゃる方に誤解されないでしょうか？」

　本当の妻だと誤解されては大変だ。

　ごくあたり前のことを聞いたつもりだったのに、彼はなぜか目を泳がせる。

「そこは……問題ない」

　彼にしては歯切れの悪い言い方が気になりはしたけれど、その想い人はやはりイギリスにいるのかもしれない。

「考えておいてくれないかな」

「わかりました」

　いきなりいろいろな提案をされたので、少しゆっくり考えたい。まずはパーティを乗りきらなくては。

「それじゃあ、今日はありがとう。また食事に行こう」

「ごちそうさまでした。それではお気をつけて」

　食事代は、私の新しい一歩のお祝いだとすべて彼が支払ってくれた。東京に戻る決意が固まったのは彼のおかげなのに、出させてもらえなかったのだ。

　にっこり微笑んだ雅也さんは、軽く手を上げて去っていく。

　私はマンションの三階ある自分の家に入り、ベッドにダイブした。

「雅也さん……」

　改めて彼の名を呼んでみて、ひとりで照れる。

　私、彼の奥さん役が務まるだろうか。それに同居なんて……。

　恋が叶いそうにないのはすごく残念だし、まだうまく受け止められない。けれど、好きだからこそ彼には幸せになってもらいたいという気持ちもあり、心が揺れ動く。

「失恋か……」

　バッグからチャームを取り出して、握りしめる。

「ねえ、幸福を運んできてくれるんでしょう？」

　彼の妻役を演じることになり、同居まで提案されて……。その一方で恋が叶わないと確定してしまった。

「神木さん、優しすぎるよ」

　だから、少しは脈があるのではないかと勘違いしていた。恋愛経験の少ない私には、相手の心を読むのは難しすぎる。

　すでに彼に心奪われている私は、しばらく立ち直れそうになかった。










彼女が欲しい　Ｓｉｄｅ神木




「それで、どうだったんだよ」

　一華と食事を楽しんだ四日後。八坂から電話が入り、ツインタワー内のバーで顔を合わせた。

「どうって。お前、面白がってるだろ」

「わかる？　だけど、神木のこんなに必死な姿、初めて見たんだから興味も湧くだろ。いつもクールに振る舞ってるくせして」

　たしかに、恋愛には淡泊なほうだ。これまではどちらかというと、恋より仕事に夢中だった。

「まったく。彼女に余計なこと言うなよ」

「気をつける」

　いまいち信用できないが、一応うなずいた。

「それで、承諾してくれたんだな」

「そうだ。パーティに同伴してくれると。妻の振りもしてもらうことになった」

　そう告白すると、ジンライムを口にしていた八坂の動きが止まる。

「妻？」

「例の彼女、三カ月も日本に滞在するんだってさ。パーティで婚約者がいると話したくらいではあきらめないだろう。実際、今までもそうだったし」

　俺に何度も交際を申し込んできたエリンさんには、好きな人がいるからと嘘をついて断ったこともあった。けれど俺の気持ちはお構いなしに押しかけてきては、食事に誘い出そうとするのだ。

「それで妻か。それにしても、すごいパワーだな。そんなに神木が好きなのか？」

「好きなわけじゃない。彼女にもいろいろあって、同情するところもあるんだけど……」

　エリンさんが俺を追いかけるのには訳がある。決して、好きという感情からではなく、どちらかというと意地だ。

「優秀な外交官のうえ、世界を股にかける神木家のご令息なら、大物政治家の娘の夫としてはふさわしいな。大体、あんな大きな家にひとりで住めるって……」

「ちゃんと家賃払ってるよ」

　父はとある会社の社長を務めており、兄が近々継ぐ予定だ。

　一華には知り合いの家だと話したが、今住んでいる家も神木家の持ち物で、まったく使われていなかったところを借りたのだ。

「ひとつ質問があるんだけど」

「ひとつじゃすまないくせに」

　俺はギムレットを喉に送ってから言った。

「それじゃあとりあえず、一番聞きたい質問を。なんで妻の振り？　妻にすれば早いじゃないか」

「パーティまで三週間切ってるんだぞ。それに……」

　八坂は俺の気持ちが一華にあることは、もう随分前から気づいている。それをはっきり認めたわけではないけれど否定もしていないので、確信があるのだろう。

　実際、完全に恋に落ちているのだし。

　ただ……俺の独りよがりな気持ちで、彼女の人生をめちゃくちゃにしたくない。

　一華は、アルカンシエルであんな事件があったのにもかかわらず、アルコバレーノできびきびと働き、しっかりと自分を立て直したすごい人。いつも笑顔なのでそうは見えないけれど、血のにじむような努力をしたのだろう。人知れず涙した夜だってあったはずだ。

　そんな彼女の未来を自分が壊すことになるかもしれないのだから、慎重にもなる。

　けれど、彼女への想いはすでに弾けそうなほど膨らんでいて、今すぐにでも愛をささやきたいほどだ。実際、一華に好きな人がいるかと尋ねられ、いると即答したくらいなのだから。愛いとおしい彼女を目の前にして、いないと嘘はつけなかった。

「それに？」

「それ以上はノーコメント」

　複雑な思いが頭の中を駆け巡り、ごまかした。

「なんだよ。まあお前のことだから、いろいろ考えてるんだろうけど……。これだけは言っておく。逃したくない相手はしっかり捕まえておかないと後悔する羽目になる。俺だって澪みおのいない人生なんて考えられない」

　澪さんは八坂の最愛の妻だ。

　彼らも電撃的な出会いをして、いろんな事情を乗り越えて結ばれた。今の八坂がいるのは、彼女のおかげだと言っても過言ではない。澪さんがいなければ、アルカンシエルのトップに立つこともなかっただろう。

「べた惚ぼれだな」

　もちろん、褒め言葉だ。

「おお、べた惚れだ。だけど、最近の神木からも同じようなにおいを感じる」

「においってなんだよ」

　嗅覚が鋭いとはこのことなのだろうか。

　八坂の言う通り、一華に出会ってから、彼女のいない自分の未来が想像できなくなっている。とはいえ、八坂夫婦とはまた違った問題もあり、簡単に気持ちを打ち明けられない。

「最近、彼女に連絡したか？」

「いや。新しい職場で働き始めたばかりで、疲れてると思って」

　何度もスマホを手にしては、やっぱりやめておこうと閉じている。

「じゃあ、俺のほうが先に知っちゃったか……」

「なにを？」

　思わせぶりににやにや笑う八坂をにらむ。

「彼女、桜月夜のスタッフに快く迎え入れられたみたいだ。真面目でひたむきな働きぶりを見ていたら誰でもそうなるだろうけどね。あの冤罪事件を知ってるスタッフもいるからどうかなと思ってたけど、『こんな人がコートを切り裂くわけがない』と話してるそうだよ」

「スパイでも送り込んでるのか？」

　一華の近況にくわしい八坂につっこむと、彼は曖あい昧まいに笑う。

「それくらい当然だろ」

　涼しい顔をして言うけれど、冗談ではなさそうだ。きっと桜月夜に内通者がいるのだろう。悪い意味ではなく、一華を守るための。

「彼女の情報、いくらで買える？」

　真剣な顔で問うと、八坂は噴き出した。

「岸本さんを幸せにしてくれるなら、いくらでもただで教えてやる」

　自分の手で彼女を幸せにできるなら、どんな努力だっていとわない。ただ、それが彼女のためになるかどうかが問題なのだ。

「やっぱお前、お父さんだな」

「結婚の暁あかつきには、お父さまに挨拶しに来いよ」

「まあ、考えておく」

　そうなりたいという強い気持ちを抑えながら、適当にごまかした。




　一華から連絡が入ったのはその翌日。

　日曜に休みが取れるということで、ドレスを買いに出かけることになった。

　午前中に用があるという彼女と、十三時に表おもて参さん道どうで待ち合わせた。八坂に聞いたドレスショップがあるのだ。

　近くの駐車場に車を停めて約束したカフェに向かうと、すでにカフェの前に一華らしき姿がある。しかしもうひとり背の高い男もいて押し問答しているように見えたため、慌てて駆け寄った。

「俺の女になんの用だ」

　一華の肩を抱いて自分のほうに引き寄せ、男をにらんでひと言。この台詞せりふは二度目だが、男をけん制するには一番効果的だろう。

「あ……」

　すると男はあんぐり口を開け、俺をまじまじと見つめる。

　普通ならそそくさと逃げていきそうなものなのに、相当図々しい。

「なんの用だと聞いている」

　もう一度けん制すると、男は大きなため息をつき、一華に向かって口を開いた。

「お前、彼氏できたの？」

「神木さん、すみません。兄です」

　兄!?

　顔を真っ赤にした一華のひと言に、軽く固まる。

　大失態をしたと後悔したのもつかの間、お兄さんがプッと噴き出した。

「いいですねぇ、この熱さ。このくらいでないと、妹は任せられません」

「と、とんだ失礼を。てっきりナンパだと……。初めまして、神木雅也と申します」

　俺は一華から手を離し、深々と頭を下げた。

　今まで仕事でいろいろな修羅場はくぐってきたが、これほど背筋が凍ったのは初めてだ。

「一華の兄の広ひろ夢むと申します。だから、コーヒー飲まずに帰れと言ってたんだな」

　お兄さんは俺に一礼したあと一華に話しかけている。

「送ってくれなくてもいいって言ったでしょう？」

「心配なんだよ、妹が。ナンパされないかどうかね……」

「本当に申し訳ありません」

　ナンパと間違えられたお兄さんは、若干怒っている様子だ。俺はもう一度頭を下げた。

「それで、いつからお付き合いを？」

「お兄ちゃん、あとで話すから」

　一華は俺を気遣っているのか、お兄さんの背中を押して帰そうとする。

　しかし、いい機会だから挨拶しておきたい。

「まだつい最近です。アルコバレーノでお世話になって、私が彼女に惚れました。私としては、結婚を前提としたお付き合いをと思っています」

　一華をそっちのけで自分の身勝手な想いをぶつけてしまったけれど、いい加減な気持ちで彼女に近づいたのではないとわかってもらいたかった。

　それに、嘘はひとつもついていない。

　とはいえ、一華は驚いた様子だ。もちろん、彼女に好きな気持ちを伝えたわけではないので当然なのだが。

「箱根で？　箱根から追いかけてきたんですか？」

「違います。私、外交官をしておりまして、現在は外務省に勤めております」

「外交官？」

　今度はお兄さんが目を丸くしている。

「外交官捕まえたのか？　やるな」

　お兄さんは妙な感心をしているが、捕まえたいのは俺のほうだ。

「それで、海外からのお客さまのアテンドをしていただいたんです。そのときの真しん摯しな仕事ぶりに惹ひかれました」

「あのっ、ちょっと……」

　勝手に進む会話に、一華がおろおろしている。

「堂々と彼氏宣言するんですから、悪い人ではなさそうですね。それに、きちんと一華を守ってくれそうですし」

『俺の女だ』とけん制したことを指しているのだろう。実の兄に啖たん呵かを切ったと思うと、穴があったら入りたい気分だ。

　ただ……。

「もちろんです。私の命に替えてでも守ります」

　俺は自分の意思をはっきりと伝えた。

「神木さん……」

　俺の暴走ぶりにあきれているかと思いきや、耳まで真っ赤にした一華は、真剣な顔をしている。

「妹を泣かせたら許しませんから。一応、連絡先を教えていただけますか？」

「お兄ちゃん、もういいでしょ」

　一華は慌てふためいているものの、俺はうなずいて応じた。

　彼女への気持ちは本物だし、できればお兄さんとも一生付き合っていきたい。お兄さんに挨拶をして、一華と家族になりたいという気持ちがますます膨らんでいく。

「お兄ちゃん！」

「はいはい。邪魔者は消える。それでは一華をお願いします」

　連絡先を交換し終えたお兄さんは、軽く会釈をして離れていった。

「すみません」

　今度は一華が深く腰を折るので、慌てて肩に手をかけ持ち上げた。

「謝ることなんてなにも」

　むしろ、挨拶できてよかったくらいだ。最初の啖呵さえなければ。

「お兄さんだったんだね。なにやってる人？」

「兄はＦエフＪジェイＡエー航空でパイロットを」

「ＦＪＡ……。よく使わせてもらってる」

　イギリスと日本を行き来するときは、大体ＦＪＡ航空を使う。

「ありがとうございます……って、私が言うのはおかしいか」

　一華がなかなか視線を合わせてくれないのは、照れているからなのか怒っているからなのか、どちらだろう。

「久しぶりにお休みで、奥さん……ＦＪＡで整備士をしてるんですけど」

「整備士？　すごいね」

「はい、見た目はかわいらしいですけど、すごくかっこいい女性なんです」

　一華がようやく顔を上げた。

　誇らしげに義姉について話す姿が、彼女らしい。

「それで奥さんは仕事で、少しなら会ってやるって偉そうに言われて……」

　彼女は口を尖とがらせてはいるけれど、お兄さんが東京に戻ってきた妹を心配しているのがわかっているのではないだろうか。

「イギリスにフライトに行ったからって、紅茶のお土産をくれました」

「やっぱり紅茶……」

　そこで我慢できなくなって噴き出してしまった。すると彼女も同じように肩を震わせて笑っている。

　よかった。怒っているわけではなさそうだ。

「勝手なことを口走ってごめん」

「いえ、大丈夫です。むしろ、話しておいてよかったかも」

　彼女はそこで言葉を止め、俺の心を探るかのように視線を合わせてくる。

「一緒に暮らすんでしたら――」

「いいの？」

　うれしさのあまり思わず腕をつかんでしまい、ハッとして離した。

「興奮してごめん。うれしかった……いや、助かるから」

　一華を前にするとつい本音がこぼれてしまう。

　けれども、彼女の気持ちが最優先。これからいろいろ話をして、俺の存在が彼女の枷かせにはならないとわかったら、そのときは全力で自分のものにする。

　それまで、この気持ちを抑えておけるのかだけが心配だ。

「はい。でも私、家ではだらしないですよ」

「そんなこと言ったら俺もだ。どうぞよろしく」

　俺が手を差し出すと、彼女は笑顔で握ってくれた。




　結局カフェはパスして、『ブランピュール』というブランドのドレス専門店に足を運んだ。

　一華はこうしたところは初めてだと腰が引けていたけれど、俺はうきうきしていた。

　どちらかというと童顔の彼女だけれど、大人っぽいドレスにはっきりとしたメイクを施したら、また新たな魅力が引き出されそうだとひそかに思っている。

「これどう？」

　俺が目を引かれたのは、マーメードラインのシャンパンゴールドのロングドレス。シンプルではあるが華やかで、しかし上品さもあって、ぜひ彼女に着せたいと思ったのだ。

「体のラインが出るものはちょっと……」

　彼女は躊ちゅう躇ちょしているけれど、背はさほど高くないもののスタイル抜群だし、仕事柄か姿勢もよくて、間違いなく着こなせると思う。

「着てみてほしいな。絶対似合うよ」

　少々強引に推すと、彼女は戸惑いながらも試着室に入っていった。

　ほかのドレスを見ながら待っていると、試着室のドアが開いた。その瞬間、目がくぎ付けになる。

　ドレスを纏った一華が俺と視線を合わせようとしないのは、恥ずかしがっているのだろうか。

「思った通りだ」

　感嘆のため息は、こういうときにつくのだろう。

　白くみずみずしい肌にシャンパンゴールドが映える。彼女はボディラインを気にしていたけれど、むしろスタイルのよさが前面に押し出されて着こなしは完璧だった。

「これに決めよう」

「神木さん、でも……」

　まだ戸惑っている様子の彼女に歩み寄り、耳元でささやく。

「なんて呼ぶんだったっけ？」

「あっ、雅也さん、でした」

　お兄さんの前ではさすがに雅也とは呼べなかっただろうけれど、ふたりきりのときはそう呼んでほしい。

「ほら、見て」

　一華の肩に手を添えて大きな鏡の前に立たせると、ほんのり頬を上気させたかわいらしい姿が映っている。

「いつもの君もきれいだけど、また違う魅力が引き出されてる。すごくいい」

　ただひとつ心配なのは、パーティのときに男性の注目を浴びてしまいそうなことだ。彼女の美しさは俺だけが知っていればいい。

「それじゃあ、雅也さんを信じて、これで」

　そう言った彼女の笑顔がたまらなく美しくて唇を重ねたい衝動に駆られたが、ぐっとこらえた。

　やっぱり、欲しい。彼女が……欲しい。










負けたくない




『お前、いつの間に彼氏なんて作ったんだよ』

　雅也さんとドレスを買いに行ってから五日。兄から電話が入った。

「だから、箱根で知り合って……」

　兄には妻の振りをするだけだと打ち明けようかと思ったけれど、口をつぐんでおいた。間違いなく反対するからだ。

『まあ、いい歳だし、別にいいけどさ』

「お兄ちゃん、私の歳の頃にはもう結婚してたでしょ」

　兄は二十五歳のときに結婚している。仲のいい兄夫婦がうらやましくて結婚にあこがれはあるけれど、結婚したいと思う人との出会いもなくここまで来てしまった。

　雅也さんに出会い、これほど気が合う……いや、一緒にいて心が安らぐ人は初めてだったのに、いつわりの妻にしかなれないのが残念だ。

『おお。だから心配してたんだぞ。鞠まり花かが「きっと素敵なお相手がいるから、大きなお世話よ」と笑ってたけど、その通りだったな』

　鞠花さんは兄の愛妻だ。ひたむきで信念のある、兄にはもったいないような素敵な女性で、実は同じ歳なのだが、姉のようでもある。

『それで、あの人いくつなんだ？』

「三十二歳だって。そういえば、お兄ちゃんより年上だ。もう偉そうにしないでね」

『ひとつ違いなんて、誤差の範囲だ』

　年齢に誤差なんて、断じてない。

『一華にしては誠実そうな男を捕まえたなって感じだったけど……』

　兄にそう言われて、『私が彼女に惚れました。私としては、結婚を前提としたお付き合いをと思っています』と口にしたときの雅也さんの真剣な表情を思い出して、頬が赤らむのを感じる。

　あの言葉が本当だったらどれだけよかったか。

『けど、外交官か……』

　外交官が不満なのだろうか。

「外交官じゃいけないの？」

『そういうわけじゃない。外交官って、相当優秀な人たちの集まりだぞ。結婚詐欺じゃないかと思って』

「神木さんはそんな人じゃないよ。うちの会社の社長のお友達なの。絶対にだまされたりしてない」

　兄の失礼な発言にむきになる。

『社長の……。まあそれなら安心していいか。ただ、結婚となるとな……』

　兄はいつも私にはずけずけと物申すくせして、なぜか奥歯に物が挟まったような言い方をする。

「結婚すると決まったわけじゃないから」

　妻役は演じるけれど、イギリスから来日する女性が帰国するまでの期間限定だ。そのあと破局することが決定しているのに、過度な期待をされても困る。だから、兄には会わせたくなかった。

『そりゃあそうだろうけど。神木さんだっけ、それなりに真剣にお前との将来を考えてるみたいだったし、お前もちゃんと考えろ。一生をともにしてもいいと思える人は、何人も現れるものじゃないぞ』

「わかってる」

　兄からはいろいろ言われたけれど、私を心配しての電話だったようだ。雅也さんが社長の友人だと明かしたら安心したようだし、『そのうち一緒に飯食うぞ』とも話していた。雅也さんがどんな人なのか見極めようとしているのかもしれない。

「素敵な人だもん」

　切れたスマホに向かってつぶやく。

　素敵だけれど、想いは叶わない人だ。そう思うと、気持ちが落ちる。

　失恋は確定的なのに、あきらめきれない。出会ったときから手の届かない人だったのだから仕方がないと何度自分に言い聞かせても、もう心が奪われてしまっている今、妻役を降りるときの絶望を想像して胸が苦しい。

　けれど、すでにドレスを買ってもらい、舞台の幕は開いてしまった。今から降板できない。

　私は部屋にかけてあるドレスに視線を移した。

　自分では絶対に選ばないスレンダーなドレスを雅也さんが強く推してきたときは驚いたけれど、試着してみたら彼が言う通り新しい自分が鏡に映っていた。

　なんでも決めつけはよくないんだと思ったら、仕事の面でもそう考えられるようになっている。新しい試みについて、やれるはずがないと思い込まず、やってみなければわからないと考えるようになったのだ。

　桜月夜のスタッフも、アルコバレーノ同様いい人ばかりで、私の過去を知っていても誰もそれについて触れてこない。それがありがたいものの、もっと努力して自分で信頼を勝ち取りたいと思っている。

「仕事よ。これは仕事」

　雅也さんの妻の振りをして上流階級の人たちが集まるパーティに出席するなんて、かなりハードルが高い。けれど、新たな仕事に挑戦するくらいのつもりで頑張ろう。

「立食パーティのマナー……」

　私はアルコバレーノに異動すると決まったときに買い込んだ本から、マナーの本を取り出して、それを読み始めた。




　いよいよパーティ当日。

　雅也さんが外交官仲間に聞いた美容院まで予約しておいてくれたため、ヘアメイクも完璧だ。

「今日は大人の雰囲気全開でというオーダーでしたので、こんな感じでいかがでしょう？」

　男性美容師が合わせ鏡をしてアレンジした髪を見せてくれる。

「すごく素敵です」

　アップにされた髪はわざと崩してあり、どこか抜け感があるのに決して下品ではなく、それどころか気品すら感じさせる。

　メイクは、真っ赤な口紅をしっかりと引いた上にパール感のあるグロスをプラスしてあり、私には足りない女性の色香というものを補ってくれているようだ。

　それにしても、〝大人の雰囲気全開〟というオーダーを出したのは、雅也さんだろうか。

　個室で着替えもさせてもらい出ていくと、ビシッとスーツを着こなした雅也さんが迎えに来てくれていた。胸ポケットからちらりと見えるポケットチーフがシャンパンゴールドで、私のドレスと合わせてくれたのだとわかる。

「一華」

　呼び捨てで呼ばれるのになかなか慣れなくて、ドキッとする。

「はい」

「やっぱり間違いない。最高にきれいだ」

　周囲にほかのお客さんやスタッフがいるのに、まったく照れる様子もなく堂々と言える彼に驚いた。

「あ、ありがとうございます」

　一方私は、鏡に映った頬が赤く染まっている。これほど甘い言葉をかけられると、どうにも恥ずかしい。

「行こうか」

　彼にすっと腕を出されて一瞬戸惑ったものの、妻を演じるのだと覚悟を決めて手を添えた。

　タクシーで向かったのは、英国大使館だ。

　広い敷地に建てられている古典的な建物は、異国情緒たっぷりだった。現在の建物は、昭和の初めに建築されたのだそう。

「素敵な建物……」

「これで驚いてたら、イギリスに行ったら腰を抜かすよ。在英日本大使館もなかなかなんだ。やっぱり連れていきたいな」

『連れていきたい』という言葉に舞い上がりそうになったけれど、彼には大切な女性がいるのだと自分を戒める。

「さあ、行こう」

　入り口で招待状のチェックを受けたあと、いよいよ足を踏み入れた。

　案内されたのは、立派なシャンデリアや白い壁にミントグリーンのカーテンが印象的な大きなホールだった。すでに多くのお客さまが訪れていて、ウェルカムドリンクを受け取って奥へと進む。

　日本人も多くいてその点では安心したけれど、ここにいる女性は本物の貴婦人ばかり。緊張しないわけがない。

　それでも、雅也さんに恥をかかせてはならないと、ぎこちないなりにも笑顔だけは心がけた。

　慣れている雅也さんは堂々とした立ち居振る舞いで、すれ違う人たちに自然な笑顔を向けている。

　やがて栗毛でブラウンの瞳を持つ細身の紳士が近寄ってきて、雅也さんに握手を求めた。

「雅也、久しぶりだね」

　英語での会話が始まるかと思いきや、いきなりの流ちょうな日本語に少し拍子抜けする。

「イギリス以来だな。元気そうでよかった」

　敬語も使わず、雅也さんのリラックスした表情から、親しい人なのだとわかった。

「紹介するよ。妻の一華。こちらは、ジョセフ・エバンズ。彼はイギリスの外交官なんだ」

「初めまして。一華です」

「お会いできて光栄です。おきれいな方だ」

　ジョセフさんはオーバーリアクションで緊張気味の私の手を握った。

「ジョセフ、もういいだろ」

　私の手を握ったままのジョセフさんの手を、雅也さんが眉をひそめて引き離す。

「そんなに妬やくなよ」

　妬く？

　日本語が堪能だといえど、イギリス人の彼から妬くなんていう言葉が出てくるとは思わなかった。

　それに雅也さんは嫉妬したのではなく、ボディタッチに慣れていない私を気遣ってくれただけだ、きっと。

　雅也さんはジョセフさんの苦言にも涼しい顔をしている。

「彼女、そろそろお出ましになるぞ。必要になったら呼んでくれ」

「サンキュ」

　真顔に戻ったジョセフさんは、うなずいて離れていった。

　彼女とは、雅也さんを追いかけて海を渡ってきた女性のことだろう。

「あの……私はなにをすれば」

「特になにも。不愉快なことを言われたらごめん。でも、俺の妻は一華だけだ。堂々としてて」

　夫婦を装っているだけだとわかっていても、『俺の妻は一華だけ』と言われて、胸が疼うずく。

　本当の妻にはなれなくても、今は彼の妻になりきろう。短い間でも、彼の特別な存在になれるのだから、楽しまなくてはもったいない。

　そう気持ちを切り替えたら、緊張が抜けてきた。

　その直後、部屋の入口がざわつきだした。

　警護と思われる黒いスーツ姿の屈強な男性をふたり引き連れて入ってきたのは、ブロンドの艶つやのある髪をなびかせたスレンダーな女性だ。深紅のドレスの大きく開いた首元から豊満な胸があふれてきそうで、女の私ですら目のやり場に困るほど。

　大人の雰囲気を全開にしてもらったはずなのに、色香を振りまく彼女を前にしたら、私なんて子供のようだった。

「彼女が例の」

　雅也さんが小声で言うので、眉間にしわが寄る。

　あの人と闘えと？

　とんでもない仕事を請け負ってしまったと、少し後悔した。どうにも勝てそうにないからだ。

　彼女は雅也さんを見つけると、一直線にこちらに歩いてくる。そして私を押しのけて隣に立った。

「Good evening, Mr. Masaya. How are you?」

　どこか妖よう艶えんな笑みをたたえる彼女は、なれなれしく雅也さんの腕に手をかける。

　表情ひとつ変えない雅也さんは彼女の手をさりげなく振りほどき、口を開いた。

「お久しぶりです。お元気そうでなによりです。皆さん、エリンさんをお待ちかねですよ。どうぞパーティをお楽しみください。それでは」

　日本語で彼女をかわした雅也さんは、ごく自然に私の腰を抱き、その場から離れようとする。

「待って。その人誰かしら」

　エリンさんから、アクセントまで完璧な日本語が聞こえてきた。振り返った雅也さんは一瞬私に視線を送り、微笑んでから話し始める。

「She is my wife」

「Wife?」

「Yes. My beloved wife」

　雅也さんは、〝最愛の〟という単語を加えて私を妻だと紹介した。

「聞いてないわよ」

　エリンさんは、彫りが深く整った顔をあからさまにゆがめて不機嫌を表す。

「それは失礼しました。ですが、ご報告する義務もないので。それでは改めて。このたび結婚しました。妻の一華です」

　雅也さんの紹介に合わせて腰を折る。彼女の怒りの視線が頭を下げていてもわかるほどだ。

　妻役としてのいきなりの正念場。雅也さんが今後困らないようにしなくてはと、笑顔を作ってから顔を上げた。

　彼女は相当腹を立てているのだろう。深呼吸を繰り返して、怒りを必死にこらえているように見える。

「私という女がいるのに、結婚？」

「交際はお断りしたはずです」

「そんなの父が許さないわ！」

　エリンさんが声を荒らげるので、周囲の人たちの視線を浴びる羽目になる。

「お父上にはたしかにお世話になりましたが、私には私の人生があります。どうか、お引きください」

　雅也さんはまったく動じることなく、諭すように話す。

　彼女はまだなにか言いたげだったが、警護の人になにやら耳打ちされて唇を噛みしめ、私を一いち瞥べつして離れていった。

　雅也さんは私の腕を引き、部屋の隅に連れていってくれた。注目からそらしてくれたのだろう。

「不愉快な思いをさせてごめん」

「私は大丈夫です」

　周囲の目があるおかげか、罵倒されることもなかったし。

　イギリスから日本まで追いかけてくるほどの熱の入れようなので、最悪叩かれるのではないかとさえ思っていたのだ。

「……彼女、雅也さんのことが好きなんですよね。なかなか引き下がってくれないとはいえ、こんなふうに嘘をついたりしていいんですか？」

　真剣に彼を愛しているのであればと考えたら、胸が痛くなったのだ。もちろん、何度お断りしても引いてくれないことに雅也さんが困っているのはわかっているけれど。

「彼女は俺を本当に好きなわけじゃない。意地というか……」

「意地？」

　雅也さんは苦々しい顔で小さなため息をついてから続ける。

「父親を介して何度か会ったことはあったから、面識がなかったわけじゃない。でも、彼女は父親の知り合いの政治家のジュニアと付き合ってたんだ。ふたりの交際は有名で、結婚秒読みだとも噂されていた」

「え……」

　だったらどうして、雅也さんとの結婚に執着しているの？

「でも、その男が浮気をして相手を妊娠させてしまった」

「そんなのひどい」

　雅也さんは眉をひそめてため息をつく。

「それでエリンさんは周囲から〝恋人を略奪された哀れな人〟と、同情ならまだしもちょっとばかにしたような目で見られるようになった」

「ばかにしたような？　どうしてですか？　彼女は悪くないでしょう？」

「そうだね、悪くない。ただ……政治家というのは、味方も多いが敵も多い。彼女の父親を快く思わない者たちから、ここぞとばかりに〝エリンさんの性格が悪くて彼が逃げ出した〟というようなひどい言葉の数々が浴びせられた」

「信じられない」

　そう漏らすと、雅也さんはうなずいている。

「俺、あんまりだと思って、彼女の悪口を吹聴していた人たちを一蹴したんだ。そうしたらエリンさんが、『私は彼と婚約したの。あんな男、こっちから願い下げよ』と啖呵を切ってしまった」

　エリンさんは、助けてくれた雅也さんにすがったのだろう。プライドの高そうな彼女は、〝哀れな人〟という視線がつらかったに違いない。それをひっくり返すには、元彼以上の男性との婚約が有効だったのだ。

「そんなことが……」

「その場だけの話で済めばよかったんだけど、彼女は父親にも俺との結婚を宣言してしまった」

「なんでそんな……」

　引っ込みがつかなくなったのかもしれないが、さすがに強引すぎる。

「俺は付き合った覚えもないし、ましてや結婚なんて考えられないと、何度も彼女に話した。だけどどうやら彼女の友人が、〝結婚なんてできるはずがない〟と陰口を叩き始めたようで、頑かたくなになってしまったんだ」

「お友達が？」

　驚いて尋ねると、彼は眉をひそめる。

「正確には、友人の振りをした取り巻きかな。エリンさんの父が有力者だから、彼女と友達付き合いしていただけ。周囲からばかにされ始めたエリンさんに、もう用はないのだろう」

「なんて世界なの……」

　おそらくその友人たちも、こうしたパーティに出席するようなきらびやかな世界で生きているのだろう。

　けれど、その裏側はドロドロだ。

「それでエリンさんは、どうしても俺と結婚する気でいる。だけど俺としては困るわけだ。なにせ彼女に恋心を抱いたことは一度もないからね」

　雅也さんには想い人がいるのだから、相当困惑しているに違いない。

「俺がイギリスを去ればあきらめてくれると思ったんだが……」

　日本まで追いかけてくるほど、エリンさんは本気なのだ。

　雅也さんが好きだからではなく、自分の名誉を回復したいからという理由が切ない。とはいえ、雅也さんにもどうしようもないのはよくわかる。

「結婚って、そんな打算的なものじゃないのに。わかってもらえればいいんですけど……」

「俺もそう思って、本当に好きな人を見つけたほうがいいと説得を重ねた。だけど、元彼が浮気相手と結婚したという情報まで入って、完全に冷静さを失ってしまったんだ。『父を怒らせたら外交に差し障るわよ』とまで言われて、さすがに優しくしてばかりもいられなくなった。それで、今回のお願いを」

　それで偽装結婚を思いついたのか。

　雅也さんは国と国をつなぐことを使命としている。彼にそんな言葉を投げつけたら、かえって気持ちが離れていくだけなのに。

「彼女のお父さまはなんと？」

「交際もしていないと説明したら、『娘とはただの遊びだったのか？』と激怒された。こっちも聞く耳なしだ」

　なかなか手ごわい。

「巻き込んでごめん」

「いえ。雅也さんが困っているのはよくわかりましたから」

　彼も打てる手はすべて打ってきたに違いない。

「エリンさんは……」

　彼女がどうしているのかと周囲を見回すと、五十代くらいのダークブロンドヘアの気品あふれる男性と話をしている。

「特命全権大使と話してるね。彼はこの大使館のトップだ」

「トップ？」

「彼女はお父さんに頼んで、大使にこのパーティに呼んでもらったんだ。彼女は本来、今回のパーティの参加資格はないから、とジョセフが話してた」

　ジョセフさんを通じて、彼女の思惑が筒抜けらしい。

　先ほど警護らしき人が彼女を止めに来たのは、大使が見ていたからかもしれない。

「これであきらめてくれるでしょうか」

「簡単に引いてくれるとは思えない。だから彼女がイギリスに戻るまでは……」

　妻の振りをしろということだ。

「本当に、同居するんですか？」

　一度は承諾したものの、やはり腰が引けている。

「もちろん。そのつもりで食器もそろえたし、ゲストルームのベッドに新しいシーツもかけておいた」

　仕事が早すぎる。

「いつ来る？」

「いつって……」

「荷物があるだろうから、迎えに行く」

　耳元で甘くささやかれて、心臓が跳ねる。エリンさんと話していたときとは違い、どこか楽しそうだ。

「いつでも、いいですけど……」

「今日は飲んでしまったから運転できない。明日行くよ。仕事は何時に終わる？」

　明日？

　心の準備が整っていないけれど、いつまで経っても整う気がしない。それなら思いきって同居を始めてしまったほうがいいかもしれない。

「明日は十八時には終わるかと」

「それじゃあ、十九時にマンションに行く。食事も一緒にどう？」

「はい」

「あっ、始まる」

　エリンさんが大使から離れると、大使はマイクの前に立ち挨拶を始めた。

　挨拶が終わると、フリータイム。それぞれ料理を楽しみながら交流を深める。

　雅也さんはイギリスに滞在中にお世話になった人が何人かいるからと、私を妻だと紹介して回った。

　いつわりの妻なのに、結婚をこれほど積極的に広めてよいものかと戸惑いもしたけれど、すべてはエリンさんをけん制するためなのだろう。

　ただ、雅也さんに恋をしている私にとっては、幸せな時間だった。彼のパートナーとして隣に立ち、自慢げに紹介してもらえるのがうれしかったのだ。

　エリンさんはちらちらと雅也さんに視線を向けている。しかし、ほかの人に囲まれていて、すぐに近寄ることができないようだ。

　雅也さんは次から次へと相手を変えて、淀みのない英語で話を弾ませる。

　私は早口での会話についていけず、しかも専門的な内容になると単語すら聞き取れなくなり、ただ笑顔で立っているだけになった。

　同時通訳もあたり前にする外交官は、直訳するのではなく、それぞれの国の文化の違いや社会的背景を考えて、言葉を補いながら伝えるという。

　そんな彼らの実力を見せつけられてへこみもしたけれど、そうした光景を目の当たりにできることに興奮もした。

　雅也さんと一緒にいると、いい刺激をたくさんもらえる。

「雅也、ちょっと」

　しばらくしてジョセフさんが呼びに来た。

　ひと言ふた言会話を交わした雅也さんは、私の耳元で話し始める。

「ごめん。トラブルがあったみたいだ。行かないといけなくて……」

　彼はそう言いながら、エリンさんに視線を送る。

「大丈夫です。行ってきてください。私はお手洗いに」

「うん。すぐに戻る」

　彼は申し訳なさそうな顔をして、ジョセフさんとともに離れていった。

　周囲には日本人もたくさんいるが、セレブな人たちとのかかわり方も知らない私は、一旦パーティ会場を出てお手洗いに向かった。

　華やかな世界は刺激もあるけれど、その分疲労も大きく、ため息が漏れる。

　雅也さんの妻として同伴しているからには、彼の顔に泥を塗らないようにと必死に笑顔を作り続けていたため、座り込みたいようなけだるさに襲われた。

　普段仕事で走り回っているのもあり、そこそこ体力はあるつもりだったのに。いや、箱根神社の階段で音ねを上げたのだから、過信は禁物だ。

　鏡には、自分だとは思えない大人の女性が映っている。

　馬子にも衣装ってやつね。プロのメイクの効果もすごいな。

　メイクをしてもらったときは少し濃すぎると腰が引けたけれど、むしろここでは控えめだった。そうしたこともわかっていて、すべて計算済みだったのだろう。

　エリンさん、きれいだったな。

　口紅を引き直しながら、そんなことを思う。

　雅也さんの気持ちは置いておいて、一般的にエリート外交官の隣にふさわしいのは、容姿端麗で英語も日本語も堪能なエリンさんのほうだ。しかも大物政治家の娘とあらば、お似合いの相手だろう。

　私は周囲からどんな目で見られているのか気になる。

　しばらく時間をつぶし、そろそろ雅也さんが戻るかもしれないとお手洗いを出た。

「キャッ」

　廊下に一歩足を踏み出した瞬間、顔になにかをかけられて声が漏れた。

「I'm sorry. My hand slipped」

　私に謝罪してきたのは、にやりと笑うエリンさんだ。彼女は空のワイングラスに口づけをしている。

　どう見てもわざとかけたのに、手が滑ったって……。

　せっかく雅也さんが選んでくれたドレスが、赤ワインで染まってしまった。

「なにするんですか!?」

「あら、外交官の妻なのに英語がわからなかったかしら？　手が滑ったのよ」

　しらじらしく言う彼女に怒りが込み上げてくる。

　ハンカチを出すのも忘れ、顔にかかったワインを手で拭って口を開く。

「上流階級の方は、こんな失礼な行為をされるのですか？　欧米ではノブレス・オブリージュという考え方をされると思っておりましたが、違うのですね」

　あまりに失礼な行為に腹が立ち、強い口調で訴えてしまった。

　ノブレス・オブリージュとは、〝身分の高い者には、それ相応の義務が伴う〟という道徳観のことだ。だからイギリスの王室は慈善事業に熱心なはず。

　国を動かす政治家の娘であれば、人々のお手本となる立場にいるのではないだろうか。それなのに、気に入らない人間にワインを浴びせるなんてありえない。

　雅也さんの話を聞いて同情するところもあったけれど、こんなふうにケンカを売られては頭に血も上る。

「泥棒猫のくせして、偉そうね」

「泥棒猫？」

「そうよ。雅也は私と結婚するはずだったの。どんな手を使って彼に取り入ったのか知らないけど、すぐに別れてくださらない？　今なら穏便に済ませてあげる」

　ワインをかけておいて穏便に済ますとは、どの口が言っているのだろう。

「お断りします」

　きっぱり断ると、彼女の眉尻が上がる。

「私の力を甘く見ないでちょうだい。人間って権力に弱いの。私のひと言で、あなたひとりくらい社会から抹殺できるのよ。オーベルジュにお勤めだそうね」

　私は顔が引きつるのを感じた。

　アルカンシエルで罪をかぶせられ、ホテルマンとして積み上げてきたものを一瞬で失った。八坂社長の配慮でやり直すことができたけれど、もう二度とあんな経験はごめんだ。

「それがなにか？」

　私は精いっぱいの虚勢を張った。

　すると彼女はにやりと笑う。

　ようやく取り戻した自分の場所を、彼女のせいで失うのは怖い。けれど、こんな理不尽な脅しに屈するのは、まったく納得できない。

「あなた、しつこいのね。外交官を捕まえたくて必死なの？」

「違います」

　私は雅也さんが外交官だから好きになったわけではない。

　つい先ほどまで、周囲の人たちはエリンさんのほうが雅也さんにふさわしいと感じているだろうなと考えていた。

　しかし背景になにがあろうと、他人にこんな危害を加える女性が彼にふさわしいわけがないと思い直す。

　ワインをかけられたことで、闘争心に火がついた。

　彼女には雅也さんを渡さない。

　そもそも、権力を振りかざして脅しをかける行為を彼が許すはずもないのに。

　もしエリンさんが外交官の妻となったら、自分に従わない者はこうやって排除していくつもりなのだろうか。外交というものがまだよく理解できていない私にだって、それが間違いだとわかる。

「エリンさんこそ、雅也さんが本当に好きなんですか？」

　問うと、彼女の眉間にくっきりとしわが寄った。

　彼女は私を責めるが、雅也さんの話が本当ならば、単に雅也さんを利用しているだけだ。彼にも失礼ではないだろうか。

「彼は優しいもの。もちろん好きよ」

　彼女は一瞬、苦しげに眉をひそめた。

　自信満々に私を煽あおっているとは思えないほど弱々しく見えたのは、気のせいだろうか。

　しかし、再びふてぶてしい表情に変わる。

「私……エリンさんには負けません」

　ただのいつわりの妻が、なにを言っているのだろう。

　けれど、私の中の雅也さんへの気持ちは、もう否定できないほど大きくなっている。彼女が上流階級のお嬢さまであろうが、その気持ちだけは負けたくない。

「偉そうに」

「恋をするのに偉いも偉くないもありません。私は雅也さんが好きです。だからエリンさんには渡しません」

　私は、雅也さん本人には絶対に言えない言葉を口にした。

　雅也さんの心の中に私たちではない別の女性がいるのを知っているのだから、無駄なひと言なのかもしれない。しかし好きな気持ちは嘘ではなく、たとえこの恋が叶わなくても宣言しておきたかった。

「はぁっ？」

　目を細めて私をにらむエリンさんは、きれいな顔が台無しだ。

「失礼します」

　これ以上ここで押し問答しても意味がないと、彼女の横をすり抜けてパーティ会場のほうに向かった。

　しかし、汚れたドレスであの場に戻るのもはばかられて、雅也さんにメッセージを入れて先に帰ろうとスマホをバッグから取り出したとき、「一華」と私を呼ぶ声がして彼が駆け寄ってきた。

「どうしたんだ、これ」

　彼は汚れたドレスに視線を送り、目を丸くしている。

「ワインをこぼしてしまいました。せっかくドレスを買ってくださったのに、申し訳ありません」

「エリンさんか？」

　エリンさんについて触れなかったのに、彼はすぐに見破った。

「いえ、私の不注意です」

　エリンさんをかばうような発言をしたのは、ここで大事にしてパーティを台無しにし、その結果雅也さんの顔に泥を塗るような事態になるのを避けたかったからだ。

「ドレスはどうでもいい。顔からかけられたのか？」

　大雑把にしか拭わなかったからか、顔が濡れたことにも気づかれてしまった。彼はハンカチを取り出し、私の頬にそっと当てる。

「ありがとうございます」

　私はハンカチを受け取り、せっかくのメイクが崩れない程度に押さえた。

　さすがに不注意で顔からワインを浴びる人はいない。エリンさんがやったと確信しただろう雅也さんが、眉尻を上げて拳を握る。

「彼女と話してくる」

「いいんです。話は私がしました」

「えっ？」

「だから、もう大丈夫です。ここで騒ぎにして、イギリスと日本の外交に影響があっては困ります。でも、この姿で戻っては注目を浴びてしまうので、私はお先に失礼させていただきますね」

　頭を下げると、不意に腕をつかまれてハッとした。

「一華は俺のパートナーなんだよ。ひとりで帰すわけがないだろ。俺のせいですまなかった。もう出よう」

「でも、外交官のお仕事が……」

　彼はイギリスと日本の架け橋となり貢献したからここに呼ばれたのだ。それに、外交官として多くの人と歓談するチャンスのはず。右も左もわからない私とは違うのだから、彼まで帰る必要はない。

「大丈夫。どうしても話したい人がいれば、ジョセフに仲介を頼むよ。それに、今日は仕事で来たんじゃない。単にパーティを楽しむためだよ。ちょっと言い争いがあって、なだめ役兼通訳に呼び出されてしまったけど、そもそも今日は客側だ」

　私を心配させまいとしているのか、彼はにっこり笑う。

「エリンさんには、改めて俺から話をする。今日は一華の顔を立てるけど、妻をこんなふうに侮辱されては、夫として黙っていられない。それは許してくれる？」

「……はい」

　私は渋々うなずいた。

　いくらエリンさんに焦りがあるとしても、気に入らない相手にワインを浴びせるのはやりすぎだ。そこはくぎを刺してもらったほうがいいかもしれない。

　それに、勤め先の話まで持ち出されたので少々気になっている。

　とはいえ、『夫として』という言葉には、胸が疼いた。

　このまま夫婦でいられたらどんなにいいか。私も彼に近い将来振られるのだから、なんとも複雑だ。

「濡れたドレスで風邪をひいてはまずい」

　彼はあたり前のように自分のジャケットを脱いで私にかけ、手を差し出す。

　こうしてエスコートされることに慣れていない私は照れくさくてたまらないけれど、海外で生活していた彼にとってはなんでもないことなのだろうと、手を重ねた。

　大使館の前でタクシーに乗り、私のマンションまで送り届けてもらった。わざわざ車から降りてきた彼は、深々と頭を下げる。

「今日は本当に申し訳なかった」

「やめてください、そんな。ちょっとびっくりしましたけど、私は雅也さんのお仕事を見られて楽しかったです。改めてすごい方なんだなと」

　こうして気さくに話してくれるが、外交の最前線にいる人なのだと見せつけられた。

「すごい？」

「ええ。どの方ともお話を弾ませていて。当然ですけど、おどおどしていた私とは全然違って、すごく輝いていらっしゃいました。……なんて、生意気にすみません」

　少々失礼な物言いだったかもしれないと焦ったものの、彼はうれしそうに目を細めている。

「そう言ってもらえると、うれしいな。夫に惚れた？」

　心の中を見透かされているのかと、心臓が大きな音を立てる。でも、ただの冗談だろう。

「ええ、惚れました」

　だから私もそう返した。

　けれど、これは本音だ。彼のコミュニケーション能力の高さと、高貴な人たちに対してもまったく動じない堂々たる姿を見て、ますます好きな気持ちが膨らんでいく。

「だったら」

　笑い飛ばされて終わりだと思ったのに、真顔の雅也さんが私の手を握るので、鼓動が速まっていく。

　彼は私を見つめたまま、しばらくなにも言わない。絡まる視線がなぜか熱くて、溶けてしまいそうだ。

「……ごめん。なんでもない。ドレスは買ったお店で頼めばクリーニングしてくれるから、明日持ってきてくれる？」

「わかりました」

「引きとめてごめん。寒いよね」

　彼はようやく手を放してくれた。

「大丈夫です。今日はいろいろすみませんでした。明日からよろしくお願いします」

　雅也さんと同じ屋根の下で暮らすなんて、いまだに実感がない。しかも明日からというのが……。

　たった二十四時間で、この動揺は収まるだろうか。

「こちらこそ。楽しみにしてる。それじゃあ、すぐにお風呂に入って温まって」

「そうします。これ、ありがとうございました。おやすみなさい」

「おやすみ」

　ジャケットを返して挨拶をしてもタクシーに乗らない彼が少し名残惜しそうに見えるのは、そうであってほしいという私の願望のせいだろう。

　私がマンションのエントランスに入るのを見守ってから、彼はようやくタクシーに乗り込み去っていった。

　きっと、こうした振る舞いが海外では普通なんだろうな……。

　レディファーストが身についている雅也さんにエスコートされると、私は彼の特別な存在なのだと勘違いしそうになる。でもきっと、彼はどんな女性にも同じように接するはずだ。

「なにがっかりしてるの？　彼の奥さんは、期間限定なんだよ」

　家に帰り、これ以上気持ちが加速しないように自分を戒めた。




　オーベルジュ桜月夜での仕事は多岐にわたる。

　アルコバレーノでもコンシェルジュを務めたが、桜月夜のほうが全十五室と規模が大きく、お客さまの数もその分増える。スタッフも多いが、皆一様に走り回るという感じだ。

「岸本さん、遊覧船のチケットって……」

「十三時発が取れてるよ」

「助かります」

　観光先のチケットを頼まれることもあり、その手配は私の仕事だ。

「パンフレットの一部を英訳しておいたから、これも渡してもらえる？」

　その遊覧船の説明パンフレットの重要な部分を、翻訳機を使いながら英訳した資料を手渡すと、スタッフのひとり、守もり屋やあゆみさんは驚いている。

　小柄でかわいらしい彼女は、私より二歳年下の二十六歳。アルカンシエルで宴会場を担当していたところ八坂社長に認められて、桜月夜のスタッフとして抜擢された真面目で優秀な人だ。

「えっ、すご……」

「多分、おかしな英語もあるけどね。まあそこは、英会話できないのねと笑ってもらおう」

　雅也さんに見せたら、直されるところがたくさんあるだろう。けれど、彼は努力を絶対に笑ったりはしないはず。

　英会話の能力が急に外交官並みになるわけがない。日々研けん鑽さんを積みつつ、今できる範囲でのおもてなしをすることが大切かなと思っている。

　アルコバレーノでも、エルサルバドルのご夫妻が私のつたないスペイン語での挨拶をとても喜んでくれたし。

「アルカンシエルにいた頃は、言われたことを淡々とこなすだけだったから、岸本さんを見てると接客業の奥深さを感じます。お客さまの笑顔が見たいなら、自分から率先して動くべきですね」

　そういう彼女も、雨の日は玄関で傘を預かり、傘についた水滴をさっと拭くなど、細かな配慮が十分にできている。

「お客さまに喜んでもらえるとうれしいよね」

「はい。また頑張ろうと思えます。客室に行ってきますね」

　英会話は苦手という彼女も、臆することなく外国人客と対峙している。身振り手振りで、十分役割を果たせているのだ。それも、彼女の一生懸命さがお客さまに伝わっているからだと思う。

　ここのスタッフは皆、仕事に対する熱意を持っていて、とても働きやすい職場だ。

　八坂社長が、私をアルカンシエルではなく桜月夜に戻したのは、そうしたスタッフが勢ぞろいしているからかもしれない。

　ここで働いていたい。

　エリンさんの脅しの言葉を思い出した私は、そう強く感じた。

　仕事を終えて帰宅し、十九時になった頃、約束通り雅也さんがマンションまで迎えに来てくれた。

　いよいよ彼との同居が始まると思うと緊張もするが、胸も躍っている。

「荷物、これだけで大丈夫？」

「はい。多分……」

「近くだし、また取りに来ればいいけどね。なんなら、丸ごと引っ越す？」

　同居はエリンさんがイギリスに戻るまでの期間限定なので、このマンションはこのまま契約しておくつもりなのだけど、丸ごとというのはどういう意味だろう。

「えっと……」

「家賃補助は出てるだろうけど、もったいないだろ？　よければうちにずっと住んでもらっても」

「とんでもない！」

　思わず語気が強くなった。

　ありがたい申し出だけれど、偽装結婚を解消したあとも同居を続けるなんてさすがに無理だ。好きな人を目の前にして、結ばれない苦しみに悶々とすることになるのだから。

「無神経にごめん」

「あっ、いえっ。そんな図々しいことはできませんので……」

「図々しくはないよ。一華がひとり増えたって家賃が変わるわけじゃないし」

　それはそうだろうけれど、やっぱり無理だ。

「ま、ゆっくり考えて。それじゃあ行こうか」

　雅也さんは、私の荷物を軽々と抱えて車にのせてくれた。さらには助手席のドアを開けて、エスコートしてくれる。やることなすことスマートで、接客業の勉強になりそうだ。

「それじゃあ、出発」

　彼はエンジンをかけて車を発進させた。

「あっ、ドレス……」

「そうだった。持ってきた？」

「いえ。桜月夜が契約しているクリーニング会社に聞いてみたら、染み抜きしてくれると言うので、今朝出しました」

　汚れはきれいに取れると言われてホッとした。

「そっか。代金は俺が払うから請求して」

「大丈夫です」

「俺、あのドレス気に入ったんだよ。一華にまた着てほしいから、俺が払うよ」

　また着てほしいとは。お世辞でもうれしい。

「ドレス代も払っていただいたんですよ？　私もまた着たいので、私が」

　彼の真似をするとクスッと笑っている。

「また着てもいいと思ってるんだ」

「あ……」

「次も誘っていい？　もう二度と離れないから」

「……はい」

　そんなに頻繁にパーティに招かれるものなのかどうかわからないけれど、今は彼の妻なのだから同伴を求められたら断る理由がない。

　二度と離れないというのは、昨日のようなトラブルを回避すると気を使ってくれているのだろうし。

「……俺の前だけで着てくれてもいいけど」

「ん？」

「いや、なんでもない」

　彼はなんだか楽しそうだ。

　レストランで食事を楽しんだあと、車は桜月夜近くの桜の名所、櫻坂を上っていく。そして高級住宅街へと突入した。

「大きな家ばかり……」

　どの邸宅にも立派な庭があり、七、八軒は建てられそうな広い敷地に、大きな家が君臨しているという感じ。

「古くから土地を持っている人ばかりだからね。今買おうと思ったら大変な額になる」

　たしかに何十億もしそうだ。庶民にはまぶしすぎる。

「こんなところに賃貸物件が？」

「実は、今住んでいるのは父が所有している物件なんだ。格安で貸してもらってる」

「お父さま？　……雅也さんは、由緒正しき家柄のご令息ということですか？」

　驚きすぎて、ストレートに尋ねてしまった。

「父は会社を経営してるけど、俺は外交官になってその会社にはノータッチだし、あんまり関係ないよ」

「継がなくてもいいんですか？」

「兄がいるんだ。会社は兄に任せる。俺は自由気ままな道楽息子ってわけ」

　道楽息子が外交官だなんて、レベルが高すぎる。

「あれっ、引いてる？」

「引いてるというか……。私、そんな方とお話ししても許されるのでしょうか」

　兄がこの話を聞いたら、本気で結婚詐欺だと騒ぎだしそうだ。

　瞬きを繰り返しながら尋ねると、彼はクスクス笑っている。

「許すもなにも。俺と話してくれてありがとうございます」

「えぇっ」

　雅也さんからお礼を言われて、動揺が止まらない。

「着いたよ」

　車を停めた彼がリモコンを操作すると、ガレージの入口が開いていく。この周辺でもひときわ大きい洋風の豪邸に、開いた口がふさがらなくなった。

「どうかした？」

「ここにひとりで？」

「だから、引っ越してこない？と提案してるんだ。ひとりじゃ寂しいだろ」

　寂しいというか、広すぎて落ち着かない。

「そのうち兄が住めばいいと、十年くらい前に建て替えてるから、きれいだよ」

「お兄さんは住まないんですか？」

「ちょっと会社から遠くて、兄はマンション暮らししてる。このあたりは住環境がいいから、子供ができたら引っ越しを考えるそうだ。だから空き家だったんだよ」

　なんてもったいない。

　貸したらかなりの家賃収入になりそうだけれど、そもそもお金に困っていないのだから、きれいなまま保っておきたかったのかもしれない。

「お兄さんより先に私が住んでもいいのかな……」

「俺が日本に帰ると話したら、『ここ使え。なんなら彼女が一緒でもいいぞ』と兄のほうから振ってきたんだ。俺に彼女がいないの知ってるくせに、嫌みなやつだ」

　彼は苦笑しながら、ガレージに車を入れた。

「ただで借りるのも気が引けたから、一応所有者の父に家賃を払ってるんだ。だから今は俺が立派な住民。なんの問題もない」

　お兄さんにだけ家が用意されているのか……と思ったけれど、外交官という仕事柄、雅也さんは何年かしたらまた海外に飛ぶのだろう。だから彼は、日本に家を所有する必要がないに違いない。

　せっかくお近づきになれたのに、またいなくなってしまうと考えると残念だ。

「行こうか」

　車を降りて私の荷物を持った彼は、ごく自然に手を差し出してくる。私はドキドキしながら手を重ねた。

　豪邸は、想像以上だった。

　もはや何畳あるのかわからないほど広いリビングは、ブラウン系の家具やカーテンで統一されていて、モデルルームのようだ。迫力満点の大きなテレビと、十人くらいは座れるＬ字型に配置されたソファが鎮座している。

「すごい……」

　なにもかもが常識を超えていて、瞬きを繰り返すばかり。

「ダイニングはこっち」

　独立しているダイニングもまた広く、大きなテーブルにイスが八脚置かれている。

「一応、調理道具はそろってると思う。好きに使って。あと、冷蔵庫の中のものも勝手に飲み食いしていいから」

　彼は両開きの大きな冷蔵庫を開けてミネラルウォーターを取り出しながら言う。

「はい。ありがとうございます」

「とりあえず荷物を置きに行こうか」

　私にミネラルウォーターのペットボトルを渡した彼は、二階へと案内してくれる。そして何部屋もあるうちのひとつの扉を開けた。

「ここでどうかな？　クローゼットもついてるし」

　彼はそう言いながら十二畳くらいの部屋に足を踏み入れ、クローゼットを開けて見せてくれた。ゲストルームだと聞いていたが、私のマンションよりずっと広くて完全に負けている。こんな素敵な部屋が気に入らないわけがない。

　中央にあるダブルサイズのベッドには、アイボリーホワイトのベッドカバーがかけられている。片隅にはデスクとイス、そして二人掛けのソファまであった。

「アルカンシエル、負けそう……」

　思わずそうつぶやくと、彼は笑っている。

「遠慮なくくつろいでほしい。これが家の鍵」

「ありがとうございます」

　彼は私に鍵を預けてくれた。信頼してもらえているのがうれしいのと同時に、身が引き締まる思いだ。この豪邸になにかあってはまずいので、鍵はしっかり保管しなければ。

「明日は何時から仕事？」

「十時からなので、九時半には出勤します」

　直前でも問題ないのだが、まだ桜月夜に慣れておらず、早めに行くようにしている。

「そう。俺も九時半に出勤なんだ。一緒に出ようか」

　彼が勤務する外務省もここからさほど遠くなく、とても便利な場所だ。

「はい。朝食はどうされていますか？」

「いつもトーストかじって終わりなんだけど」

　彼は少々ばつの悪そうな顔で言う。

「それなら、私が作ってもいいですか？」

「ほんとに？」

「シェフの中根さんたちみたいにはいかないんですけど……」

　あまり期待させてもよくないと思いそう付け足しても、彼の笑顔は崩れない。

「彼らはその道のプロだから。一華の手料理が食べられるなんて最高だ。でも、負担にならない？」

「どうせ私も食べるので、問題ありません。よければ夕食も作りますけど……」

　口が肥えているだろう彼にはおせっかいかもしれないと思いつつ提案したのに、すこぶるうれしそうな表情でいきなり手を握られて驚いた。

「すごく助かるし、うれしい。一華の夫になれてよかった……」

　ただ夫婦を取り繕っているだけなのに。とはいえ、彼が好きな私は、照れくさくて目が泳ぐ。

「こちらこそ」

　おかしな返事をしてしまったと後悔したものの、雅也さんはずっと微笑んでいた。




　ふかふかのベッドで眠った翌朝は、すっきりした気分で目覚めた。

　淡いブルーのシャツに濃紺のクロップドパンツをはいて身支度を整えた私は、早速一階のキッチンに行って朝食を作り始める。雅也さんはまだ眠っているようで、広い屋敷にトントントンという包丁の音だけが響いた。

　一応健康に気を使っているという雅也さんが、冷凍野菜を常備していて助かった。

　ほとんどマヨネーズをつけて食べるだけというブロッコリーにソーセージとたっぷりのチーズを合わせてココットに。人参を刻んで卵に入れ、オムレツも作ることにした。

　彼は、朝はトーストをかじって終わりと話していたが、キッチンにあったのは天然酵母を使ったふかふかの食パンだった。トースターで焼くとほんのりバターの香りが漂ってきて、朝から幸せな気持ちになる。

　オーベルジュで働いていると、毎日口にするものの大切さはよくわかる。温かくておいしいものは、お腹だけでなく心も満たしてくれるのだ。

「おはよ」

「おはようございます」

　パジャマ姿の雅也さんが、寝ぼけ眼まなこをこすりながら起きてきた。

　普段は完璧にスーツを着こなす彼のまだ眠そうな姿が、少しかわいらしくも思える。同時に、そのギャップにドキリともした。

　オムレツを焼いていた私のそばまで歩み寄った彼が、いきなり背後から抱きついてくるので、息が止まりそうになる。

　もしかして、寝ぼけてる？

「奥さんの作った料理、うまそ」

　雅也さんは、私の肩に顎をのせてなんでもないように話す。

　しかも、奥さんって……。

「き、気に入ってもらえるといいのですが」

　中がとろとろのオムレツは、アルコバレーノで中根さんに教えてもらったものだ。まかないのときに、さも簡単そうに作るので私もチャレンジしたら、まったくふわふわにならず、プロのすごさを思い知らされた。

　それからコツを教えてもらい、それなりに作れるようになったのだ。

「朝からこんなに……。すごくうれしい」

　喜んでもらえてよかったけれど、なかなか解放してもらえずそれどころではない。

「あっ、あのっ……。離れていただけると……」

「ちょっとこういうのにあこがれてたんだ」

　そう言いながらようやく離れてくれたので、まともに息が吸えた。

　でも、こういうのって？

「新婚って、いいよね」

「いえっ、私たちは――」

『偽の夫婦ですから』と言いたかったのに言えなかったのは、雅也さんに唇を指で押さえられたからだ。

「俺たち、新婚だろ？」

　もしかして、からかってる？

　そう思ったけれど、彼はいたって真面目な顔をしている。

「夜は眠れた？」

「は、はい。ぐっすりでした。ベッドの硬さがちょうどよくて快適でした」

　話が変わったのでホッとしながら答えた。ただ、彼に抱きしめられた感覚が体に残っていて、恥ずかしさのあまりまともに目を合わせられない。

「よかった。パーティで疲れさせてしまったし、ベッドが変わって眠れなかったら……と少し心配していたんだ」

　エリンさんのことをずっと気にしているのだろうか。

「疲れはもう飛んでいきましたからご心配なく。食べましょう。私、パンがすごく楽しみなんです」

　意識しすぎかもしれないと、気持ちを切り替えて言うと、彼は笑顔でうなずいた。

「うまい」を連発しながら食べ進んだ雅也さんは、食洗機に食器を入れたあと身支度を整えに自分の部屋に行った。私も一旦部屋に戻って荷物を持ってくると、ちょうどスーツに着替えた彼も廊下に出てくる。

　先ほどの無防備な姿にも目を奪われたけれど、スーツを着こなした彼もやっぱり素敵だ。期間限定だったとしても、こんな人が私の旦那さまだなんて信じられない。

　私がまじまじと見つめていると、彼は不思議そうに首を傾げた。

「どうかした？」

「いえ、なんでも」

　見惚れていたとは言えずごまかす。

「今日もかわいい」

「えっ？」

　かわいい？　私に言ったの？

　同居早々、甘い言葉の連続で、胸の高鳴りが止まらない。

「仕事のスイッチが入った一華も素敵だけど、プライベートで気が緩んでいる姿も最高だ。笑顔がいっそうチャーミングになる」

　海外生活が長いから、大げさに褒めるのに慣れているのだろうか。私は照れくさくてたまらないのに、彼は平然としている。

「あ、ありがとうございます。雅也さんも……素敵です」

　それを伝えるのに、どれだけ勇気が必要だったか。でも、褒められて嫌な人はいないと思いきって口に出すと、彼が距離を縮めてくるので鼓動が速まっていく。

「一華」

　愛されていると誤解しそうになるから、そんな優しい声で呼ばないで。

「は、はい」

「ありがと。一華にそう言われるのが一番うれしい」

　彼に手を握られて、再び心臓がドクッと大きな音を立てる。

「そろそろ行かないと遅刻だな」

「そう、ですね……」

　彼の手が離れていくのが寂しい。ずっとふたりで生きていけたらいいのに。

　そんな気持ちがますます募る。

　駅に向かう雅也さんとは、櫻坂の途中で別れた。そのとき、彼が小さく手を振ってくれたのが恥ずかしいやらうれしいやら。彼と一緒にいると、些さ細さいなことで感情が揺れ動く。

　しかし、仕事に入れば別。桜月夜に到着した私は、早速制服の黒いパンツスーツに着替えて、本日到着のお客さまの情報を頭に叩き入れた。

　天気のいいその日も、慌ただしく働いた。観光に出へかけるお客さまのチケットを準備したり、備品の発注をしたりと、やるべきことが山積みだ。

　桜月夜の最大の売りである日本料理を作る厨房でも板前さんたちが走り回っていて、慌ただしい。

「どうなってんだ！」

　スタッフルームまで板長の怒りの声が響いてきたので、厨房に飛んでいった。板長は少々強面で厳しいが、普段は声を荒らげたりしないのに、どうしたのだろう。

　先に来ていたスタッフの守屋さんが、廊下から厨房を覗き、顔をしかめていた。

「板長どうしたの？」

「注文通りに魚が届いてないようで。夕食に出す予定だったみたいなんですけど」

　厨房に入っていくと、弟子ふたりが板長の前で真っ青な顔をして立っていた。

「注文漏れではありません。ちゃんとここに注文伝票が……」

「ならどうして届かない。たしかに高級魚だがそこまで珍しい魚でもないし、水揚げがなかったなんて考えられない」

「でも、今日はこれだけしか売れないの一点張りで」

　桜月夜の魚介類は豊とよ洲す市場の仲買人から仕入れているが、売れないというのはどうしたことだろう。

「なにが足りないんですか？」

　私が割って入ると、板長は大きなため息をついたあと口を開いた。

「甘あま鯛だいだ。お客さまからのリクエストがあって、甘鯛の松笠揚げをメインにしようと思っていたんだ。でも、一匹も入らなかった」

「市場に確認してみます」

　私が言うと、肩を落とす弟子が首を横に振った。

「いつもの仲買人にはもちろん確認しました。でも、返事は同じです」

「水揚げがなかったと言われたんですか？」

「いえ。売れないと……」

　これはなにかトラブルになっているのかもしれない。ただ、夕食の準備までにそれを解決する時間はなさそうだ。

「甘鯛は必ずなんとかします。ほかの準備を進めてください」

　お客さまからのリクエストであれば、それを叶えなければ。

　私はスタッフルームに戻り、電話をかけ始めた。

「手伝うことはありますか？」

　守屋さんも心配して顔を出してくれる。

「お願い。アルカンシエルの厨房に電話をして、甘鯛を譲ってもらえないか聞いてみて。私は魚屋さんを片っ端から当たるから」

　すでにせりが終わった市場になくても、魚屋にはあるのではないかと思ったのだ。

「わかりました」

　守屋さんはすぐさま問い合わせてくれたが、渋い顔をしている。アルカンシエルにはなかったのだろう。

「本当ですか？　すぐに伺います」

　けれど、私のほうが七軒目でヒットした。やはり甘鯛のせりはあったようで、在庫を持つ魚屋が売ってくれるという。

　ほかの仕事を守屋さんに頼み、私は桜月夜を出てタクシーに飛び乗った。

　約一時間後。無事に甘鯛を手に入れて戻ってくると、板長が目を丸くしながらも喜んでくれる。

「岸本、でかした。ありがとう。すぐに準備に入る」

「お願いします」

　スタッフルームに戻ると、安あん堵どのあまりイスに座り込んでしまった。

「よかった……」

『必ずなんとかします』と啖呵を切ったが、用意できる保証はどこにもなかったからだ。とにかく間に合ってよかった。

　仲買人がなぜ甘鯛を売れないと話していたのかが気になる。魚屋の店主の話によると、注文通り入荷したらしく、決して手に入りにくかったわけではなさそうだ。

　しかし考えている暇はない。すでにチェックインが始まっているので、手伝わなければ。

　私は気持ちを切り替えてフロントに出ていった。

　スタッフで手分けしてお客さまを客室に案内していく。ちょうど歌舞伎のチケットを依頼されていた方がチェックインしたので、チケットを渡しつつ部屋案内をしてフロントに戻った。すると、ブロンドの長い髪の女性がなにやら揉めている。

　私が近づいていくと、フロントスタッフが「岸本さん」と私を呼んだ。

「はい。どうされまし……」

　言葉が止まったのは、振り向いたお客さまがエリンさんだったからだ。

「エリンさん……」

　なにをしに来たのかと身構えるも、もちろん笑顔を崩さず頭を下げた。

「ようこそいらっしゃいました。本日は、どういったご用件で？」

　宿泊者の名簿に彼女の名前はなかったはずだ。

「用件ですって？　宿泊するのよ」

「ですが、ご予約が……」

「駐日英国大使のお名前でご予約いただいていると。ただ、宿泊者の方のお名前は聞いていなかったようで」

　フロントスタッフが私に耳打ちした。

　そもそもこのオーベルジュは会員制で、会員でない人が突然訪れても宿泊できない。しかし会員一名につき、一年に五組まで招待できる。その枠を使ったようだ。

「大変失礼いたしました。それではチェックイン手続きをさせていただきます」

　たしか、日本にいる間は祖母の家に滞在すると聞いた。彼女がわざわざ宿泊するのは、日本料理を楽しむためというよりは、私に会うのが目的だろう。

　嫌な予感がするも、これは仕事だ。

「守屋さん、ご案内お願いできる？」

「あら、あなたでいいのに」

　トラブルを避けるためできるだけ距離を取ろうと守屋さんに案内を頼んだのに、拒否されてしまった。

「かしこまりました」

　指名されては逃げられない。荷物を預かろうと手を伸ばすと、叩かれて驚いた。

「バッグを切り裂かれてはたまらないわ。ああ、切り裂くのはコートだけかしら？」

　アルカンシエルでの事件を示唆するようなエリンさんの発言に、一瞬顔が引きつる。まさか、そこまで調べているとは思わなかった。

　彼女はそれが言いたくて来たのだろうか。

　周囲にはほかのお客さまもいる。桜月夜の品格を落とすようなことだけはあってはならないと気を引き締め直し、笑顔で口を開いた。

「ご安心ください。バッグもコートも大切に扱わせていただきます。お預かりしてもよろしいですか？」

　ここでひるんでは、エリンさんの思うつぼだ。

「仕方ないわ」

　私が動揺を見せないのが気に食わないのだろう。眉をひそめる彼女は、バッグを投げるように私に渡した。

「それでは、お部屋にご案内します」

　フロントクラークから鍵を受け取り、庭付きのスイートルームへと案内した。

「どうぞ、こちらです」

　彼女を部屋の中に促して荷物を置き、設備の説明を始める。

「こちらに露天風呂がございまして、二十四時間入浴可能です。何種類か浴衣のご用意がございますので、よろしければお好きな柄をお選びください」

　露天風呂について説明するも、彼女はベッドに座り、まったく聞いていない。

「畳での就寝をご希望でしたら、和室のほうに布団を用意させていただきますので、お申し付けください」

　海外からのお客さまも多いためベッドルームも備えているが、スイートにはほかに和室がふた部屋ある。ひとりでは広すぎるくらいだ。

「あなた」

「はい」

　エリンさんが私をにらみながら呼ぶので、彼女の前まで行く。

「雅也になにを話したの？　エバンスとかいう外交官から連絡があって、クリーニング代を請求されたんだけど」

　ジョセフさんのことだ。

「ワインは自分の不注意でこぼしたとお伝えしました」

　雅也さんは代金を請求することで、エリンさんがワインをかけたのを知っていると伝えたかったのかもしれない。そもそもお金の問題ではないのだろう。

「ですが、雅也さんはエリンさんの行為だとすぐに気づいたようです。エリンさんが私にワインをかけたのは事実ですよね」

　反論されると思っていなかったのか、エリンさんは顔を引きつらせた。

「あなたが雅也から手を引かないのが悪いんでしょ」

「雅也さんの気持ちは無視ですか？」

　強引に私を排除したところで、雅也さんの気持ちがエリンさんに向くとは思えない。他人を陥れようと画策する女性を、誠実な雅也さんが好きになるわけがないからだ。

「彼との愛はこれから育めばいいわ。とにかくあなたが邪魔なの。突然しゃしゃり出てきて、なんなの？　身を引かなければ、ここにいられなくするわよ」

　私の職場や過去までも即座に調べ、あらゆる伝手を使って乗り込んでくる彼女であれば、ここを辞めさせるなんて造作もないのかもしれない。けれど、私はなにひとつとして間違ったことはしていないと胸を張れる。

「私は……誰かに恥じるようなことは断じてしておりません。お客さまのコートを傷つけてはおりません」

　きっぱり言いきると、彼女はあからさまに眉をひそめる。

「アルカンシエルでは有名な話だそうじゃない」

「お預かりしたのは私ですが、傷つける理由がありません」

「あなたがやってないという証拠は？」

「ございません」

　正直に答えると、彼女は勝ち誇った顔で笑う。

　やっていないという証明は、やったことを証明するよりはるかに難しい。

　当時、八坂社長を含む周囲の仲間たちが、防犯カメラを確認したり、当日勤務していたスタッフに聞き取り調査をしてくれたりしたけれど、最終的に犯人は私ではないと断言できるだけの材料がそろわなかった。

「そんなことをする人が、雅也さんの妻にふさわしいと思う？」

「雅也さんは、私を信じて妻に迎えてくれました。気に入らないからと他人にワインを浴びせるような人が、雅也さんの妻にふさわしいでしょうか」

　問うと、彼女は眉をつり上げる。

　少し言いすぎたかもしれないが、これだけ侮辱されては黙っていられなかった。

　彼女は人目のあるフロントでコートの事件に触れ、私だけでなく桜月夜を陥れようとしたのだから。

「それでは、なにかございましたらそちらの電話よりご連絡ください。失礼いたします」

　悔しい気持ちが収まってはいないが、これは仕事だと気持ちを切り替えて、最後は笑顔を作った。

　ベッドルームを出てドアを閉めると、ドンと大きな音がする。おそらく枕でも投げつけたのだろう。

　それにしても、どうしたものか。最悪私がここを辞める事態になったとしても、桜月夜の品格は保たなければ。

　厄介なことになったが、とにかく今は自分ができることをするだけだ。

　そう考えながら、次の業務に移った。




　チェックイン後はエリンさんからの呼び出しもなく、彼女はずっと部屋にこもっているらしい。

　夕食の時間が迫り、厨房が慌ただしくなってきた。

　甘鯛も板前さんたちの手で見事な松笠揚げにされている。

　松笠揚げとはうろこをつけたまま揚げる手法で、うろこが立ち松笠のように見えることからそう呼ばれているのだとか。うろこのパリパリとした食感と、身のふんわり感が同時に味わえる逸品で、高級料亭でもよく出されるようだ。

　これをリクエストしたお客さまは、普段からよいものを食べ歩きしているのかもしれない。

　夕食時はレストランホールの手が足りないので、私も手伝いに行くことにした。

　これが終われば業務終了だ。

　今日は雅也さんの家でとる初めての夕食になる。なにを作ろうかと考えながら、レストランホールに向かった。

　お客さまが続々とやってきて、席に着いていく。

　日本人もいれば海外からのお客さまもいて、座敷席とテーブル席を選択できるようになっている。私は入口で希望を尋ね、案内していった。

　しばらくするとエリンさんもやってきて、守屋さんが対応している。エリンさんはテーブル席に着くと、口を開いた。

「甘鯛を楽しみにしてきたの」

　彼女がそう言ったとき、背筋が凍った。

　夕食は、あらかじめアレルギーや苦手なものについてのお伺いは立ててあるが、その日に仕入れた最高のものをお出しするので、お客さまはくわしい献立を知らないはずだ。まだ説明をしていないのに甘鯛が出てくると知っているということは……彼女が松笠揚げをオーダーしたのだ。

　それですべてが腑ふに落ちた。みずから松笠揚げを依頼しておいて、市場の仲買人には甘鯛を桜月夜に卸さないように手を回したのだろう。私を困らせたかったのだ、きっと。

　想像をはるかに超えた悪意ある行為が信じられず、しばらく立ち尽くして放心してしまった。

　彼女、いや彼女の父親ほどの権力を握る人物であれば、どんなことでも調べられるし、あらぬ噂をでっちあげることも可能なのだと突きつけられた。

「岸本、どうかした？」

「いえ。あのお客さまの給仕を私が担当してもいいですか？」

　先輩の男性従業員に尋ねると、不思議そうな顔をしている。

「いいけど、もう上がりの時間じゃ？」

「はい。ちょっと知り合いなんです」

　本来なら私はもう終業の時間だ。お客さまを席に案内だけして帰ろうと思っていたけれど、そうもいかなくなった。

「そっか。もちろんいいよ。だけど、働きすぎだぞ。気をつけろ」

「ありがとうございます」

　やはり、私はここで働き続けたい。けれど私のせいで桜月夜の品位を落とされるのも本意ではない。エリンさんの暴走を止めなければ。

　私は早速厨房に行き、板前から先付の料理を預かった。

　桜月夜で特注した黒の漆器のプレートに、一つひとつ丹たん精せい込めて作られた料理の数々がのっている。絵画のように美しく盛りつけられたそれは食べるのがもったいないほどで、特に海外からのお客さまには、日本料理の繊細さに感激してもらえる。

　エリンさんのところにそれを運ぶと、彼女は私を見て驚いていた。

「あなた、雑用係なのね」

　オーベルジュをホテルと勘違いしているのだろう。客室に案内した私がレストランホールにまでいるので、便利屋だと思われているようだ。しかし、オーベルジュのスタッフは皆、お客さまに不便がないように対応することを第一としているので、その解釈でも構わない。

「本日の先付でございます。右手から、フグの煮こごり、海老の酒煮――」

「もうわかったわ。私は甘鯛を楽しみにしてきたの」

　彼女はかすかに右の口角を上げて、私の言葉を遮った。甘鯛が用意できなかったと謝罪させる気満々なのだ。

「甘鯛の松笠揚げですね。只今、料理人が心を込めてお作りしております。でき立ての温かいものをお出しいたしますので、まずはこちらからお楽しみください」

「は……？」

　エリンさんはにっこり笑う私を見て、あんぐり口を開けている。私の反応が予測と違ったからだろう。

「松笠揚げをご存じだとは、日本通でいらっしゃる。本日は甘鯛の中でも特に脂がのった白甘鯛をご用意しておりますのでご期待ください」

　出回りにくく貴重な白甘鯛を魚屋で見つけて購入してきたのだ。それも、松笠揚げを指定するほど好物のお客さまがいると思ってのことだったので、私を陥れるための策略だったと気づいた今は、少し虚しい。

　彼女は私の言葉に目を見開くばかりで、反論してこない。

「料理人は、お客さまからのご依頼とあらば、腕によりを振るって料理をお作りします。それもお客さまに喜んでいただきたい一心です。その純粋な気持ちは、誰かに汚されていいものではないと私は思っています」

「なにが言いたいのよ」

　唇を噛みしめる彼女は、不機嫌に言い放つ。

「それは、エリンさんが一番おわかりになっているのではないでしょうか。それでは、料理をお楽しみください」

　私は頭を下げて彼女のテーブルを離れた。

「岸本さん」

　エリンさんとのフロントでのやり取りを知っている守屋さんが、深刻な様子を察して難しい顔をしている。

「心配かけてごめんね。大丈夫だから」

「でも、甘鯛があのお客さまからのリクエストだったって……。岸本さん、あのお客さまとなにかあるんですか？」

　彼女もエリンさんの策略だと気づいたらしい。

「……うーん。一方的にちょっとね。あとはもう、私は顔を出さないほうがいいかも。接客をお願いしてもいい？」

　エリンさんと揉めて、せっかくおいしい料理を堪能してくつろいでいるほかのお客さまに迷惑をかけてはまずい。

「もちろんです。なんでも言ってくださいね。私たちは岸本さんの味方ですから」

「ありがとう。それじゃあ、お先に」

　彼女に味方と言われて目頭が熱くなり、軽く会釈をしてその場を離れた。

　桜月夜を出て、空を見上げる。

　頑張れ、私。

　コートの事件のとき四し面めん楚そ歌かになり、追い詰められたと思っていたけれど、八坂社長をはじめ私を信じてくれる人もいた。だからこそ這はい上がってこられたし、会社も辞めずに踏ん張れている。

　守屋さんの『私たちは岸本さんの味方です』という言葉がどれだけうれしかったか。

　雅也さんのかりそめの妻を引き受けなければ、エリンさんからひどい仕打ちを受けることはなかった。けれども、偽装結婚を承諾したことに、まったく後悔はない。

　ひとときでも雅也さんの妻になれたのはうれしいし……なによりエリンさんの行為が個人的に許せず、そんな彼女に大好きな雅也さんを譲りたくはないのだ。

　雅也さんは近い将来、本当に好きな人のもとに戻っていくのだろう。でも、エリンさんには絶対に渡さない。今日の出来事で、そんな気持ちが強くなった。

「遅くなっちゃった」

　食事を作ると雅也さんに伝えたばかりなのに、いきなり初日から帰宅が遅くなってしまった。これは外食にするか出来合いのものを購入して帰ったほうがいい。

　とにかく雅也さんに連絡をと思いスマホをバッグから取り出すと、彼から何件もメッセージや電話が入っている。

　遅くなって心配させてしまったのかもしれないと、電話をかけることにした。

「一華！」

　スマホを操作し始めたそのとき、私の名を呼ぶ声がして視線を遠くに移すと、険しい顔をした雅也さんがこちらに駆けてくる。

「あっ……」

　彼は私のもとまで来ると、いきなり私を抱きしめた。

「仕事が遅くなって……連絡もせずにごめんなさい」

　迎えに来るほど心配だったのかと少し驚きながらも、詫びる。

「そんなことはいいんだ。俺だって思わぬ残業はある」

　だったらどうしてこんなに焦っているの？

「どうしたんですか？」

　いつまで経っても解放してくれず、動どう悸きが激しくなる。それと同時に、彼の力強い腕に抱きしめられていると、ホッとして泣きそうになった。

　エリンさんの前では虚勢を張っていたけれど、やっぱりちょっと心を削られているようだ。意を決して東京に戻り、温かく迎え入れてもらえて、また自分の居場所ができたと安心していたところだったから。

「ごめんな」

　彼は私の耳元で苦しげに謝罪する。

「ごめんって……」

　問うと、彼はようやく腕の力を緩めて私と向き合った。

「午後からずっと会議で、さっき知ったんだ」

「なにを？」

「エリンさんが一華を傷つけたこと」

　どうして知っているの？

「彼女、宿泊してるんだろ？」

「……はい。今、お食事を」

「俺、話してくる。タクシーで先に帰っててくれないか」

　彼はそう言いながらタクシーを捕まえようとしたけれど、私は首を横に振った。

「ダメです。エリンさんは、今日はお客さまなんです。個人的なことで、お客さまを困らせるわけにはいきません」

「一華……」

「なんて、言いたいことは言っちゃいましたけど」

　ペロッと舌を出してみせると、雅也さんの表情が少し緩んだ。

「まさか職場にまで乗り込むとは思ってもいなくて、一華を傷つけてしまった……。本当にすまない」

　雅也さんがいきなり深々と頭を下げるので驚いた。

　おそらく彼は、仲なか睦むつまじい妻との関係をほのめかせば、あきらめて帰国すると踏んでいたのだろう。それなのに、エリンさんは動じるどころか別れさせようとしているのだ。執念が常軌を逸している。

　それだけ恋人を奪われた出来事がトラウマになったのか、友人だと思っていた人たちから陰口を叩かれたのがつらかったのか……。

　しかし、さすがにやり方が汚すぎて同情の余地はない。

「やめてください」

　慌てて肩を持ち上げると、彼は苦々しい表情で唇を噛みしめた。

「俺が妻の振りを頼んだのが、そもそも間違っていたんだ。エリンさんには偽装結婚だったと打ち明けて、一華にはもう二度と危害が加わらないようにする」

　本来ならありがたい申し出なのに、胸にズキンと痛みが走る。エリンさんに『身を引かなければ、ここにいられなくする』と言われたときよりずっと強い痛みが。

　私……嘘でもいいから雅也さんの妻でいたいんだ。

　エリンさんの問題が片付いたらきっと離れていくのに、それでも今は彼の隣にいられるのが幸せで、この場所を手放したくない。

「待ってください。私……傷つかなかったとは言えませんけど、雅也さんに感謝してるんです。雅也さんが自信をくれなければ、私は東京に戻る決断を下せませんでした。怖かったけど、今は私を信じてくれる仲間がいるとわかって、戻ってきてよかったと思っています。だから、少しは役に立たせてください」

　戻ってきても針のむしろではないかとビクビクしていた。けれど実際は違い、あの事件が濡れ衣だったと信じてくれる人がたくさんいると知った。勇気を出して一歩踏み出さなければ、それを知らないまま生きていくところだった。

「でも……」

「それに私、雅也さんの妻を満喫してるんですよ。大使館なんて未知の世界にも連れていってもらえたし、晩ご飯はなににしようと考える時間も楽しいんです」

　同居なんて……とためらいばかりだったが、そばにいられることで気持ちが弾んでいるし、今朝一緒に食べた朝食は、いつもの何倍もおいしかった。

「本当にこのままでいいの？」

「はい。あの大きな家も気に入ってるんですよ」

　本当は家の大きさなんて関係ない。雅也さんと一緒にいられる時間が愛おしい。

「そう……。先日のワインの件は、エリンさんに会わないほうがいいとジョセフが言うから、彼を通じて抗議したんだが、今度は俺自身が彼女と話をして、一華に謝らせる」

「私は大丈夫ですって」

　あまりに心配するのでそう伝えると、彼は私の手を握った。

「ダメだ。一華は強そうで弱いんだ。夫に守らせてくれ」

「雅也さん……」

　アルカンシエルを去ることになってから、ずっと強がって生きてきたことまで見透かされている気がして、胸に込み上げてくるものがある。

「それじゃあ、守ってください」

　私の弱い部分に気づいていてもそれを軽蔑することなく、守ると言ってくれる彼にゆだねたい。

　私がそう答えると、彼は大きくうなずいた。

「オーベルジュの大事な夕食の時間を壊すわけにはいかない。今日は帰ろう」

「はい」

　あたり前のように差し出された手に手を重ねると、強く握られて照れくさい。けれどいろいろあった今日は、この手の温もりがあるだけで、とても心強かった。










愛したいのは彼女だけ　Ｓｉｄｅ神木




　長い会議が終わりデスクに戻って帰り支度を始めると、スマホに着信があることに気づいた。それが八坂からだったので、すぐに外務省を飛び出して人ひと気けのない裏路地で折り返した。八坂が仕事中に電話をかけてきたのは初めてで、嫌な予感がしたのだ。

『あのエリンとかいう女が、うちの大切な従業員を侮辱したようだが』

　八坂の怒りのこもったひと言に、天を仰いだ。

　彼にくわしく話を聞くと、エリンさんが宿泊客として桜月夜を訪れてコートの事件について触れ、一華を侮辱したのだという。

「すまない。俺のせいだ」

『そうだな、神木のせいだ。だから責任取れよ』

「もちろんだ。謝罪させて、帰国してもらう」

　妻との仲睦まじい姿を見せればあきらめると思っていた俺の考えが甘かったようだ。

　俺と交際できないとなると、すでに父親に結婚宣言までしている彼女は、二度続けての失恋となる。プライドが許さないのかもしれない。

　周囲の陰口がひどくなるのは目に見えているが、だからといってエリンさんと結ばれるという選択肢はない。俺が愛おしいのは、一華だけだから。

　しかも、エリンさんが一華に仕掛けた数々の卑劣な言動を許すことはできない。

『それは当然として、責任って別の意味なんだけど』

「別の？」

『珍しく鈍いな。行動力あるくせして、どうして偽装結婚なんてまどろっこしいことをしているのか不思議だったんだけど……今日よくわかったよ』

　八坂が奥歯に物が挟まった言い方をするので、やきもきする。

「言いたいことは、はっきり言えよ」

『彼女をドロドロした世界に引きずり込むことに躊躇してるんだな。彼女の仕事のことを考えて告白しないでいるんだろうなと薄々感じてたけど、それもあるだろ』

　八坂は昔から勘がいい。その通りだ。

　上流階級の付き合いというのは、誰につくと自分が優位に立てるのかと損得勘定ばかりしている。おそらく一華が考える友達付き合いにはほど遠く、にこにこと笑顔を作りながら腹の探り合いをするのも珍しくない。

　外交官の妻となれば、そうした世界に足を突っ込まなくてはならなくなる。

　空に広がる無数の星を見て顔をほころばせる、一華の純粋な心を汚したくない。そう思う一方で、あきらめるという選択ができないほど彼女を愛してしまった。

　答えが出せないまま、一華を強引に妻の立場に引き入れたのは、自分でもずるいとわかっている。しかし、偽装結婚という手段を使ってでも彼女のそばにいたかったのだ。

「そうだな。あとは赴任地の問題だ」

『なるほど。それが大きいか』

　八坂はすべて察したようだ。

　しばらく続いた沈黙を破ったのは八坂のほうだった。

『お前、岸本さんのことをきっぱり忘れられるか？』

「わけないだろ」

　もう隠してはおけないほど、一華への気持ちが膨らんでいる。たった一日同じ屋根の下で眠っただけで、これほど幸せなのだから。

『だけど、忘れるか守るかの二択しかない。さすがに気づいてるだろうけど』

　もちろん気づいているし、俺は一華を守りたい。そのためならどんなことでもする覚悟はあるけれど、彼女がそれを望むかどうかはわからない。

　一華がオーベルジュで生き生きと働く姿を見ていると、コンシェルジュは天職だと思う。

　しかし、外交官はずっと日本にいられない。実際俺は、一年後にイギリスに戻る予定になっている。もし結婚にたどり着いたとしても、彼女は今の仕事を手放す羽目になるのだ。

　そしてもうひとつの懸念は、イギリスの次はどの国に赴任するか決まっていないこと。世界には戦争やテロが起こっている危険な国もある。もちろんそうした国に赴く場合、彼女は日本にいてもらえばいいが、その間ひとりにしてしまう。

　そうした危険な地域に滞在する可能性のある人間を、彼女の両親が受け入れてくれるかどうかも大きな問題だ。冤罪のせいで傷ついた一華の幸福を、両親は切に願っているだろう。日本で穏やかな生活を送れる男のほうが歓迎されるに違いない。

「俺が外交官を辞めればいいのか」

　その選択もあると気がつきつぶやくと、八坂がため息をついている。

『そんなこと、岸本さんが許すと思うか？　それこそ彼女は、お前から仕事を奪ったと一生悩むぞ。今のお前と同じように』

「そうだよな……」

『神木じゃなかったら、岸本さんを置いてさっさとイギリスに戻れと言う。彼女はうちの会社の財産だからね。だけど、お前が誠実なやつだと知っているから厄介だ』

　八坂がそんなふうに俺を認めてくれているとは知らなかった。

『大切だからこそ慎重になる気持ちは痛いほどわかる。でも、なるようにしかならないぞ』

「なんのアドバイスにもなってないな。でもサンキュ」

　俺がお礼を口にすると、電話の向こうからふっと笑う八坂の声が聞こえてきた。

『とりあえず今日は任せたからな』

「すぐに行ってくる」

　俺は電話を切ると桜月夜に走った。

　帰宅するところの一華に会い、思わず彼女を抱きしめてしまった。俺のせいでいらぬ傷を負ってしまったことが申し訳なく、それなのに俺を責めない彼女を、もう二度と傷つけないと心に誓う。

　エリンさんと話をすると言った俺を止めた一華は、俺よりずっと冷静だ。相手が誰であれ、お客さまを困らせたくないという理由に、彼女の仕事への情熱を感じた。




　帰宅して、食事を作るという一華を風呂へと追いやり、俺が作ることにした。俺の前では笑顔の彼女だが、心が疲弊していると思ったからだ。

　といっても料理上手なわけでもなく、メニューは唯一うまく作れるチャーハンだ。

「お先にごめんなさい」

　すぐに出てきた一華の、ゆったりとしたワンピース姿にドキリとする。彼女のリラックスした姿を見られるのがうれしいとともに、恋心を抱いている俺としては少々刺激が強い。

「ゆっくりすればよかったのに」

「でも、雅也さんに作らせるなんて……。あっ、チャーハン」

「もっとすごいの期待した？」

「ううん。おいしそう」

　オイスターソースを使ったチャーハンは海老とレタス入りだ。

　髪を耳にかけてチャーハンを覗き込む一華の、ほんのり赤らんだ首筋が目の前にあり、衝動的に唇を押しつけたくなる。しかし、ぐっとこらえて離れた。

「一華の髪、いいにおいだね」

「シャンプーはお借りしていますから、同じ香りのはずですよ？」

　一華と同じ香りなんて、最高だ。

　俺は彼女の長い髪をひと束手にして、今度こそ唇を押しつける。

「あっ……」

　耳まで真っ赤に染まった初心うぶな一華の反応がかわいくて、今すぐ抱きしめたくなる。しかし、固まってしまった彼女をこれ以上困らせるのも悪いと、平然を装って離れた。

「食べようか」

「は、はい」

　目を泳がせる一華と一緒にチャーハンを皿に盛り、ふたりでテーブルに着いた。

「いただきます」

　オーベルジュの料理人が作る一流の料理の味を知っているくせして、彼女は本当にうれしそうに大きな口で頬張ってくれた。

「これ、すごくおいしい」

「気に入ってもらえてよかった。俺が唯一まともにできる料理なんだ」

「味に深みがあるっていうか……。私はこんなの作れないや」

　お世辞かもしれないけれど、そう言ってもらえるとまた作ろうと思える。

　安心した俺も食べ始めると、彼女が口を開いた。

「……どうしてエリンさんが宿泊しているとわかったんですか？」

　当然の質問だろう。

「八坂に聞いたんだ」

「八坂社長？　なんで知ってるんだろ」

「桜月夜に、一華にあこがれてる従業員がいるみたいだけど……」

「私にあこがれてる？」

　首をひねる彼女は、食べる手を止めて考え込んだ。

「一華がアルカンシエルでフロントクラークをしていた頃に、宴会場で働いていて、ずっと一華みたいになりたいと思ってたんだって」

「もしかして守屋さん？」

　宴会場担当と伝えたので、それらしき人にたどり着いたようだ。

「名前まで聞いてないんだけど、八坂は一華を目指して頑張る彼女の働きぶりを見て、桜月夜のスタッフに抜擢したと話してたよ」

「そうだったんだ……。私を目指すなんてとんでもない。彼女、すごく頑張ってて、桜月夜にはいなくてはならない人なんです。それで、守屋さんがどうかしました？」

　まだ気づいていないようだ。

「一華を東京に戻すことを八坂も少し心配していて。どうも彼女から一華の様子を逐一聞いてたみたいなんだ」

「え……？」

　一華は大きな目をいっそう見開いた。

「嘘……。どうしよう。なにかやらかしてないかな」

「そんな心配はいらない。八坂が、さすがだと思うようなことばかりで、一華をコンシェルジュにしてよかったと話してた。それで、今日も電話をもらったんだ」

　すっかり種明かしをすると、一華は黙り込んだ。

「ああっ、監視されてたわけじゃないから。一華が困っていないか聞いてただけだと思う」

　探られていたのが嫌だったのかもしれないと付け足すと、彼女の頬が緩んだ。

「わかってます。迷惑をかけた社員なんて切ってしまえばいいのに、社長にまで気にかけてもらえてありがたいなと思って。私、幸せ者ですね」

　彼女の目が潤んできたので、少し驚いた。

　けれど、これまでの苦労を思えは当然なのかもしれない。必死に努力を重ねてきたのに罪をかぶせられ、非難をひとりで受け止めて心がズタズタに引き裂かれたはずだ。もちろん八坂や彼女の仕事ぶりを知っている人たちは信じていたけれど、世間の目は決して好意的ではなかっただろう。

　俺は席を立ち、彼女の横で跪ひざまずく。

「一華の誠実さは、ちゃんと周囲に伝わっている。守屋さんが一華にあこがれるのも納得だ。たくさん傷ついたから自信がないかもしれないけど、皆が助けたいと思うほど一華が魅力的なんだよ」

　そう伝えると、彼女の頬に涙が伝う。

　ずっとひとりで我慢してきたのかもしれない。怒りや悲しみを抱え、彼女のことだからホテルに迷惑をかけたという罪悪感まで背負っていたのではないだろうか。

「一華」

　これまでどれだけつらかったのだろうと思ったら、彼女を抱きしめていた。最初は身を硬くしていたが、そのうち体を預けてきたのでしばらくそのままでいた。

　声をあげず静かに涙を流す彼女が愛おしい。愛おしくてたまらない。

「ごめんな。それなのにまた一華を傷つけるようなことを――」

「大丈夫です」

　エリンさんの行為について改めて謝罪しようとすると、彼女は俺の言葉を遮った。ゆっくり体を離した一華は、頬の涙を拭って笑顔を作る。

「この涙はつらいからじゃないんです。箱根に逃げて、もうずっと箱根で生きていくんだとちょっと思ってました。でも雅也さんに自信をもらって、思いきって一歩を踏み出したら、こんな……」

　どうしても涙がこぼれる彼女の頬をそっと拭うと、にっこり微笑んでくれる。

「陰で支えてくれている人たちの存在も知ったし、私を信じてくれる人たちもたくさんいるとわかって、幸せなんです」

　どれほどの苦労があったのか。どれだけ努力してきたのか……。それなのに、周囲の人たちに感謝の気持ちを抱ける一華は、とびきり心の清らかな女性だ。

「東京は怖いという刷り込みがあったのに、全然そうじゃなかった。私が心を閉ざしてただけなんだって。もうなにがあっても頑張っていけます。雅也さん、ありがとうございます」

　俺がなにをしたというのだろう。ただ彼女の丁寧な仕事ぶりと誠実さに心奪われ、好きになっただけ。東京に戻るきっかけになったかもしれないが、たまたまだ。

「俺はなにもしてない。すべては一華の人望が厚いからだ。努力は実らないこともある。だけどその努力は、ちゃんと誰かが見てるんだよ」

　八坂がしっかりと見届けているはずだ。そんな八坂に嫉妬する。彼女の頑張りを、俺が一番近くで見ていたい。

「本当ですね。頑張ってきてよかった……」

　一華が安心したように漏らすので、たまらずもう一度抱きしめてしまった。

　やっぱり離したくない。いや、離れられない。

　もう一華のいない人生なんて考えられなくなっている。

　俺はとある決意を胸にした。




　翌朝は、一華と一緒に朝一番で桜月夜に向かった。

　彼女は戸惑っていたけれど、このままではエリンさんがまた一華を傷つけかねない。とにかく会って話がしたいと訴えたら折れてくれたのだ。

　ただし、桜月夜で大事になってほかのお客さまの迷惑になっては困ると彼女が言うので、外で面会することにした。

　フロントからエリンさんを呼び出してもらい、俺と一華は桜月夜の近くにあるカフェに向かった。俺の名前を使ったので、おそらくエリンさんは来るはずだ。

　四人掛けのテーブルで一華と向き合ってコーヒーを飲んで待っていると、エリンさんがやってきた。彼女は一華の姿を確認したからか足を止めたものの、難しい顔をして近づいてくる。

　一華は一瞬表情を引き締めたが、すぐに笑顔を作った。

「雅也……」

「おはようございます。少しお話が。どうぞ」

　一華の隣に移動してエリンさんに席を勧めるも、座ろうとしない。俺は仕方なく話し始めた。

「私がなにをしに来たのか、わかってますよね」

「な、なんのこと？」

　エリンさんはしらじらしく言うが、目が泳いでいる。

「遠回しに伝えても伝わらないようなので……。私の妻に手を出さないでください。世界で一番大切な人を傷つけられて、私があなたに好意を寄せると思いますか？」

　ジョセフを通じて、一華にワインを浴びせたことを知っているとほのめかしたつもりだった。それで無謀な行為は止めてくれると考えた俺が浅はかだった。

　険しい顔をしたエリンさんは、ひと言も発しない。

「私が愛しているのは一華です。生涯、彼女以外を愛することはない」

　思わず本音がこぼれてしまったが、後悔はない。

　あまりにきっぱりと言いきったからか一華は目を見開いたものの、すぐに穏やかな表情に戻って口を開いた。

「エリンさん。私に話があるのでしたら、いくらでもお待ちしています。でも、職場に迷惑をかけるのはやめてください。あなたが桜月夜で問題を起こせば、招待した大使の顔に泥を塗ることになります」

　エリンさんは、唇を噛みしめて目を伏せた。

「私たちはどのお客さまにも同じようにおもてなしをします。たとえ、意地悪をされた相手でもです。それが私たちホテルマンのプライドなんです。ですが、エリンさん以外のお客さまも同じように大切です。ほかのお客さまが不快になるような行為だけはやめてください」

　接客業に携わる人間としての、一華の筋の通った言葉は届くだろうか。

「それと……私も雅也さんを愛しています。あなたに負ける気はありません」

　強い意思を感じる一華の言葉に、今度は俺が目を見開いた。

　これが本音だったらどれだけうれしいか。

　一華に続いて俺も口を開く。

「何度もお話ししましたが……誰かを愛するというのは、理屈じゃないんです。損得勘定なんて当然ないし、周囲からどう見られているかなんて気にならないものだ」

　彼女からは、自分をばかにした人間たちを見返したいという気持ちが透けて見える。もし俺が外交官でなければ、眼中にも入らなかったと感じるのだ。若手の有力な政治家でも現れようものなら、あっさりそちらに乗り換えるだろう。

「わ、私は雅也が好きなの」

　エリンさんは焦ったように言うけれど、残念ながら俺の胸には響かない。

「お気持ちはありがたいです。ですが、私は妻を愛しています。彼女を離すつもりはありません」

　気がつけは一華の手を強く握りしめてそう訴えていた。

　イギリスで交際の断りを入れていたときとは違う。俺には生涯守りたい女性ができたのだ。

　目を覚ましてほしい。今すぐには無理でも、きっとエリンさんにもなりふり構わず愛を叫びたくなるような男性が現れるはずだ。

　エリンさんは不愉快を全開にした表情で一華をにらむ。けれど意外にも一華は、ずっと穏やかな顔をしていた。

　エリンさんはまだなにか言いたげだったが、踵きびすを返してカフェを出ていった。

「緊張した……」

　一華がそう漏らすので、頬が緩む。

「緊張してたの？　そんなふうには全然見えなかったけど」

　堂々たる立ち居振る舞いに感心したくらいだ。しかも、改めて彼女の仕事への情熱を垣間見た。

　一華から心血を注ぐ仕事を取り上げてもいいのだろうか。

　俺の気持ちは揺れる。その一方で、一華が欲しいという気持ちが破裂しそうなほど大きく膨らんでいる。

「そりゃあしますよ」

　一華はなぜか少し照れた様子で言ったあと、コーヒーに手を伸ばした。

「雅也さん、仕事行かなきゃ」

「そうだな。だけど、もう少し」

　あと十五分くらいなら問題ない。

　一秒でも一緒にいたくて、彼女の隣で食べかけのサンドウィッチに手を伸ばした。










キスの意味




　雅也さんがどうしてもエリンさんと接触したいと申し出てきたときは、戸惑った。エリンさんはまだ桜月夜のお客さまだし、オーベルジュ内でこれ以上揉めごとを起こしたくなかったからだ。

　しかし、八坂社長を通じてなにがあったのか把握している彼がやきもきする気持ちは理解できたので、外でならと条件を付けてエリンさんと対峙した。

　エリンさんの脅しや嫌がらせには困っていたものの、守屋さんがずっと私にあこがれてくれていたと聞き視界が開けた。

　私は自分にできることを積み重ねていくだけ。理不尽な出来事があっても信じてくれる人がたくさんいる。しかも社長が味方なんて最強だ。

　そんなふうにポジィティブになれた私は、臆することなくエリンさんと顔を合わせられた。

　けれど彼女と話し終えたとき、緊張で手にびっしょり汗をかいていた。というのも、『私も雅也さんを愛しています。あなたに負ける気はありません』と雅也さん本人を前に本心を明かしてしまったからだ。

　きっと雅也さんは、この状況を切り抜けるための嘘だと思っているに違いない。でも、私の心からの叫びだった。

　エリンさんが自分の過ちに気づいてイギリスに戻れば、私は用なしになる。

　別れ際に、気持ちくらいは伝えてもいいだろうか。ううん。彼の心に別の女性がいるとわかっていていつわりの妻役を引き受けたのだから、黙って見送るべきだ。

　そんな葛藤をずっとしているけれど、答えは簡単に出そうにない。

　カフェを出て仕事に向かう雅也さんを見送ろうとすると、人気のない場所で不意に抱きしめられて驚いてしまった。

「あっ、あのっ……」

「今日、ちょっと厄介な仕事があるんだよね。一華のパワーを分けて」

　こんなことで踏ん張れるならと、私もそっと彼の背に手を回す。とんでもなく恥ずかしいけれど、至福のときだった。

「よし。エリンさんがなにか仕掛けてきたら、必ず連絡して」

「……そうですね。はい」

　もう彼の手を煩わせたくなくて曖昧な返事をすると、至近距離で顔を覗き込まれて目を瞠る。

「連絡しないつもりだろ。約束してくれないと仕事に集中できない」

「わかりました。連絡します」

　彼が心配する気持ちはわかるので、きちんと約束をした。

「それじゃあ、行ってくる」

　彼はもう一度私を抱きしめ、名残惜しそうに離れていった。

　彼の体温が移った体が、途端に寂しくなる。

　離れたくない。ずっと一緒にいたい――。

　そんな気持ちがあふれてきて、止まらない。

「あっ、仕事……」

　自分も始業時間に間に合わなくなると我に返った私は、気持ちを切り替えて桜月夜に向かった。

　スタッフルームで今日からの宿泊客のチェックをしていると、守屋さんも出勤してきた。

「おはようございます」

「おはよう。昨日はありがとう。八坂社長に連絡してくれたって……」

　立ち上がってお礼を言うと、彼女は近づいてきて首を横に振った。

「こそこそしてごめんなさい。でも八坂社長がすごく心配していらして。岸本さんは弱音を吐くのが苦手だから、自分から困ったことを訴えてこない。だから、代わりに私に報告してほしいって……」

　彼女は社長とこっそりつながっていたことに罪悪感を抱いているようだけれど、むしろありがたい。

「そんなに心配してもらえてるとは知らなくて……。守屋さんにも社長にも感謝してるの」

「よかった……。私、アルカンシエルの宴会場担当の先輩を岸本さんが助けたときから、ずっと尊敬してるんですよ。ここへの異動を打診されて心細かったんですけど、岸本さんを呼ぶつもりと社長から聞いて、すぐに行きますって返事をしました」

　そんないきさつがあったとは。

「尊敬なんてやめて。でも一緒に働けてうれしいよ。頑張ろうね」

「はい。フロント行ってきます」

　笑顔ではきはきと答える彼女とは、これからも楽しく一緒に仕事ができそうだ。

　チケットの手配が終わった頃、フロントから呼び出しがかかり慌てて出ていく。すると、ダークブロンドの髪を持つ長身の紳士が待っていた。

「あっ……」

　見覚えのあるその人は、英国大使館でのパーティで挨拶をしていた大使館のトップ、特命全権大使だった。

「岸本さんですね。突然すみません」

　自然なアクセントの日本語が聞こえてきてホッとする。

「いえ。よろしければこちらへ」

　大使に立ち話なんて申し訳ないと、スタッフにコーヒーを頼んでからラウンジに案内した。

「失礼いたします」

　ソファに座った大使の対面に私が腰かけると、彼は話を始めた。

「先日のパーティでご挨拶したかったのに、お帰りになったと聞いて……」

　雅也さんのことは知っているかもしれないが、挨拶すらしていないのにどうして私を知っているのだろう。

「私のほうからご挨拶に伺うべきでしたのに、ドレスを汚してしまいまして、早々にお暇いとまさせていただきました。申し訳ありません」

「いえいえ。神木さんとはイギリスにいた頃によく一緒に仕事をしていたんです。それで結婚されたと聞いて、奥さまにお会いしてみたかったんですよ」

　各国に派遣されている特命全権大使は、ずば抜けて優秀な人しかなれないと聞いた。そんな人と仕事をともにしていたとは、雅也さんは本当にすごい。

「そうでしたか。それでわざわざ足を運んでいただいたのでしょうか」

　イギリスを代表して来日しているような方が、私に会ってみたかったからという理由だけで訪ねてくるわけがない。この訪問になんの意図があるのかと、緊張が走る。

「神木さんからすべて聞きました。エリンさんのお父さまから依頼されて、軽い気持ちでパーティにもここにも招待したのに、あなたに嫌な思いをさせてしまったようで」

　大使は、申し訳なさそうに眉をひそめて頭を下げる。

　まさかエリンさんの件だったとは。雅也さんが大使にまで手を回してくれているとは知らなかった。

「どうぞ頭をお上げください」

　いわば雲の上の人に謝罪されるとは驚きすぎて、慌てふためく。

「昨日もいろいろあったようで……。エリンさんの事情も聞きましたが、あなたを傷つける理由にはなりません。本当に申し訳ない」

「大丈夫です。私、エリンさんに負けない自信がありますから」

　そう口に出してから気がついた。パーティのときと昨日と立て続けに意地悪をされたのに、さほど気持ちが落ち込んでいないのは、雅也さんへの気持ちはエリンさんには絶対に負けないという自信があるからなのだと。

　大それた発言をしてしまったと後悔したが、大使は優しく微笑んでくれる。

「神木さんもこんな奥さまと結婚できて幸せだ。今回のことでイギリス人に対する印象が悪くなったかもしれませんが、日本人に似た気質を持つ国民です。毛嫌いしないでいただけると」

「もちろんです。イギリスの方が嫌いだなんて、思ったこともありません」

　日本人だってそれぞれ違う。エリンさんの言動に悩まされたからといって、イギリス人を嫌いになったりしない。

「よかった……。神木さんはしばらくしたらまたイギリスですよね。それなのに奥さまに悪い印象を与えていたらと、心配していたんです」

　また？

　外交官であれば、今後海外勤務になると心のどこかでわかってはいた。しかし大使の口から雅也さんがイギリスに戻ると聞いて、激しく動揺してしまう。

　大使の言う〝しばらく〟がどのくらいの期間を指すのかわからないが、すでに日本を発つことが決定しているのだと、ショックを受けた。私と雅也さんの別れは最初から決まっているのに、現実を突きつけられると言葉がない。

「どうかしましたか？」

　黙り込んだからか心配されてしまった。

「なんでもありません。紅茶がおいしいと聞いています。楽しみです」

　今は妻として返事をしなければと、笑顔で答えた。

　その後大使は、エリンさんと合流して彼女を連れ帰ってくれた。忙しい時間を割いてまでここに来たのは、自分が招待したという責任を感じてのことのようだった。

　エリンさんも大使の登場にひどく驚き、借りてきた猫のようにおとなしく帰っていった。

「嵐が去ったー」

　私と一緒にお見送りに出た守屋さんがぼそりとつぶやくので、噴き出してしまう。

「たしかに嵐だったけど、お客さまだから、ね？」

　なんて、私もかなり言い返してしまった自覚はある。

「そうでした。あっ、タクシーの手配しなくちゃ」

　慌てて館内に駆け込む彼女の姿を見つめながら、大きく深呼吸する。

「頑張ろ」

　エリンさんは台風のごとく桜月夜と私の心をかき回していったけれど、私はそれより雅也さんのイギリス赴任が決定していることにショックを受けていた。




　その日は早めに帰宅できたので、雅也さんのために夕食を作ることにした。

　メニューに迷い、彼の好物すら知らないんだと少し落ち込んだのは、別れの日を強く意識してしまったからだ。とはいえ、好きな人とこうして夫婦でいられるのが奇跡なのだから、今は思う存分楽しみたい。

　迷いに迷って、洋食に。アルコバレーノのシェフの中根さんや横尾さんに教えてもらったレシピを試すことにした。

「できた」

　メインは、鶏もも肉のビール煮込み。じっくり時間をかけて火を通すとビールの苦みが気にならなくなり、しかも肉がほろほろと崩れるほど柔らかく仕上がる。

　ほかにはビシソワーズにアボカドと生ハムのマリネも用意した。

　今日は大変な仕事があると話していたけれど、なかなか帰ってこない。もどかしく思っているうちに、ソファに座ったままうたた寝をしてしまった。

「……ちか」

　私を呼んでいるような気がしたが、疲れているのか、まぶたが持ち上がらない。

「もうずっとここにいればいいのに」

　不意に肩を抱かれて、寄りかかるような姿勢になる。

　雅也さん？

「かわいい顔して寝てる」

　そんな言葉の直後に、こめかみに柔らかくて温かいものが触れたので、たちまち鼓動が速まり始めた。

　キス、したの？　どうして？

　恥ずかしさのあまり寝た振りを続けていると、彼は私の髪を何度も優しく撫でる。まるで恋人が戯たわむれているようで、胸の高鳴りを抑えられない。

　しばらくすると彼のスマホが鳴りだしたので、目を開けないわけにはいかなくなった。

「あっ、起こしてごめん」

「いえ」

　雅也さんは私に謝ったあと、スマホを持ってリビングを出ていった。

　今のは、なんだったの？

　肩を抱かれて、こめかみにキスまでされて……恋人を甘やかすような仕草まで。

　照れくさすぎて、赤く染まっているだろう頬を両手で覆う。

　いつわりでも妻だから？　だからそんなふうにするの？

　動揺していると、雅也さんが戻ってきた。

「せっかく寝てたのに、ほんとにごめん」

「気にしないでください。ちょっと疲れてたみたいで、私こそすみません」

　謝ると、彼は私の前まで来て微笑む。

「なんで謝るの？　気を許してくれてるのかなって、俺はうれしかったけど」

　うれしいの？

「遅くなってごめん。夕飯作ってくれたんだね」

　キッチンに視線を移した彼は、うれしそうに目を細める。

「うまくできた……はずです。すぐに準備するので、着替えてきてください」

「そうする」

　料理を温めるためにキッチンに行ったあと、気持ちを落ち着けるために深呼吸を繰り返した。

　雅也さんと一緒にとった食事は、すごく楽しかった。

　彼は料理を「うまい」と何度も褒めてくれて、私がお腹いっぱいで食べられなくなったチキンまで「それ、もらっていい？」と全部食べてくれた。

　同じ料理に口をつけるのが恥ずかしかったけれど、彼がまったくに気にしていないようだったので私も平然としていた。でも、私が残したチキンが彼の口に入る瞬間は、照れくささのあまり見ていられなくて視線をそらした。

「一華は、本当に料理がうまいね。それに比べてあのチャーハン……」

　彼は眉をひそめて小さなため息をつく。

「チャーハンもすごくおいしかったですよ。だって、私のために作ってくれたんですよね」

　それなのに、おいしくないわけがないと語気を強めた。

「もちろん、たっぷり愛は込めておいた」

　私をまっすぐに見つめる彼の視線が熱くて、心臓の鼓動がうるさくなる。

　それは、どういう意味なの？

　雅也さんの言動に戸惑いを隠せない。

「一華も、愛を込めてくれた？」

「は、はい。もちろん」

　彼が言う〝愛〟は、私が思う男女の間のそれではないのだ。家族や友人との間にある愛を示しているのだろう。

　気が抜けたような残念なような複雑な気持ちだったが、笑顔を作る。

　期待しすぎたらダメ。彼の心には別の女性がいるの。

　私はちょっとしたことですぐに舞い上がる自分の気持ちを戒めた。










一生の誓い　Ｓｉｄｅ神木




　一華との同居生活は、想像以上に楽しい。彼女が作ってくれる料理は、オーベルジュのシェフや板前から隠し味やコツを教わっているそうで、本格的。さらには一華の笑顔という最高のスパイスも加わって最高だ。

　最近の楽しみは、一緒に食べる風呂上がりのアイス。俺はアルコールのほうが好みだけれど彼女は甘党で、付き合ったらこれがとてもうまい。

　ハードな仕事で疲れているせいか、甘い物が身にしみる……と思ったが、きっとそうじゃない。一華と同じものを食べられるという喜びが、おいしさに拍車をかけるのだ。

　しかも風呂上がりでパジャマ姿の彼女の白い肌が、うっすらと赤みを帯びているのがとんでもなく色っぽくて、ずっとドキドキしている。

　エリンさんは、桜月夜をチェックアウトしてからは接触してこない。イギリスの特命全権大使に面識があった俺は連絡を取り、エリンさんの行為について打ち明けた。桜月夜の宿泊も、彼が絡んでいることだからだ。

　もちろん、一華のことは自分が守る。だから、大使にどうにかしてほしいという気持ちではなく、エリンさんがあなたを利用していますという警告に近いものだったが、彼はすぐさま桜月夜に赴き、エリンさんの身勝手な行為をたしなめてくれた。

　あれから彼女は祖母の家に滞在しているらしいが、わかってくれたと信じたい。

　ただ……エリンさんがイギリスに戻れば、一華と夫婦を取り繕う必要がなくなる。

　しかし、俺の心はすでに固まっていた。

　彼女が欲しい。いつわりの関係ではなく、永遠に夫婦として生きていきたい。

『好きだ』という言葉が喉まで出かかっては、必死に呑み込む毎日。眠っている彼女のこめかみにこっそりキスをするだけで、言い知れない喜びが込み上げてくる。

　とはいえ、生き生きと働く一華を見ていたら、安易に恋心を打ち明けてプロポーズできないでいる。

　けれど、そろそろ潮時だ。正直な気持ちをぶつけたい。

　そうでなければもうどこにも進めないほど、彼女を愛してしまった。




　一華と同居を始めて三週間。

　日曜の今日は彼女は仕事で、朝早くから出勤していった。俺も身支度を整えて外出する。一華のお兄さんに会う約束を取り付けたのだ。

　実は連絡先を交換してから、しばしばメールや電話で連絡を取り合っている。

　当初、お兄さんは冤罪事件でぼろぼろになった一華をこれ以上傷つけたくなくて、俺があやしい人物でないか探りを入れているようだった。ところが同じように世界を飛び回っているせいか気が合い、今は信頼してもらえていると感じる。

　とはいえ、ふたりきりで会うのは初めてだ。

　約束のカフェ『プレジール』に到着してコーヒーを口にしていると、岸本さんはすぐにやってきた。コーヒーを注文して俺の座る窓際の席まで来た彼は、立ち上がって会釈した俺に座るように勧めてくれる。

「お呼びだてしてすみません」

「一華になにかありましたか？」

　少し緊張した様子の彼は、妹思いの優しい兄だ。

「ちょっと相談がありまして」

　俺はそう話を切り出した。

　一華に正式にプロポーズをしたいと思っていること。しかし海外を飛び回る生活になるであろうこと。そのために、今の仕事をあきらめてもらわなくてはならないこと。そして、赴任地が必ずしも安全な国だとは限らないことについて打ち明けた。

　俺が一華に想いを伝える前にこんな行動に出たのは、彼女があのコートの件で非難の的となってしまったとき、家族が盾になって守ってくれたと話していたからだ。

　家族が納得しなければ、彼女が結婚を考えてくれるとは思えないのだ。だから俺の気持ちを包み隠さず伝えて、許しをもらえるまで何度でもお願いするつもりだ。

　すべてを話し終えると、岸本さんは腕組をしてひと言も発しない。俺との結婚は反対なのだろう。

　一華本人に聞くと気にするから近況を教えてほしいと俺に連絡してくるくらいなのだ。彼女が心配で、箱根の距離ですらハラハラしていたはず。それをイギリスという遠い国に連れていこうとしているのだから、すんなり承諾できるわけがない。

　しかも、一華が必死に這い上がり、ようやく勝ち取ったコンシェルジュの仕事を奪おうとする男なんて、受け入れたくないに違いない。

「……もし私が反対したら、一華をあきらめてくれますか？」

「いえ、あきらめるつもりはありません。ですが、彼女がこれまでどれだけ努力してきたかわかっているつもりです。彼女自身の気持ちは当然無視できません。もし振られたら、一生一華さんを胸に想い続けて生きていきます」

　真剣に考えて、ようやく出した結論を口にした。すると岸本さんは苦笑している。

「神木さんの人生をささげてもらうほど、一華は魅力的ですか？」

「もちろんです。他人を思いやる優しさも、つらいことがあっても前を向いて踏ん張る強さも、接客のプロとしての高いプライドも、すべてが魅力的です。なにより私の前で見せてくれる笑顔が愛おしくてたまりません」

　実の兄にする話ではないのは承知している。でも今日は、嘘いつわりのない自分でぶつかると決めてきたので、正直に打ち明けた。

「一華がねえ……。妹のいいところに気づいてくれた神木さんには感謝します」

「とんでもない」

「私には一華の気持ちはわかりませんけど、家族として言うなら……」

　彼は運ばれてきたコーヒーを喉に送ってから続ける。

「私も仕事柄海外を飛び回っているので偉そうなことは言えませんが……一華はいろいろありましたし、おそらく父と母は目の届くところに置いておきたいでしょうね」

「はい」

　当然の反応だ。

「治安の悪い国に行かせるなんてもってのほかでしょう」

「その通りです。その場合、一華さんには日本に残ってもらおうと考えています」

　考えを伝えると、お兄さんは黙り込んだ。

　この沈黙は、やはり反対なのだろう。

「単身赴任か……。神木さん、寂しさに耐えられます？」

「えっ？」

「私は無理だな。パイロットは、月の半分くらい家を空けるのですが、それですら妻に会えなくてつらい」

　俺の心配をしてくれているとは、驚きだ。

「つらいでしょうね。ですが、彼女を失うくらいなら大したことではありません」

「ですよね」

　お兄さんは奥さんを思い出しているのか、優しい表情をする。

　それにしても、まさか同調してくれるとは思わなかった。

「一華のことだから、少々危なかろうがついていくと言いそうですけど、責任もって守ってもらえますか？」

「もちんです」

　俺は即答した。本音を言えば、いつも一緒にいたいのだから。

「危険度が上がった時点で、家族を帰国させる外交官もいます」

　俺の話に、お兄さんはうなずいている。

「実は神木さんが外交官だと伺って、一華は海外でやっていけるのかと心配してたんです。ただ、箱根から戻った一華は、ひと回りもふた回りも成長していたし……神木さんの一生を差し出されては敵わない」

　彼は姿勢を正して真剣な表情で続ける。

「一華はしなくていい苦労をしてきました。これからは幸せだけでいい。返品させませんよ」

「はい。一華さんを失ったら、私が生きていけない」

　そう伝えると、彼はかすかに頬を緩めた。

「友達すらいないイギリスに、一華を行かせたくなんてないんですよ。でも、運命を感じる相手はそうはいないものだとわかっていますし、同じ男としてなにがなんでも手に入れたい女性がいる気持ちも、残念ながら痛いほどわかるんです」

　優しい表情で語る彼にとって、奥さんがそうなのかもしれない。

「それに神木さんが、兄貴に先に承諾を得に来るほど誠実な人だと確認できたので、反対できなくなった」

「それじゃあ……」

「両親の説得は協力しますから、神木さんは肝心の一華を捕まえてください。あなたなら、一華を幸せにしてくれそうだ。仕事をどうするかは一華が決めるでしょう。それで仕事を選んだら、あきらめてくださいね。ああ、もし失恋が確定したらやけ酒に付き合いますから」

　お兄さんはにっこり笑う。

　以前思いがけず彼に会ったときは驚いたけれど、出会えてよかった。

　完全に腹が決まった俺は、行動に移すことにした。










ずっと一緒に




　雅也さんとの生活が始まり、もうすぐ一カ月。

　最初は緊張していたのだが、今はとにかく楽しい。私の勤務時間や休日がまちまちなので、彼の生活リズムまで壊さないか心配していたのだけれど、問題なく同居できている。

　おそらく、エリンさんの嫌がらせの件があったからだろう。彼は、仕事が早く終われば桜月夜まで迎えに来るという過保護ぶりを見せる。

　それにはさすがに驚いたものの、ふたりで食事に行ったり、不足している日用品を買いそろえたりと、まるで本当の新婚生活のようでずっと心が弾んでいる。

　今日も忙しく走り回り、十八時半に桜月夜を出た。

　すると近くに停まっていたハイヤーからスタイル抜群のブロンドヘアの女性が降りてきたので足が止まった。

　顔がよく見えなくたってわかる。エリンさんだ。帰国したという話も聞こえてこないが、特に接触がなかったのであきらめてくれたと思っていたのだけれど、違ったらしい。

　カツカツとヒールの音を鳴らして私の前まで来た彼女は、意味ありげな笑みを浮かべて口を開いた。

「How are you?」

　にこやかな笑顔の裏になにがあるのだろうと警戒心を抱く。

「元気です。エリンさんもお元気そうで」

　完璧に化粧を施し、体にフィットしたカットソーにペンシルスカートという、スタイルのよさを強調するような洋服を纏う彼女は、悔しいけれど私よりずっと洗練された大人の女性という感じだ。

「あなたたち、結婚してないんですって？」

　あれからずっと、反撃の材料を集めていたのだろうか。鋭い指摘に、ドキリとする。けれどここで動揺しては、偽装結婚が台無しだ。

「はい。双方の両親への挨拶が済んでいないので、まだ届けは提出していません。ですが、婚約はしています」

　嘘がばれないかハラハラしながら、しかし笑みを浮かべて答える。

「なんだ、ただの口約束じゃない。私は父に頼んで、雅也との結婚式場を検討しているの。イギリスは日本と違って、挙式しなければ結婚は認められないのよ」

　彼女はうれしそうに語っているけれど、雅也さんははっきり断ったはずだ。

「失礼ですが、エリンさんは雅也さんと結婚の〝口約束〟すらされていないのでは？」

　彼女の発言を逆手に取ると、にこやかな表情が一転、尖った視線で突き刺された。

「よく考えなさい。私の父は有力な政治家よ。あなたの家族は雅也を引き上げてあげられるの？　雅也の将来を考えたら、あなたじゃなくて私と結婚すべきなの」

　大切な家族まで引き合いに出されて、怒りがこみ上げる。

「雅也さんは外交官の仕事に誇りを持っているんです。エリンさんのお父さまが政治家だろうがその跡を継ぐわけでもないでしょう。エリンさんと結婚すべきという意見にはうなずけません」

「は？」

「それと、私の父は真面目なサラリーマンです。優しくて、私の自慢です」

　彼女への反論がすらすら出てくる自分に驚いていた。

　こんなふうに堂々としていられるのは、雅也さんへの強い気持ちが彼女に負けていない自信があるからだ。

　それに、父を卑下するような発言も許せなかった。父はコートの事件があったときも私を信じ、実家まで押しかけてきたマスコミの前で『娘は絶対にそんなことはしていない』と毅然と断言してくれた、強くて優しい人だ。

「話にならないわ」

「雅也さんは、エリンさんの面目を施すための道具ではありません」

「めんぼく……？」

「Don't damage the reputation of those around you」

　言葉の意味がわからない彼女にどう説明したらいいかと迷っていると、突然英語が聞こえてきて雅也さんが現れた。彼は私の隣まで来て、腰に手を回して私を引き寄せる。

「妻の言う通りだ。エリンさんは、自分の評判を落としたくないだけ。私はそのための道具にはならない。私の妻は一華だけです」

「結婚は嘘でしょう？」

　エリンさんはむきになって雅也さんに言い放つ。

「まだしていないが約束はしてる。一華と一生一緒に生きていく」

　雅也さんがあまりにも堂々と話すので、私が本気にしてしまいそうだ。

「イギリスの恥になるような行動は慎むようにと、大使に注意を受けたんじゃないんですか？　エリンさんがお父さんの権力を持ち出すなら、私は特命全権大使の伝手を頼ります。彼はお父さんより影響力のある政治家ともつながっている」

　これはきっと最後通告だ。外交の重みを知っている雅也さんが、こんな駆け引きをしたいわけがない。エリンさんは、雅也さんにここまで言わせてしまったのだ。

「正直言って、エリンさんの行動力には驚いています。でも、その力を使う方向が間違ってますよ。事情はお聞きしましたけど……エリンさんを裏切った男なんて、エリンさんから捨ててやればいいんです」

　私がそう話すと、腰に回った雅也さんの手に力がこもる。

「エリンさんが恥じることなんて、なにもありません。だってエリンさんは、本気の恋をしただけでしょう？　ばかにしてくる人たちは、本気の恋を知らない残念な人たちなんです」

　ずっと引っかかっていたことをぶちまけると、エリンさんは目を見開き、なにも反論してこない。

「そうだな。エリンさんが叩かれる理由がない。もし私と無理やり結婚したら、エリンさんもそのばかにした人たちと同じレベルの人間に成り下がるだけ。大丈夫。また本気になれる相手が必ず現れます」

　雅也さんも援護してくれる。

　放心して立ち尽くすエリンさんからの言葉を待っていると、彼女の頬に涙が伝ったのを見てしまった。

「恥じなくていい……」

「はい。堂々としていてください」

　私はそう伝えた。

　非難を浴びるつらさは、私も経験したのでよくわかっている。けれど、乗り越えてほしい。周りの人間に踊らされ、自分の人生を捻ねじ曲げてほしくないのだ。

　私も罪をかぶせられたときはショックで、どれだけ泣いたかわからない。でも、周囲の優しさに甘えながらも必死に頑張っていたら、いつの間にかここまで来られた。

　両手で顔を覆い嗚お咽えつを漏らし始めた彼女にハンカチを差し出すと、素直に受け取ってくれる。

「雅也、一華、ごめんなさい。ごめんなさい」

　エリンさんの口から謝罪の言葉を聞けたとき、彼女はようやく冷静になれたのだと感じた。二度と雅也さんに付きまとうことはないだろう。

「そうよ、あの浮気男。呪われちゃえばいいわ」

　呪われるという、考えもしなかった言葉が飛び出して、目をぱちくりさせる。でも、彼女の気持ちが完全に吹っ切れた瞬間を目撃した気がした。

　エリンさんはハイヤーに乗り込んで帰っていった。私が手を振ると彼女も小さく振り返してくれて、すべてが解決したと肩の荷が下りた。

「彼女は、結婚相手が欲しかったんじゃなくて、味方が欲しかったんだな、きっと」

　優しい表情で小さくなっていくハイヤーを見つめる雅也さんの言葉に、うなずく。

　彼女自身もそれに気づいていなかったのだろう。

「そうかもしれませんね。本当はそれを友人が担うべきなんでしょうけど……」

「俺も気づいてやれなかったな」

　エリンさんは雅也さんが周りの罵声からかばってくれたのがうれしくて、彼にのめり込んだに違いない。

　とはいえ、意図せず結婚を持ち出されてしまった雅也さんは、安易に彼女の味方ができなくなったのだろう。

「やっぱり一華はすごいや」

　雅也さんは私の腰を抱き、にっこり笑う。

「私はなにも……」

「いや。夫として鼻が高い」

　いつわりの妻なのに、そんな優しい言葉をかけられると舞い上がってしまう。

　けれど……これで彼と夫婦でいる必要がなくなった。近いうちに関係解消を言い渡されるはずだ。

　それに気づいた瞬間、胸がひどく痛んだ。




　その後食事に誘われたのだが、彼のためにと買い込んであった牛肉があったので、帰宅して牛肉の赤ワイン煮込みを作ることにした。

　あまり料理はしないという雅也さんだけれど、手伝ってくれる。

「なんだこれ。全部同じくらいの大きさにしたつもりなのに……」

　雅也さんは自分が切ったにんじんを見て、肩を落とす。切り進めるにつれ、小さくなっているのだ。

「ふふふ。大きいのから先に火を通しましょう。あっ、全部小さくします？」

「小さく……？　俺、またやらかしそう」

　真面目な顔で心配している彼がおかしい。

「レストランじゃないんですから、食べられればいいんですよ。もうそのまま時間差でゆでます」

「よろしくお願いします」

　上司に頼みごとをするような言い方に噴き出してしまう。ふたり並んでの調理は終始楽しくて、笑顔が絶えなかった。

　料理が完成すると、ワインで乾杯した。

「お肉がすごく柔らかいね。一華の料理は最高だ」

　目を細めてそんなふうに褒めてくれる彼に、心が躍る。

「ありがとうございます」

「これからもずっと食べたいな」

　彼の発言にドキッとした。

　ただのお世辞なのだろうけれど、雅也さんを好きな私は、本当にそうなればいいのに――と、どうしても期待してしまう。でも、私と彼がつながっているべき理由がもうなくなってしまった。

　きっとこれからどうするのか話し合うべきだろう。けれど、少しでも長く雅也さんと一緒にいたい私は、どうしても切り出せない。

「うれしいです」

　結局、これからについては触れず、食事を続けた。

「イギリスのお食事って、どんな感じだったのですか？」

　あまりおいしくないとの噂だけれど、気になる。

「家庭料理でこんなに手の込んだものは出てこないよ。語学研修で大学に通ってた頃、仲良くなった友人の家に招かれたんだけど、ゆでただけのジャガイモとかブロッコリーがそのまま食卓に出てきて」

「え……」

「びっくりするよね。どうするのか見てたら、それぞれ塩をかけたりマヨネーズをつけたりして食べてた。その家だけかと思ったら、むしろそれが普通で、あれが一番カルチャーショックだったな」

　たしかに、信じられない光景かも。しかも、雅也さんはいわばお客さまなのに。

「大胆……」

「よく言えば、大胆だね。街中のカジュアルなレストランでも、調理のときに調味料を使わないんだよ。食べるときに塩やケチャップなんかで自分で味付けする感じ」

　世界には知らないことがたくさんありそうだ。

「たしかに、カルチャーショックを受けるかも……」

「だから、丁寧に出汁から取る和食のような繊細な味を期待しても難しい。イギリスに渡って、日本の文化の素晴らしさを痛感したよ」

　私たちは出汁が利いたみそ汁をあたり前のように口にしているけれど、海外から見ればとんでもないごちそうなのかもしれない。

「俺、赴任の途中でエルサルバドルに駆り出されてしまったから、一年後にまたイギリスに戻ると決まってて……」

　彼の告白に顔が引きつる。やはり戻ることは確定なのだ。

「イギリスでも、一華の手料理が食べられたら最高だな」

　雅也さんは酔っているのかもしれない。リップサービスにもほどがある。だって、イギリスに好きな人を置いてきているんでしょう？

「いえ……」

　つらくなってしまった私は、テーブルに視線を落として再び食事を始めた。

　顔を伏せたままにしていたが、雅也さんの強い視線を感じるのは気のせいだろうか。確認したいのに笑顔を作れそうになくて、黙々とお肉を口に運び続けた。

　食事のあとはお風呂の時間だ。雅也さんを先に促したあと、のんびり湯に浸かる。大きな湯船で手足を伸ばすと一日の疲れが飛んでいく。けれど気分が沈んだままなのは、雅也さんが一年後にイギリスに戻ると聞いたからだろう。

　風呂を出てリビングに行くと、彼はソファでテレビを見ていた。

「お風呂、ありがとうございました」

「うん。アイス食べる？」

　彼はテレビを消して、キッチンに行く。

　最近はお風呂上がりのアイスにはまって、よくふたりで食べているのだ。

　すっぴんを間近で見られるのにためらいはあるものの、もう何度もさらしているので、近づいていった。

「なににする？　一華はチョコチップだな」

「よくおわかりで。雅也さんは抹茶ですね」

「正解」

　互いの好みを少しずつ把握してきた。彼は甘い物よりアルコールが好きなようだけれど、お風呂上がりのアイスは気に入っているらしく、いつも一緒に食べてくれる。

　彼は楽しそうにアイスを取り出し、私にチョコチップアイスを手渡した。

　ソファに移動して並んで座り、早速食べ始める。

「んー、最高」

　お風呂で温まった体に、冷えたアイスが染み渡る。

「一華、本当においしそうな顔して食べるよね」

「だっておいしいですから」

　東京から逃げるように箱根に行ったばかりの頃。家に帰るとひとりでアイスを食べ、泣きそうになる気持ちを落ち着けたっけ。甘い物は私の救世主だ。

「抹茶もおいしいよ。食べる？」

「いいんですか？」

「もちろん」

　食い意地が張っていると思われたかしらと考えていると、彼が自分のスプーンにアイスをすくい、私の口の前に差し出すので首を傾げる。

「はい、あーん」

「えっ？」

「溶ける。早く」

　急かされ、思わず口を開けてしまった。すると彼は、なぜかうれしそうに目を細めて私の口にアイスを入れる。

「おいしい？」

「お、おいしいです」

　本当は味なんてわからない。まさか食べさせてくれるとは思わなくて、動揺しているのだ。

「だろ？」

　満足そうな彼は、今度はアイスを自分の口にも運んだ。

「そっちも食べてみたいな」

「あっ、そうですよね。すみません」

　我に返った私がアイスを差し出すと、彼は首を横に振る。

「食べさせてくれないの？」

「食べっ……」

　動揺していると知られたくないのに、会話すらままならない。

「照れてるの？　かわいいな」

　かわいい？

　今日の雅也さんは少し変だ。優しいのはいつものことだけど、今日はそれに甘さが追加されている。しかも、山盛りに。

「食べたいな」

　彼は少し首を傾げて、ねだるように言う。かわいらしい物言いなのに視線がどこか艶っぽくて、たちまち心臓が暴れ始める。

　そこまで言われてはと、スプーンにアイスをのせたまではよかったが、どうしても恥ずかしい。視線を落としていると、彼はしびれを切らしたのか私の手ごと自分の口に運んで、アイスを食べた。

「うまいね」

「も、もう。自分で食べられるじゃないですか」

　照れくさくて顔を伏せる。するとクスクス笑う彼は、不意に私の髪を耳にかけた。

「一華、耳が真っ赤」

「み、見ないで」

　からかっているのだろうか。

「俺は一華のすべてを知りたいんだ。楽しいときも悲しいときも、ずっと一緒にいたいから」

　ずっと一緒って？

　声のトーンを落とした彼に視線を向けると、先ほどまでとは違う真摯な表情をしており、緊迫が張りつめていて息苦しい。

「一華は、俺のこと嫌い？」

　彼の質問に、心臓が跳ねる。

　嫌いなわけがない。彼への想いに必死に蓋ふたをしようとしているのに。

「いえ……」

　なぜこんなことを言うのかわからず、彼から顔を背けて答えた。

「俺は、一華が好きだ」

「えっ……」

　信じられない言葉に驚き、思わず彼を見つめる。冗談だと思ったのに彼の目は真剣で、視線をそらせなくなった。

「一華を愛してる。もう気持ちを抑えておけない」

「雅也さん、好きな人がいるって……」

　彼がはっきりそう言ったから、私はてっきりイギリスに大切な人を置いてきたのだと思っていた。

「いるよ。一華のことだ」

「私？」

　彼の恋の対象が、まさか自分だとは。

「そう。アルコバレーノで出会って、一華の誠実なところとか、努力を怠らないところとか……すぐに心奪われた。あのカナダ人に『She's mine』と叫んだのはほとんど素だ。俺の一華に触れるな！とすさまじい怒りが湧いてきて、一華に惹かれていると自覚した」

　あのとき、私のために激しい憤りを見せてくれたのがうれしかった。もしかしたら私にとっても、彼を強く意識するきっかけとなったのかもしれない。

「八坂に冤罪事件のことを聞いてから、それでも踏ん張る一華がまぶしくて。一華のことを考えない日はなかった」

　彼は私の手をそっと握る。心臓が激しく鼓動し始めて、息が苦しい。

「妻の振りをお願いしてまでつなぎとめておきたかったのに、どうしてもすぐに告白できなかった。一華を犠牲にしないといけないから」

「犠牲って？」

「俺、一華を離したくないんだ。一華のいない人生なんて、もう考えられない。本当の妻になってほしいと思っている」

　愛の告白だけでなく、プロポーズまで。驚くような展開に頭が真っ白になる。

「でも、俺は一年後にイギリスに戻らないといけない。イギリス赴任のあとも、日本と海外を行き来することになる。勝手だけど、俺としてはついてきてもらいたいんだ。そうすると、一華に今のコンシェルジュの仕事をあきらめてもらうことになる」

　私の仕事についてまで考えてくれているとは思いもよらなかった。

「しかも、今後赴任する国が安全だとは限らない。エルサルバドルのようにインフラが整っていない国がごまんとあるんだ。そうした国に派遣が決まった場合、一華は日本に残ってもらっても構わないけど、離れて暮らすことになる」

　私は外交官の華やかな部分だけしか見ていなかったのかもしれない。雅也さんは実際にエルサルバドルに赴き、想定外の苦労もしてきたのだろう。だから、その苦労を私にも課すことにためらいがあったに違いない。

「それに、赴任後は外交官の妻としての仕事がある。晩餐会への同行を求められるし、日本人の駐在者の奥さんたちを集めて交流してもらわなければならないケースも出てくる。俺の仕事のサポートをさせてしまうことになるんだ」

　私は雅也さんが好きというだけで、未来の具体的な生活についてなにも考えていなかった。でも彼は私よりずっと真剣に、私との関係を模索してくれていたのだろう。

「エリンさんを見ていればわかると思うけど……そうした集まりは、一華が考えるような友達付き合いとは違う。腹の探り合いもするし、マウント合戦もある。一華には苦痛なはずだ」

　そこに私を送り込まなければならないことも、彼の懸念のひとつだったのか。

　たしかにエリンさんのこれまでのいきさつを聞くと、残念なコミュニティにいたのだなとは思う。ただ、日本にいてもそうしたことはよくあるし、その中でも本物の友人を作るのは不可能ではないはず。だって、そういう異様な雰囲気に辟へき易えきしている人が必ずいるから。……なんて、楽観視しすぎだろうか。

「俺……生き生きと働く一華が好きで。コンシェルジュの仕事に心血を注ぐ一華を尊敬してる。それなのにその仕事を奪うのかとかなり悩んで、一華をあきらめるべきかもしれないと考えたこともあった。でも、どうしても無理なんだ。日に日に好きだという気持ちが膨らんで、勝手にあふれてくる」

「雅也さん……」

　私の手を握る彼の手に力がこもっていく。

「身勝手だとわかってる。でも、一華が欲しい」

　彼の熱い言葉が胸に刺さる。

「私……」

　緊張で酸素がうまく肺に入ってこない。

　私のことを真剣に考えてまっすぐぶつかってきてくれる彼に、正直になりたい。

「私、雅也さんが好きです。私もずっと一緒にいたい」

「一華……」

　彼は目を真ん丸に見開いて驚いている。

「雅也さんに好きな人がいると聞いたとき、すごく落ち込みました。でも、エリンさんを納得させるためだけの妻でも、雅也さんのそばにいられるのがうれしかった。だから、この関係を解消しようと言われるのが怖くて……」

　エリンさんに傷つけられて偽装結婚の解消を提案されたとき、あれこれ理由をつけて拒んだけれど、ただ彼のそばにいたかっただけ。

「本当に？」

「はい。雅也さんが私のことをそんなに考えてくれているとは知らず……あっ」

　私の腕を力強く引く彼に抱きしめられて、声が漏れる。

　背中に回った手に力がこもり、想いが通じたのだと感激の涙がこぼれた。

「一華、好きだ。離したくない」

「離さないでください。私……雅也さんについていきたい」

　コンシェルジュの仕事はたしかに天職だ。やりがいもあるし、まだやりたいことがたくさんある。けれど、今の仕事の経験をもとにほかにもできることがあるはずだ。

「後悔しない？」

　そう問われて、体を離した私は大きくうなずき話し始めた。

「雅也さんが私のこれからについて、心配してくださっていたのはよくわかりました。コンシェルジュの仕事はやりがいがあるし、楽しいです。でも、雅也さんに背中を押されて東京に戻って……新しい環境に飛び込んだからこそ成長できた自分も感じています。きっとイギリスに行ってもそうなるんじゃないかって……」

　雅也さんは真剣に私の話に耳をそばだててくれる。

「たしかに、ドロドロした世界は好きではありません。だけど、それだって変えていけるのでは？　だってエリンさんも変わったじゃないですか」

　そう伝えると、彼は表情を緩める。

「そうだね。やっぱり一華はすごい。どんなときでも前を向ける強さがある」

　それは過大評価だ。冤罪事件のときも散々泣いたし、東京に戻るのが怖くてたまらなかった。

　けれど彼のおかげで、過去にとらわれず道を切り開く楽しさも知ったのだ。これからは前を向いて歩いていきたい。

「赴任地については……できるだけついていきたいです。でも雅也さんが危険だと判断したときは、その意見に従います」

　私は雅也さんを信じている。きっと彼なら、正しい判断をしてくれる。

「もちろん、一華に怖い思いをさせるつもりはない。必ず俺が守る」

　彼は私の手を取り、手の甲に優しい口づけをする。それだけでうれしさに瞳がにじむほど、彼が好きだ。

「お願いします。……でも、家族を説得しなくちゃ」

　コートの事件があってから、常に私を心配している両親は、海外に行ってしまうと話したら反対するような気がする。

「それは、もう半分してある」

「半分って？」

　雅也さんがなにを言っているのかわからず、首を傾げる。すると彼は、少しばつの悪そうな顔で話し始めた。

「実は、このまま一華と終わるのがどうしても耐えられなくて、たとえ振られることになってもプロポーズしようと決めたんだ。それでお兄さんに連絡して――」

「お兄ちゃん？」

「一華に話したことをお兄さんにも伝えて、でもプロポーズしたいと打ち明けた」

　驚きのあまり瞬きを繰り返す。

　兄と接触していたなんて、少しも気づかなかった。兄からもなにも聞いていない。

「兄はなんて？」

「反対したら一華をあきらめられるのか？と聞かれたんだ。だから『もし振られたら、一生一華さんを胸に想い続けて生きていきます』と答えた」

　雅也さんにそれほどの覚悟があるなんて。

「一生想い続けてって……私にそんな価値はありませんよ」

「いや。一華は俺にとってなににも代えがたい大切な存在だ。一華はそれくらい俺を夢中にさせた。俺はこれが最後の恋だと確信している」

　彼の熱いまなざしに捕まり、視線をそらせなくなる。

「お兄さんの計らいでご両親にも電話で挨拶をして、プロポーズしたいということや、俺の事情は打ち明けてある」

「嘘……」

　普通ならありえない順序だけれど、以前私が両親に心配をかけてばかりで心苦しいと打ち明けたから、こうした行動をとってくれたに違いない。

「電話に出てくれたお父さんは戸惑われていた。でも当然の反応だ。必ず説得する」

　雅也さんは凛り々りしい表情で語る。

　彼は悩みに悩んで私に求婚してくれたのだ。父や母もわかってくれると信じたい。

「私の気持ちは決まっています。雅也さんについていきたい」

　なにも迷うことはない。私のことを第一に考えてくれる彼と一緒に生きていく。

「一華……」

　優しい笑みを見せる雅也さんは、私の頬を両手で包み込む。

「愛してる」

　そして愛の言葉をささやき、熱い唇を重ねた。

　そのままソファに押し倒されて、深いキスが降ってくる。

「ん……」

　舌と舌が絡み合い、息も許されないような激しい口づけに、鼓動がうるさい。

「一華、抱きたい」

　彼がこれほど艶やかな顔を持っているとは知らなかった。私をまっすぐに射る視線に、とろけてしまいそうだ。

　恥ずかしくてたまらないけれど、彼とひとつになりたいという気持ちが抑えきれない。小さくうなずくと、彼はチュッと音を立ててついばむようなキスをしたあと、私を抱き上げて寝室に向かった。

　大きなベッドに下ろされた瞬間、ギシッとスプリングが軋きしむ。その音さえも、感情を高ぶらせるスパイスとなる。

　パジャマを脱ぎ捨てた雅也さんの筋肉質な体が視界に入り、見てはいけないものを見てしまったような気持ちになる。視線をそらせると、覆いかぶさってきた彼は私の顎を持ち上げた。

「どうして目をそらす」

「だって……」

　恥ずかしいからに決まっているのに。でも、そう告白することですら照れくさい。

　言葉を濁すと、彼は私の手を取り自分の胸にぴたりとつける。

「わかる？」

「えっ？」

「俺、すごくドキドキしてる」

　息苦しいほど鼓動が速いのは私だけじゃないの？

　彼は私の手をそのまま自分の頬に持っていった。

「ここに一華がいると思うだけで、幸せすぎておかしくなりそうだ」

「雅也、さん……」

　私もだ。これまでいろんな苦労があったし、人知れず泣いた夜もある。でも、彼と一緒ならもうなにも怖くない。

「私も幸せです」

　そう答えると、微笑んだ彼は私の手のひらに唇を押し当て、そして舐なめた。それだけで体がビクッと反応するほど敏感になってしまっている。

「好きだ。すごく好き」

　あふれ出てくるような彼の叫びに、胸が震える。手が届かないとあきらめていた人からの愛の言葉に視界がにじんだ。

　再び唇をつないだ雅也さんは、私のパジャマの上着の裾から大きくて武骨な手を滑り込ませてくる。

「あっ……」

　ブラの上から胸に触れられて、声が出てしまった。

「怖かったらすぐに言って」

　彼はそうささやきながら私の首筋に舌を這わせる。

「んっ……」

　ボタンを外され、あらわになった鎖骨のあたりを軽く吸い上げられて声が漏れた。

「一華は俺のものだ。俺だけの」

　彼のむき出しの独占欲が、照れくさいのにたまらなくうれしい。

　雅也さんは焦るようにブラをずらし、ふくらみの先端を口に含んだ。

「あっ……はぁっ」

　舌を小刻みに動かし、ときには軽く食んでもてあそぶ。

「ま、雅也……さん」

「どうした？」

　与えられる刺激にひたすら悶え、彼の腕を強くつかむ。

　こんな感覚知らない。全身が火照り、足の先まで快楽の電流が走り抜ける。体の奥が熱くなり、蜜みつがあふれてくるのがわかる。

　答えられないでいると、彼は少し意地悪な笑みを浮かべた。

「まだこれからだよ。一華の全身を溶かしてやる」

　彼はそう言うと、唾液がクチュクチュと音を立てるほど濃厚なキスをしながら、ショーツの中に手を滑らせた。

「いやっ……んあ……っ」

　敏感なふくらみを指の腹で撫でられて、体がガクガク震える。わずかに残っていた理性を必死に保とうとしたけれど、まったく無駄な抵抗だった。何度も何度も高みに誘われ、髪を振り乱す。

「あっ、また……。もうダメッ」

　彼のたくましい腕をつかんで拒否したのにやめてもらえず、達してしまった。

　あふれた蜜のせいで濡れた指をぺろりと舐めた彼は、私の耳元で口を開く。

「つらいならやめるけど」

「えっ……」

　こんなに火照った体を置き去りにされてはたまらない。

「それとも、続ける？」

　視線を絡ませる彼は、私の唇に指を這わせた。

「俺は欲しいよ。一華が欲しい」

　そんなふうに訴えられては、うなずくしかない。理性の欠片などひとつも残っておらず、彼の首に手を回してしがみついた。

「私も……欲しい」

　なんてはしたない言葉を口にしているのだろう。でも、彼への気持ちが止まらない。

「かわいいな」

　目を細めて軽いキスを落とした彼は、私の中にゆっくり入ってきた。

「ああっ……あっ……」

　悶える私を抱きしめ最さい奥おうをえぐる彼は、はぁーっと艶なまめかしい吐息を漏らし、恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「愛してる。一生俺のそばにいて」

「雅也さん、好き……」

　そう答えると、熱い唇が重なった。




　雅也さんと結ばれた翌朝。ロサンゼルスに滞在中の兄に、【結婚します】とメッセージを入れると、すぐに返信があった。

【埋まってただろ、外堀】

　そんなひと言に噴き出してしまう。たしかに、埋まっていた。

【神木さんになら、未熟な妹を任せてもいい】

「なによ、えらそうに」

　上から目線のメッセージにそんな声が漏れたものの、兄は両親同様、冤罪事件で参っていた私を支えてくれた。もういい歳をした妹にくだらないメッセージをいつも送ってきていたのも、心配だったからに違いない。

　私たちも兄夫婦のように、ずっと仲良く手を取り合って生きていきたい。

「なに笑ってるの？」

　出勤のための身支度を終えて、スーツ姿でリビングにやってきた雅也さんが不思議がる。

「ロスにいる兄にメッセージを送ったら、外堀埋まってただろって」

　そのまま伝えると、彼もおかしそうに肩を震わせる。

「埋めたからな」

　そんなふうに言う雅也さんは、私の背に手を回して引き寄せ、額にキスをする。

　昨日の行為を思い出してしまい照れくさいけれど、彼に触れられると心が幸せで満たされる。

「お兄さんから、失恋したらやけ酒付き合うって言われてたんだよ」

「やけ酒って……」

　そんなに仲良くなってるの？

「お兄さんが帰国したら会いに行こう。でも、まずは一華の実家に行かないと」

「はい」

　彼がくれたチャームは、本当に幸せを運んできてくれた。

　突然開けた未来に、笑みがこぼれた。




　出勤のために一緒に家を出て、いつものように櫻坂の途中で別れる。

「いってらっしゃい」

「うん。一華もいってらっしゃい」

　何度も繰り返した光景なのに、昨日までとは違い世界が輝いて見える。なんて単純なのだろうと笑いがこみ上げてくるけれど、弾んだ心はごまかせない。

　名残惜しさを感じながら桜月夜に向かおうとすると、不意に腕を引かれて、さらには頬にキスをされて目を見開いた。

「大事なこと忘れてた」

「え……」

「それじゃあ今度こそ行ってくる」

　彼は軽く手を上げて、さわやかに去っていった。

「本気？」

　彼の唇が触れた頬に手を添え、思わず周囲を見回してしまう。

　どうやらきちんと物陰になる場所を選んでくれたようで、キスをしたところは誰にも気づかれていないようだ。

　それにしても、雅也さんがこんなに甘々な人だったとは。

　慌てたけれど、すごく幸せで力がみなぎってくる。彼もそうだといいな。




　その日も忙しく走り回った。

「岸本さん。ごめん、急なんだけど頼まれてくれる？」

「はい、なんでしょう」

　主にフロント業務を担当している男性の先輩が、慌てた様子でスタッフルームに駆け込んできたので立ち上がった。

「イギリスからお越しのお客さまがパスポートを落とされて。どうやら大使館に届いたみたいなんだけど、今日の夕方に帰国予定なんだ。タクシーで取りに行くことを勧めたんだけど、お客さまがひどく焦っていてちょっと心配でさ。悪いけど一緒に取りに行ってくれないかな」

　イギリスからのお客さまとは、桜月夜の会員になっているとある企業の社長が招待した家族だ。旦那さまはその企業に赴いて商談中で、奥さまと五歳の娘さんが観光を楽しんでいたはず。

　その企業に連絡すれば対処してくれそうな気もしたが、夕方に発つのであればすぐにでも動いたほうがいい。

「承知しました」

　私は黒いジャケットを手に、ロビーで不安そうな顔をして待っていたお客さまと合流して、早速タクシーに乗り込んだ。

　奥さまは日本語が話せず、しかも自分の不注意でパスポートを落としてしまったという罪悪感から涙目だった。

「No problem. You will be on time for your flight」

　だから私は、飛行機には間に合いますよと安心させる声がけをした。

　パーティ以来の駐日英国大使館に到着し、女性とともに館内へ進む。一度訪れているからかさほど緊張もせず、スタッフに声をかけて事情を説明できた。

　無事にパスポートが戻ってきた女性は、ホッとした様子で私の手を握り、何度もお礼を言ってくれた。

「『あなたが親切にしてくれなければ、今回の旅行は残念な思い出になったことでしょう』とおっしゃっていますよ」

　私が早口の英語を完全には聞き取れていないと察した大使館のスタッフが、訳してくれる。

「Glad to be of service. Please come to Japan again!」

　また日本にお越しくださいと伝えると、女性は笑顔でうなずいた。

　日本を好きになってくれたらうれしいな。

　雅也さんのように大活躍とはいかないだろうけれど、私も国と国との交流に、ほんの少しでも役立てたかもしれないなんて、おこがましいことを考える。けれど、こうした小さな交流の積み重ねが、将来大きな花となって咲くかもしない。

　外交なんて少しもわからないものの、これまでのコンシェルジュとしての経験がこの先も生かせるのではないかと期待が高まった。

　雅也さんは私から仕事を奪ってしまうと随分悩んだようだけれど、仕事の形は変われど、どんな場所でも誰かの役に立てるはずだ。

　問題は英語力。早口で話されると、まだついていけない。

　一年後の赴任までにクリアしなくてはならない課題を見つけて、気が引き締まったのと同時にワクワクもした。

　必ず両親にわかってもらって、雅也さんの隣を歩いていきたい。

　大きな挫折はしたけれど、未来に希望が抱けることに感謝した。これもすべて、雅也さんのおかげだ。










両親の愛




　私の実家には、プロポーズの翌週の土曜に赴くことになった。

　雅也さんが運転する車の助手席で、どうにも落ち着かない。兄が根回しをしてくれているようだけれど、両親がどんな反応をするのか緊張しているのだ。

「顔が怖いぞ」

「だって……」

　雅也さんのほうが緊張するのではないかと思っていたが、いつもと変わらない。仕事で大変な局面を幾度も乗り越えてきたので、これくらいのことでは動じないのだろうか。

「雅也さんは緊張しないんですね」

「緊張してるよ。でも、迷いはないから」

　どういう意味かわからず彼の横顔を見つめると、優しい表情をしている。

「俺は一華をくださいって頭を下げるだけ。一華に受け入れてもらえたんだから、あとはぶつかるのみだ。もう一華と一緒に生きていくと決めてるから」

　そんな言葉を聞き、胸が温かくなる。彼には確固たる覚悟があるのだ。

「私も、決めてますよ。雅也さんとずっと一緒にいます」

　照れくさかったもののそう伝えた。すると彼の口の端が上がる。

「もう一回言ってくれない？」

「は？」

「幸せには何度も浸りたいものだろ」

　私の言葉ひとつで彼を幸せにできるなら何度でも……と言いたいところだけど、やっぱり恥ずかしい。

「無理……」

「なんだ。ベッドの中ではあんなに甘――」

「気のせいです！」

　むきになって反論するのは、心当たりがあるからだ。彼に丁寧に愛撫され貫かれると、身も心もとろとろに溶けてしまい、いつの間にか素直な愛の言葉をささやいている。何度〝好き〟と口にしながらキスをねだったことか。

　でも、それを指摘されては穴があったら入りたい気分だ。

「甘いのは、雅也さんだから」

　私は小声でつぶやいた。

　私に触れる手から愛が伝わってきそうなほど情熱的に抱いてくれる彼から、抱えきれないほどの愛をもらっている自覚がある。

「そりゃあ、愛する女は甘やかしたいからな。悪いけど、やめてくれと言われてもやめられない」

　やっぱり雅也さんには敵わない。彼の言葉は一瞬で私を幸福へと導いてくれる。

　こんな人と生涯をともにできることが、たまらなくうれしかった。




　実家では、難しい顔をした父と、そんな父に眉をひそめる母が待っていた。

　リビングのソファで腕組みをする父を前にしても、雅也さんは顔色ひとつ変えない。彼はコーヒーを出してくれた母にお礼を言ったあと、ソファから降りて床に正座した。

「先日はお電話で失礼いたしました。神木と申します。本日は一華さんとの結婚を許していただきたく参りました」

　頭を下げる雅也さんの隣に私も座り、同じようにする。

「頭を上げてください」

　そう促したのは母だ。父は相変わらずうんともすんとも言わず、仏頂面を貫いている。やはり反対のようだ。

「コーヒー、冷めますからどうぞ」

　淀んだ空気をなんとかしようとしたのだろう。母が雅也さんにコーヒーを勧める。

「ありがとうございます」

　雅也さんがソファに座り直しカップを口に運ぶ横で私も飲んだが、味がわからないほど緊張していた。

「神木さん。あなたからいろいろ伺ってから、散々考えました」

　父がようやく口を開いた。雅也さんはカップをソーサーに戻し、背筋を伸ばして父をまっすぐに見つめる。

「はい」

「正直、大反対です。広夢もしょっちゅう海外だし、一華まで……」

「ご心配は重々承知しております。一華さんのことは、私が命に替えてでもお守りします」

　堂々ときっぱり言いきる雅也さんとなら、絶対に幸せになれる。

「ましてや危険な地域があるとか」

「それは事実です。ですが、一華さんには絶対に危険が及ばないようにいたします」

「当然だ。私が心配しているのは、神木さん、あなただよ」

　父の発言に首をひねる。隣の雅也さんも返事に驚いたようで、目を見開いた。

「私、ですか？」

「一華。お前は神木さんについていきたいんだな？」

　父は突然私に話を振ってきた。

「はい。私にとって神木さんは、なくてはならない人です。お父さんとお母さんには心配をかけてしまったし、いつも私のことを考えてくれているのはわかっているつもり。すごく感謝してます。神木さんは私のそういう気持ちを汲んで、先に連絡を入れてくれました」

　父はうなずきながら聞いてくれる。

「神木さんと一緒にいると、ちゃんと未来が見えるの。箱根に行ったあとも、明日のことまで考えられなかった。気持ちを切り替えたつもりだったけど、どこかに不安があったんだと思う。でも、彼と一緒なら成長した十年後の自分が見えるんです」

　私がそう言うと、雅也さんはうれしそうな顔で微笑む。

「彼は、私を無理に奮い立たせようとはしません。でも、いつの間にか隣にいて『大丈夫だから、そのまま進んでごらん』と背中を押してくれるような人なの」

　私は必死に訴えた。

　許してもらえずとも、結婚して渡英することはできる。でも、どうしても父と母に認めてもらって、雅也さんと幸せになりたい。

「そうか。よくわかった」

　父はコーヒーに手を伸ばし、それを喉に送ってから再び口を開いた。

「神木さん、一華の気持ちをしっかり聞いていただけましたね」

「はい」

「一華は神木さんに人生を預ける覚悟があるんだ。あなたに万が一のことでもあれば、一華はどうなる。泣き暮らすのか？　私はそんな一華を見たくない」

　父が語気を強める。

　反対する気持ちが相当強いようだ。なんとか突破口を開きたい。

「お父さ――」

「だから、なにがあっても無事に帰ってくると約束してください。一華をひとりにして泣かせたら許さない」

　父の意外すぎる言葉に、雅也さんはハッとした表情を浮かべる。そして私は、父の優しさに目頭が熱くなった。

「約束します。絶対に一華さんを泣かせません」

　雅也さんが宣言すると、父は満足そうにうなずき、母は私を見て微笑んだ。

　もしかしたら、最初から私たちの結婚を許すつもりだったのかもしれない。当然、反対の気持ちはあっただろう。それでも私と雅也さんの未来を信じてくれた両親に恥じない生き方をしたい。

　それから父は、最近始めたらしい英会話を雅也さんに習っていた。

　母とキッチンに行き昼食の準備を始めると、母が少しおかしそうに口元を緩めて話しだした。

「お父さん、広夢の操縦する飛行機で、イギリスまで一華に会いに行く気満々なの」

「それで英会話？」

「そうそう。お父さん、神木さんから電話があったときは驚いてたし、一華がイギリスに行くなんてと落ち込んでたけど、神木さんのことは内心気に入ってたみたい。だってほら、プロポーズの挨拶を先にする人なんていないじゃない」

　母はおかしそうにクスッと笑う。

「私もちょっと驚いた」

「うん。でもね、ちゃんと筋を通そうとしてる神木さんが誠実な人だと伝わってきた。それに広夢が、神木さんと一緒にいる一華がすごく幸せそうだって言うから」

　やはり兄がアシストしてくれているようだ。今度お礼を言わなくては。

「お母さんも、渡英する話とか危険な国があるとか聞いて不安だったの。でも、いろいろあって難しい顔をしていたあなたを笑顔にしてくれた人だと思ったら、神木さんに任せるべきかなって。だから幸せになりなさい」

「お母さん……。うん、幸せになる」

　私がそう答えると、母は優しく抱きしめてくれた。

　緊張して訪れたけれど、父と母の優しさと愛情をひたすら感じる、心温まる時間となった。










ふたりの歴史はここから始まる




　雅也さんのおかげで、両親にも兄にも気持ちよく送り出され、遠くイギリスの地に降り立ってから約三カ月。

　慣れない海外での生活にあたふたしているものの、雅也さんが手厚くサポートしてくれるので穏やかに暮らせている。

　外交官の妻となり、思いがけず上流階級の人たちとかかわるようになったが、だからといって背伸びをするのはやめた。私は私だし、雅也さんもそれでいいと言ってくれている。

　先日は雅也さんに頼まれて、在英国日本国大使館で行われたイベントで、お茶を点てて振る舞ったらとても喜ばれた。アルカンシエル時代にも習っていたのだけれど、渡英する前に改めて教室に通ったのだ。

　大勢の人に注目される中でのお点前だったのですこぶる緊張したが、少しでも日本の文化を理解してもらえたらうれしい。

　アルカンシエルを辞めるとき、八坂社長が『いつでも戻っておいで』と声をかけてくれた。コンシェルジュの仕事は一旦お休みとなったが、いつか社長や仲間たちに、成長した姿を見せられたらいいなと思っている。

　土曜の今日は、雅也さんもお休み。一緒に出掛けられるとあって、朝から気持ちが高揚している。

　イギリスは、聞いていた通り少々食事が物足りない。けれど、家ではしょうゆやみそなど、日本の調味料を使って料理を作っているので、十分満足だ。

　街並みの美しさは想像をはるかに超えていて、どこもかしこも建物自体が美術品のようで感激している。

　私たちが今暮らしているのは、ロンドンのケンジントンという地域だ。高級住宅街で治安がよく、博物館や緑豊かな広大な公園もある素敵な街で気に入っている。

　そのケンジントンから彼が運転する車に乗って、出発した。

「どこに行くんですか？」

「秘密」

　秘密？

　雅也さんが連れていってくれるところで満足できなかったことは一度もないので、お任せで間違いない。でも、教えてくれないのは初めてだ。

　バッキンガム宮殿を眺めたあと、テムズ川のほとりを走って約三十分。到着したのは、とあるドレスショップだった。

「ここですか？」

「そう、ここ」

　今後晩餐会に同行することを見越して、ドレスをそろえてくれるつもりなのかもしれない。

　それならなぜ秘密にしていたのだろうと不思議に思いながらも、雅也さんに手を引かれて店内に入ると、ウエディングドレスがずらりと並んでいた。

「どれにする？　俺はオーソドックスな黒のタキシードにしようと思うけど」

　ウエディングドレスを選べと？

　父と母に結婚を許されたあと、アルカンシエルで盛大な結婚式を挙げたのに、なにを言っているのだろう。

「どういうことですか？」

「イギリスは挙式しないと結婚が認められないんだ」

　そういえば、エリンさんもそう言っていたような。

　それで式を挙げるつもりなの？

「まあ俺たちはすでに夫婦だから問題ないんだけど、エリンさんがイギリスでも結婚式をしなさいと教会を押さえてくれて」

「エリンさんが？」

　彼女はイギリスに帰国後、雑音の多いロンドンを離れてボストンで新しい生活を始めた。そこで知り合った農場主の男性と意気投合して、すぐに結婚。広大な小麦畑をバックに恰幅のいい優しそうな旦那さまと、長靴をはいたエリンさんが幸せそうな笑みを浮かべて写っている写真が送られてきたときは、あまりの変わりように驚いた。けれど、以前とは違う穏やかな表情の彼女に、雅也さんと一緒にほっこりした。

　イギリスで会いましょうと雅也さんが返事をしたのだけれど、バタバタしていてまだ実現していない。

「びっくりだけど、うれしいです。どこの教会ですか？」

「セント・バーソロミュー・ザ・グレート教会。そういうチョイスはさすがだな」

　セント・バーソロミュー・ザ・グレート教会は、ロンドンに現存する最も古い教会で様々な映画の舞台にもなっている。

　まさかその教会で式を挙げられるなんて感無量だ。

「すごい……」

「うん。でもそれを聞いたの先週でさ。せっかちだよね、彼女」

「先週？」

　雅也さんはクスクス笑っている。

「ドレスショップを回る時間もないし、それならサプライズにしようと思って。もっとちゃんと選びたかった？」

「ううん。すごくうれしい」

　きっとエリンさんは、お詫びのつもりなのだろう。

「俺も。イギリスの神さまにも、一華は俺の妻だと自慢できるなんて最高だよ」

「え？」

　永遠の愛を誓うのであって、自慢しに行くわけでは決してない。ただ、私も雅也さんが私の素敵な旦那さまだと世界中の人に叫びたいので、うなずいておく。

　たくさんのドレスの中から私が選んだのは、シルクのシンプルな長袖のドレス。クラシカルな雰囲気が漂うそれは、ロンドン最古の教会にぴったりだと思ったのだ。

　雅也さんも賛成してくれて、その場で着替えてヘアメイクも済ませ、手配されていたリムジンに乗り換えて教会へと向かった。

　観光客やミサのために訪れていた人たちにも祝福されて、雅也さんの腕を取り、教会の中に一歩足を踏み入れる。すると壮大で美しい内装に圧倒された。まるで中世のヨーロッパにタイムスリップしたかのようだ。

　日本から遠く離れたイギリスに渡ることに、不安がなかったとは言えない。けれど隣に最愛の旦那さまがいて、ふたりで新しい歴史を作っていける幸せを噛みしめている。

　パイプオルガンの音色が響く中、雅也さんと一緒に牧師が待つ祭壇に向かって足を踏み出すと、エリンさん夫婦と、フライトで来ていたのかパイロットの制服姿の兄、そしてイベントの際にお世話になった雅也さんの同僚たちが参列してくれていて、胸がいっぱいだ。

「皆、一華に惚れてるんだよ」

　ゆっくり足を進める雅也さんが小声で言う。

「えっ？」

「一華の一生懸命でまっすぐな人柄の虜とりこなんだ」

「本当に？」

「でも、あんまり人を惹きつけないでくれない？　嫉妬するのに忙しいから。もう一華は俺のものだけどね」

　したり顔で言う雅也さんがかわいらしくて、笑みがこぼれる。

「雅也さんは、私のものですからね」

　私もお返しをすると、彼の口角がかすかに上がったような。

「今日は朝まで眠らせない」

「ん？」

「はい、式に集中」

　都合のいい切り返しをする雅也さんの腕を強く握ると、彼は優しい笑みを浮かべた。




ＥＮＤ










あとがき




　雅也と一華の物語にお付き合いくださり、ありがとうございました。いつか書こうと思っていた広夢の妹のお話をこうしてお届けできて。うれしく思います。

　外交官についてはあまりくわしくなかったのですが、今回いろいろ調べたら、想像を超える能力の高さとタフさを兼ね備えた方たちなのだと知りました。

　よく見るのが首脳会談などで通訳をしている姿ですが、通訳担当官という通訳のスペシャリストがいるそうです。国益にかかわるような対談の通訳を担当するのですから、かなりの重圧があることでしょう。ほかには、海外で戦争やテロなどが起きたとき、邦人保護のために動いてくれるのも外交官。各国の大使館が治安悪化のため一時閉鎖というニュースを耳にしたことがあるのではないでしょうか。外交官は戦争が起きたからといってすぐに逃げ出さず、ぎりぎりまでその国に残って最後の砦となってくださいます。

　華々しい活躍の場がある一方で、地道でしかしとんでもなく重要な役割を果たしている彼らに頭が下がります。

　そんな外交官に見初められた一華ですが、正義感があって他人を思いやれる彼女なら、この先も雅也のよきパートナーとして活躍できそうな気がします。彼女のことだから、どんな国に行ったとしても様々なことを吸収して成長し、日本に戻った暁には、八坂の片腕として活躍するんだろうなと考えていましたが、雅也の八坂への嫉妬が止まらないよね、と想像してニタニタしたりして。

　私も一華のように、自分磨きを忘れず成長していけたら。

　そういえば、アルコバレーノのある芦ノ湖には、私も何度か訪れたことがあります。サクサクの大きなかき揚げを出してくれるお店があるんですよ。また行ってあれを食べたいのに、店名をどうしても思い出せず……。ご存じの方、教えてください。

　さて、次は誰が登場するでしょうか。少しでも成長した作品をお届けできるよう、またいちから頑張りたいと思います。
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